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北川村の人口・世帯数北川村の人口・世帯数
令和4年7月31日現在　（　）は前月比

人　口 1,224人 （－4）
　男 588人 （－1）
　女 636人 （－3）
世帯数 615戸 （＋3）
昨年同期の総人口 1,231人  世帯数608戸

８月７日(日)　子ども会川遊び
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　　７月１２日（火）、１３日（水）に水泳授業発表会を行いました。今年も新型コロナウイルス感染症予防のため、
学年単位で授業の様子を参観していただきました。練習を積み重ねた分、少しずつ技術面、体力面ともに高まってき
ました。当日は自分の頑張りを見てほしいといつも以上に頑張る姿が見られました。大変暑い中での応援、ありがと
うございました。

学 校 通 信 School communication

1 水泳授業発表会

　　８月３日（水）の登校日に平和学習を行いました。リモート集会では、校長先生のお話を聞き「People of the 
world」の歌を全校で歌いました。その後、１年生から4年生は、絵本「へいわとせんそう」をとおして、「平和な時」と
「戦争の時」を比べたり、今の世界の様子なども含めて平和の大切さについて考えました。５・６年生は、北川村遺
族会会長の大寺萬世子さん、北川村遺族会事務局の坂本達治さん、役場住民課の南さんを講師に招き、北川村遺
族会館のことや戦争当時の生活、身のまわりであった戦争体験談や私たちに伝えたい思いなどについてお話を聞
き、感想を伝えました。平和な世界をつくっていくことの大切さや、自分たちができることなどを考えることができま
した。

2 平和学習

　　7月14日（木）、戦争と平和について学
ぶ平和集会を行いました。学習ビデオを視聴後、
平和の尊さや世界の平和を願う気持ちを短冊
に書きました。平和な世界を築いていくために
は、私たちが平和に対する意識を高くもつことが大切です。一人ひとりの意識が世界中を平和へと導く一歩となります。

3 平和集会

　　７月６日（水）、非行防止教室(１年生)、
喫煙防止教室（２年生）、薬物乱用防止教室（３
年生）を実施し、安芸警察署のスクールサポー
ターの方に少年非行の防止、喫煙や薬物の害
などについて詳しく説明していただきました。 
今回の学習をとおして、いざというときに自分や仲間を守る正しい判断と行動について考えるよい機会となりました。

4 防止教室

○平和が続かないと自分も死ぬかもしれないからずっと平和が続けばいい。自分だけじゃなく、いろいろな人が死んで
しまうから日本を守ろうと思っている。平和になるように、戦争をしないようにする。
○平和はみんなが楽しめる（安心・安全）。戦争はみんなが悲しい。こわい思いをする（きけん）。戦争と平和は全然違う。
平和の大切さがわかった。世界の人が平和のことを分かってほしい。自分だったら戦争はしたくない。命は一番大切。
これからもずっと平和がおとずれたらいいと思います。
○日本も前まで戦争をしていたことが分かって、これからけんかをせずに、みんなが仲良く生活できる世界にしていき
たいです。今日帰ったら家族に分かったことを伝えたいです。大人になって家族ができたら、このことを子どもに伝
えて戦争のことを知ってもらいたいです。
○遺族会館に亡くなった人の写真があると知りました。戦争のことを知ったつもりでいたけど、全然知りませんでした。
これからも命を大切にしたいです。
○昨年もお話を聞いたけど、今年改めて戦争の悲しさを知りました。これから命を粗末にせず、自分の命は自分で守って、
他の人も守ろうと思いました。今、ロシアとウクライナが戦争をしているから、もし日本に大きな力があったら、戦
争を止めて、みんなが平和な暮らしになるといいなと思いました。

児童生徒の感想
★●■！

○今日は戦争についてのビデオを視聴し、改めて戦争の怖さを知ることができた。戦争はもう二度と起こすべきではな
いと感じた。そして、この悲惨な戦争を忘れることのないよう、私たちが後世に伝えていかなければならないと思った。
○戦争と平和について考えることは、これからの未来について考えることと同じだと思う。自分たちの未来と重ねて考
えることができた。また、戦争の歴史は後世に語り継いで、繰り返さないように、みんなで平和について考えること
ができた。

生徒の感想より
★●■！

○万引きは自分がやっても相手にさせても罪になると再確認することができました。それに万引きしようとしている人
たちを手助けしたりするのも罪になるということが分かりました。だからもし友だちが万引きしようしているときは、
大切な友だちだからこそ勇気をふりしぼって止めます。誘われてもきっぱり断ります。
○たばこは危険で、長生きできなくなる恐ろしいものだと思っていたが、それ以上に害を及ぼす非常に怖いものだと改
めて考えさせられた。家族で喫煙者がいなくて安心していても、たばこを吸っている人からの副流煙は、誰もが吸っ
てしまう有毒煙だと知った。だから、たばこを吸っている人の近くは極力近づかないようにしたい。誰かに誘われて
断れず吸い始めてしまうとやめられなくなる依存性も強いので、吸わないことが一番だ。たばこには一切手を出さず、
健康に生活したいと思った。
○薬物はやめられないことを以前学んだことがあるけれど、ドラマの人物が２回逮捕されてもやめられない状態を見て、
本当に怖いと思った。自分の意思ではやめられないのが薬物の怖さなので、誰かに勧められても絶対に断る。友だち
が興味を示したら全力で止めようと思った。また、薬は正しく使わないと破滅に至るので、自分自身の心と体を守る
ため正しく使うことが確認できた。

生徒の感想より
★●■！

今回小学５・６年生が平和学習で学んだ遺族会館
の敷地内には、遺族会館のほか、英魂堂、平和記念
碑などがあります。戦争体験者、遺族、有志の方々の

大変な努力の積み重ねにより建立
されました。
遺族会館には戦没者の写真を掲
額し、英魂堂（六角堂）には戦没者
の位牌が納められており、戦没者
追悼式を毎年4月に行っています。

北川村 遺族会館について
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ご冥福をお祈りします
氏　名　　　　年齢　  　　地区　 　     死亡月日

中村　幸男 92歳 和田 7 月   5 日
小松かずみ 72 歳 久木 7 月 24 日 

県民スポーツ月間関連大会・
県民スポーツフェスティバル2022

※高知市につきましてはスポーツ振興課、須崎市につきましては文化スポーツ観光課が窓口となりますので、お間
違いのないよう申し込みください。また、競技によって申込方法、申込窓口等が異なります。詳しくは、各競技
別の開催要項を参照に、お間違いのないよう申し込み下さい。
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№ 競技名 開催期日 会　　　　場 申 込 方 法

10月  ９日（日）スカッシュバレー
◯高知県立県民体育館
　（主競技場、補助競技場）
◯高知県立青少年体育館（いの町）

◯申込締切：
◯申 込 先：

9月14日（水）
高知県スカッシュバレー
連盟事務局

９月28日（水）グラウンド・ゴルフ 高知県立春野総合運動公園
運動広場Ｄ

◯申込締切：
◯申 込 先：

9月15日（木）
市町村教育委員会※または
高知県グラウンド・ゴルフ協会事務局

10月23日（日）ソ フ ト テ ニ ス
◯申込締切：
◯申 込 先：

10月12日（水）
高知県ソフトテニス連盟

高知市東部総合運動場
テニスコート

９月25日（日）柔 道 ◯申込締切：
◯申 込 先：

9月9日（金）
高知県柔道協会

高知県立武道館

10月  ２日（日）ペ タ ン ク
◯申込締切：
◯申 込 先：

9月20日（火）
香美市ペタンク連盟事務局

高知県立山田高等学校グラウンド

11月  ４日（金）パ ー ク ゴ ル フ ◯申込締切：
◯申 込 先：

10月25日（火）
高知県パークゴルフ協会

中土佐町小草パークゴルフ場

11月13日（日）ディスクゴ ルフ
◯申込締切：

◯申 込 先：

①10月26日（水） ②11月10日（木）
①市町村教育委員会※
②高知県フライングディスク協会

高知工科大学

11月23日（水）ボ ッ チ ャ
◯申込締切：
◯申 込 先：

10月28日（金）
市町村教育委員会※

高知県立県民体育館主競技場

10月  ２日（日）サ イ ク リ ン グ
◯申込締切：
◯申 込 先：

9月12日（月）
高知県サイクリング協会

いの町吾北周辺

10月16日（日）ク レ ー 射 撃
◯申込締切：
◯申 込 先：

9月2日（金）
市町村教育委員会※

ミロク高知射撃場

９月25日（日）ゲ ー ト ボ ー ル
◯申込締切：
◯申 込 先：

9月18 日（日）
市町村教育委員会※または
高知県ゲートボール協会

高知県立春野総合運動公園ソフトＢ
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松本　優吾さん　全国２位
松本優吾さんが、釣り具メーカーのシマノが主催する
全国規模のシマノジャパンカップ鮎釣り選手権で準優勝
の成績を収めました。
６月に仁淀川で開催された予選会、７月に和歌山県の
有田川で開催された西日本大会を勝ち抜き、全国大会へ
の切符を手に入れて挑みました。
８月２０日(土)、２１日(日)に岐阜県の長良川で開催さ
れた全国大会では初日の３試合で、得意とする泳がせ釣
りにより釣果を伸ばし、大会２日目の増水による運営協
議の結果、初日の成績により順位が決定しました。
幼い頃から奈半利川で鍛え抜いた釣技により掴んだ
栄誉です。
まだまだ若い松本さん、さらなる高みを目指してくだ
さい。

各大会で松本さんをサポートした國貞洸太さんのコメント

準優勝おめでとうございます。
いつも一緒に釣りしている後輩が晴れの全国大会で素晴らしい結果を出してくれたことは凄く嬉し
いです。毎試合が激戦で全国大会のレベルの高さを強く感じました。２試合目以降は優吾らしい釣りが
できていました。来年は頂点に立てるように頑張ってもらいたいです。

写真左が準優勝した松本優吾さん

■運　動　実　施　期　間：令和4年９月２１（水）～３０日（金）
■交通事故死ゼロを目指す日：令和4年９月３０日（金）
■運　動　の　全　国　重　点：1.子どもと高齢者を始めとする歩行者の安全の確保 
 2.夕暮れ時と夜間の歩行者事故等の防止及び飲酒運転の根絶 
 3.自転車の交通ルール遵守の徹底

令和4年　秋の全国交通安全運動
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ご冥福をお祈りします
氏　名　　　　年齢　  　　地区　 　     死亡月日

中村　幸男 92歳 和田 7 月   5 日
小松かずみ 72 歳 久木 7 月 24 日 

県民スポーツ月間関連大会・
県民スポーツフェスティバル2022

※高知市につきましてはスポーツ振興課、須崎市につきましては文化スポーツ観光課が窓口となりますので、お間
違いのないよう申し込みください。また、競技によって申込方法、申込窓口等が異なります。詳しくは、各競技
別の開催要項を参照に、お間違いのないよう申し込み下さい。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

№ 競技名 開催期日 会　　　　場 申 込 方 法

10月  ９日（日）スカッシュバレー
◯高知県立県民体育館
　（主競技場、補助競技場）
◯高知県立青少年体育館（いの町）

◯申込締切：
◯申 込 先：

9月14日（水）
高知県スカッシュバレー
連盟事務局

９月28日（水）グラウンド・ゴルフ 高知県立春野総合運動公園
運動広場Ｄ

◯申込締切：
◯申 込 先：

9月15日（木）
市町村教育委員会※または
高知県グラウンド・ゴルフ協会事務局

10月23日（日）ソ フ ト テ ニ ス
◯申込締切：
◯申 込 先：

10月12日（水）
高知県ソフトテニス連盟

高知市東部総合運動場
テニスコート

９月25日（日）柔 道 ◯申込締切：
◯申 込 先：

9月9日（金）
高知県柔道協会

高知県立武道館

10月  ２日（日）ペ タ ン ク
◯申込締切：
◯申 込 先：

9月20日（火）
香美市ペタンク連盟事務局

高知県立山田高等学校グラウンド

11月  ４日（金）パ ー ク ゴ ル フ ◯申込締切：
◯申 込 先：

10月25日（火）
高知県パークゴルフ協会

中土佐町小草パークゴルフ場

11月13日（日）ディスクゴ ルフ
◯申込締切：

◯申 込 先：

①10月26日（水） ②11月10日（木）
①市町村教育委員会※
②高知県フライングディスク協会

高知工科大学

11月23日（水）ボ ッ チ ャ
◯申込締切：
◯申 込 先：

10月28日（金）
市町村教育委員会※

高知県立県民体育館主競技場

10月  ２日（日）サ イ ク リ ン グ
◯申込締切：
◯申 込 先：

9月12日（月）
高知県サイクリング協会

いの町吾北周辺

10月16日（日）ク レ ー 射 撃
◯申込締切：
◯申 込 先：

9月2日（金）
市町村教育委員会※

ミロク高知射撃場

９月25日（日）ゲ ー ト ボ ー ル
◯申込締切：
◯申 込 先：

9月18 日（日）
市町村教育委員会※または
高知県ゲートボール協会

高知県立春野総合運動公園ソフトＢ

短
歌
教
室

山
﨑

　昌
子

雨
が
降
り
小
さ
い
カ
エ
ル
い
っ
ぱ
い
だ

　い
ろ
ん
な
カ
エ
ル
た
く
さ
ん
ビ
ッ
ク
リ

浜
渦

　静
子

宵
闇
の
庭
の
あ
ぢ
さ
い
青
白
く

　車
の
ラ
イ
ト
に
一
瞬
浮
き
た
つ浜

渦

　美
恵
子

学
級
閉
鎖
の
孫
よ
り
の
電
話
楽
し
げ
に

　テ
レ
ビ
の
音
と
重
な
り
て
聞
く中

村

　武
志

夏
休
み
笑
顔
で
過
ご
す
川
遊
び

　自
然
で
暮
ら
す
は
共
に
幸
あ
り内

藤

　明
信

国
葬
は
あ
や
め
も
知
ら
ぬ
政
ご
と

　か
く
果
て
る
と
は
因
果
に
よ
ろ
う

田
中

　照
喜

だ
ん
だ
ん
と
大
き
く
な
っ
て
く
る
仔
猫
た
ち

　だ
れ
か
も
ら
っ
て
下
さ
い

松本　優吾さん　全国２位
松本優吾さんが、釣り具メーカーのシマノが主催する
全国規模のシマノジャパンカップ鮎釣り選手権で準優勝
の成績を収めました。
６月に仁淀川で開催された予選会、７月に和歌山県の
有田川で開催された西日本大会を勝ち抜き、全国大会へ
の切符を手に入れて挑みました。
８月２０日(土)、２１日(日)に岐阜県の長良川で開催さ
れた全国大会では初日の３試合で、得意とする泳がせ釣
りにより釣果を伸ばし、大会２日目の増水による運営協
議の結果、初日の成績により順位が決定しました。
幼い頃から奈半利川で鍛え抜いた釣技により掴んだ
栄誉です。
まだまだ若い松本さん、さらなる高みを目指してくだ
さい。

各大会で松本さんをサポートした國貞洸太さんのコメント

準優勝おめでとうございます。
いつも一緒に釣りしている後輩が晴れの全国大会で素晴らしい結果を出してくれたことは凄く嬉し
いです。毎試合が激戦で全国大会のレベルの高さを強く感じました。２試合目以降は優吾らしい釣りが
できていました。来年は頂点に立てるように頑張ってもらいたいです。

写真左が準優勝した松本優吾さん

■運　動　実　施　期　間：令和4年９月２１（水）～３０日（金）
■交通事故死ゼロを目指す日：令和4年９月３０日（金）
■運　動　の　全　国　重　点：1.子どもと高齢者を始めとする歩行者の安全の確保 
 2.夕暮れ時と夜間の歩行者事故等の防止及び飲酒運転の根絶 
 3.自転車の交通ルール遵守の徹底

令和4年　秋の全国交通安全運動
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年
比
2
0
0
・
3
％
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
カ
フ
ェ
と
パ

ン
工
房
は
、先
月
末
現
在
の
売
上
1
5
、7
3
0

千
円
、前
年
同
月
比
1
1
4
・
1
％
。

○
北
川
村
温
泉

　
３
月
か
ら
５
月
ま
で
の
利
用
者
数
は
4
、

1
2
1
人
、前
年
同
期
比
1
0
5
・
0
％
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
加
え
、高
知
県
東
部

観
光
協
議
会
に
よ
る
５
月
９
日
か
ら
９
月
30
日
ま

で
の「
ひ
が
し
こ
う
ち
誘
客
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」で
の
ク
ー
ポ
ン
付
き
宿
泊
プ
ラ
ン
が
好
評
で
、

感
染
対
策
の
た
め
満
室
と
し
な
い
対
策
を
講
じ
な

が
ら
も
多
く
の
お
客
様
に
ご
利
用
い
た
だ
い
た
。

■
村
の
将
来
を
語
ら
う
座
談
会

　
地
域
の
現
状
と
課
題
を
把
握
し
、早
急
に
対
応

が
必
要
な
事
案
は
年
度
内
に
、検
討
が
必
要
な
事

案
は
来
年
度
に
対
応
で
き
る
よ
う
、７
、８
月
に

開
催
す
る
。北
川
村
を
希
望
が
持
て
る
未
来
へ
と

つ
な
ぎ
、子
ど
も
や
孫
に
引
き
継
ぐ
た
め
、共
に

取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
、積
極
的
な
参
加
を
お

願
い
す
る
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金

　
昨
年
度
の
実
績
は
、8
，0
9
1
件
、6
0
，

8
2
3
千
円（
令
和
２
年
度
7
，9
5
0
件
、

5
9
，9
4
7
千
円
）、令
和
２
年
度
比
で
1
・

5
％
増
。

　
昨
年
度
は
巣
ご
も
り
需
要
も
あ
り
、寄
附
額
が

令
和
２
年
度
を
上
回
る
月
が
多
く
、過
去
最
高
と

な
っ
た
。

　
今
年
度
は
、先
月
末
現
在
で
7
3
4
件
、6
、

1
0
9
千
円（
前
年
度
同
期
9
1
0
件
、6
，

7
3
6
千
円（
▲
9
・
3
％
）と
昨
年
を
僅
か
に
下

　
令
和
４
年
６
月
定
例
議
会
は
、６
月
16
日
に
開

会
し
報
告
２
件
、承
認
１
件
、条
例
改
定
、令
和
４

年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て
の
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
17
日
に
は
、４
氏
が
５
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、

閉
会
し
ま
し
た
。

・・ 

行
政
報
告 

・・（
抜
粋
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　
今
後
の
感
染
状
況
は
、感
染
力
が
よ
り
強
い
と

さ
れ
る「
B
A
・
2
」な
ど
、オ
ミ
ク
ロ
ン
株
派
生

型
へ
の
置
き
換
わ
り
等
に
よ
る
増
加
要
因
と
、３

回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
等
に
よ
る
抑
制
要
因
に

左
右
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

○
４
回
目
ワ
ク
チ
ン
接
種
開
始

・
接
種
対
象
者

60
歳
以
上
の
方（
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

か
ら
５
か
月
が
経
過
）、18
歳
以
上
で
基
礎

疾
患
が
あ
る
方
等

・
中
芸
管
内
接
種
予
定

８
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
集
団
接
種
に
て

対
応
予
定

・
高
齢
者
の
３
回
目
接
種
率

先
月
末
現
在
81
・
7
％

重
症
化
予
防
の
た
め
に
も
３
回
目
、４
回
目

の
接
種
に
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
。

○
マ
ス
ク
の
着
用

　
屋
内
で
2
m
以
上
の
距
離
を
確
保
し
会
話
を

ほ
と
ん
ど
行
わ
な
い
場
合
や
、屋
外
で
2
m
以
上

の
距
離
を
確
保
し
て
い
る
場
合
は
マ
ス
ク
着
用

の
必
要
は
な
い
と
の
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
る

が
、村
と
し
て
は
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
高
齢
者

が
多
い
こ
と
か
ら
、こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、３
密

の
回
避
や
手
指
消
毒
な
ど
の
基
本
的
な
感
染
防

止
対
策
を
お
願
い
す
る
。

■
第
一
次
産
業
の
振
興

○
産
業
行
動
構
築
プ
ラ
ン
の
策
定

　
今
年
度
に
農
業
研
修
を
卒
業
す
る
３
名
に
つ

い
て
卒
業
後
８
年
間
の
事
業
計
画
書
を
作
成
し
、

そ
の
計
画
書
を
参
考
に
経
営
モ
デ
ル
及
び
園
地

配
分
モ
デ
ル
も
作
成
す
る
。事
業
計
画
書
の
作
成

に
あ
た
り
、研
修
生
の
現
時
点
で
の
技
術
力
や
今

後
の
園
地
の
取
得
見
込
み
及
び
収
量
の
見
通
し

な
ど
に
つ
い
て
、指
導
農
家
か
ら
の
助
言
と
、就

農
に
向
け
た
準
備
等
を
共
通
認
識
の
基
で
進
め

る
た
め
３
者
面
談
を
行
う
。経
営
モ
デ
ル
及
び
園

地
配
分
モ
デ
ル
の
作
成
に
加
え
、起
業
家
農
業
者

と
し
て
技
術
を
習
得
で
き
る
具
体
的
な
研
修
内

容
を
組
み
込
ん
だ
農
業
研
修
モ
デ
ル
も
９
月
を

目
標
に
作
成
予
定
。

○
野
友
地
区
の
ほ
場
整
備

　
農
道
、水
路
の
整
備
に
伴
う
農
地
面
積
の
減
少

（
共
同
減
歩
）に
つ
い
て
、事
業
参
加
者
へ
の
個
別

説
明
を
行
い
全
地
権
者
の
理
解
を
得
た
。今
後
、

事
業
参
加
者
へ
の
説
明
会
を
開
催
し
、換
地
原
案

の
作
成
、施
工
同
意
承
諾
を
得
る
な
ど
今
年
９
月

の
着
工
に
向
け
た
作
業
を
進
め
る
。

○
北
部
地
区
地
域
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
地
区
住
民
が
主
体
と
な
り
、ゆ
ず
園
地
の
情
報

整
理
に
よ
る
若
い
担
い
手
へ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や

ゆ
ず
収
穫
体
験
、ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
で
の
苔

ビ
ジ
ネ
ス
化
等
で
一
定
の
実
績
が
あ
が
っ
て
い

る
。こ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
展
開
す
る
た
め
、

企
画
立
案
や
運
営
面
な
ど
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
牽

引
で
き
る
人
材
の
確
保
等
に
つ
い
て
地
区
か
ら

要
望
が
あ
っ
た
。村
と
し
て
は
、地
域
活
動
の
持

続
に
つ
な
が
る
基
盤
づ
く
り
と
発
展
を
支
援
す

る
た
め
、今
年
度
創
設
さ
れ
た
県
事
業「
小
さ
な

集
落
活
性
化
事
業
」を
活
用
し
て
集
落
再
生
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
１
名
を
採
用
。北
部
地
区
の
取
り

組
み
を
地
域
再
生
モ
デ
ル
と
す
べ
く
支
援
す
る

と
と
も
に
他
地
域
へ
の
横
展
開
を
目
指
し
た
い
。

○
地
方
創
生
の
推
進
に
向
け
た
包
括
的
連
携
に

　
関
す
る
協
定
締
結

　
北
川
村
、ウ
テ
ナ
、ウ
エ
ル
シ
ア
３
者
が
連
携

し
、ゆ
ず
を
活
用
し
た
商
品
開
発
と
販
売
、教
育

支
援
や
生
活
支
援
等
に
も
取
り
組
み
、北
川
村
の

課
題
解
決
を
と
お
し
た
地
方
創
生
を
推
進
し
て

い
く
。具
体
的
に
は
、ウ
エ
ル
シ
ア
か
ら
４
月
14

日
に
ユ
ズ
サ
ワ
ー
、５
月
３
日
に
ゆ
ず
シ
ャ
ー

ベ
ッ
ト
を
全
国
で
販
売
開
始
、今
秋
に
は
新
た
に

ゆ
ず
蒟
蒻
ゼ
リ
ー
と
ゆ
ず
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ

ウ
ォ
ー
タ
ー
を
発
売
予
定
。ウ
テ
ナ
に
よ
る「
北

川
学
」の
支
援
と
し
て
、北
川
中
学
校
と
の
連
携

で
開
発
を
進
め
て
い
る
ゆ
ず
石
鹸
を
、ウ
エ
ル
シ

ア
限
定
で
秋
の
全
国
発
売
に
向
け
て
今
年
度
６

回
の
授
業
を
予
定
。初
回
の
６
月
22
日
は
、北
川

中
学
校
の
生
徒
が
よ
ど
や
ド
ラ
ッ
グ
安
芸
駅
前

店
舗
の
見
学
を
行
う
予
定
。今
後
は
生
活
支
援
な

ど
、新
た
に
取
り
組
む
事
業
の
ス
キ
ー
ム
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
、協
議
を
重
ね
て
い
く
。

■
生
活
基
盤
の
整
備
等

○
直
轄
特
定
緊
急
砂
防
事
業

　
平
成
23
年
７
月
19
日
の
台
風
第
６
号
に
よ
る

平
鍋
地
区
大
谷
川
で
の
深
層
崩
壊
に
伴
う
土
石

流
か
ら
10
年
余
り
が
経
過
し
た
本
年
１
月
、直
轄

特
定
緊
急
砂
防
事
業
が
完
成
し
、４
月
24
日
に
村

民
会
館
に
て
完
成
式
典
が
開
催
さ
れ
た
。

　
現
地
の
土
砂
と
セ
メ
ン
ト
を
混
合
し
て
建
設

さ
れ
た
日
本
一
の
高
さ
を
誇
る
砂
防
ソ
イ
ル
セ

メ
ン
ト
堰
堤
を
含
む
３
基
の
砂
防
堰
堤
は
、渓
流

内
に
堆
積
し
て
い
る
今
後
流
出
す
る
恐
れ
の
あ

る
土
砂
の
全
量
約
12
万
立
米
を
一
度
に
捕
捉
す

る
規
模
で
あ
り
、住
民
の
安
全
が
確
保
で
き
た
。

一
方
、近
年
突
発
的
に
発
生
す
る
豪
雨
の
状
況
を

鑑
み
、住
民
が
安
心
し
て
生
活
を
送
る
た
め
に
は

国
や
県
と
の
緊
密
な
連
携
が
必
要
で
あ
る
た
め
、

災
害
発
生
の
危
険
性
が
あ
る
箇
所
の
調
査
な
ど

に
つ
い
て
、国
の
理
解
と
協
力
を
求
め
続
け
る
。

○
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
阿
南
安
芸
自
動
車
道

・「
野
根
安
倉
道
路
」

４
月
28
日
に
安
倉
地
区
の
設
計
説
明
会
、６

月
10
日
に
現
地
説
明
会
が
開
催
。今
年
度
は

一
部
用
地
買
収
に
着
手
す
る
予
定
。

・「
北
川
道
路
１
工
区
」安
倉
〜
和
田
間

３
月
22
日
に
和
田
〜
小
島
間
の
設
計
説
明

会
を
開
催
。地
権
者
と
の
ル
ー
ト
協
議
が
整

い
次
第
、先
行
し
て
用
地
測
量
が
行
わ
れ
る

予
定
。

・「
北
川
道
路
２

－

２
工
区
」和
田
〜
柏
木
間

５
月
26
日
に
柏
木
側
の
和
田
ト
ン
ネ
ル
Ⅱ

工
事
の
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
た
。

○
共
同
社
員
住
宅

　
高
知
県
住
宅
供
給
公
社
に
よ
る
設
計
案
を
基

に
参
画
企
業
と
設
備
等
の
協
議
を
行
い
、５
月
１

日
に
参
画
企
業
と
住
宅
の
管
理
に
関
す
る
協
定

を
締
結
。

　
住
宅
建
設
工
事
は
、県
住
宅
供
給
公
社
に
お
い

て
６
月
２
日
の
入
札
の
結
果
、（
株
）晃
立
と
契
約
、

工
期
は
来
年
３
月
13
日
ま
で
。

　
来
年
４
月
の
入
居
に
向
け
住
宅
建
設
工
事
が

円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、周
辺
住
民
へ
の
事
前
説

明
や
工
事
期
間
中
の
進
捗
報
告
な
ど
を
適
宜

行
っ
て
い
く
。

○
脱
炭
素
先
行
地
域
計
画

　
2
0
5
0
年
に
北
川
村
全
域
で
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

森
林
の
二
酸
化
炭
素
吸
収
量
や
村
内
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
の
把
握
と
現
状
分
析
な
ど
を
行
い

今
年
度
に
策
定
。

　
今
後
、計
画
策
定
に
必
要
な
現
状
分
析
等
の
支

援
業
務
を
６
月
中
に
発
注
。12
月
末
ま
で
に
計
画

を
策
定
し
、来
年
度
以
降
の
小
水
力
発
電
施
設
整

備
等
の
事
業
化
を
目
指
す
。

■
防
災
・
地
震
対
策

○
個
人
住
宅
の
耐
震
化

先
月
末
現
在
申
請
件
数（
令
和
３
年
度
実
績
）

診
断
３
件（
４
件
）、設
計
２
件（
６
件
）、改
修

工
事
１
件（
７
件
、ブ
ロ
ッ
ク
塀
１
件
）

○
老
朽
化
住
宅
の
除
却

先
月
末
現
在
件
数（
令
和
３
年
度
実
績
）

相
談
６
件
、う
ち
申
請
２
件
、完
了
１
件（
５

件
）

制
度
活
用
の
周
知
に
努
め
、地
域
の
住
環
境
の

改
善
・
防
災
対
策
の
向
上
に
取
り
組
む
。

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り

○
き
た
が
わ
ず
〜
っ
と
元
気
計
画

　（
令
和
２
年
３
月
策
定
）

重
点
目
標

・
自
分
の
身
体
の
状
態
に
つ
い
て
知
り
、元
気

に
過
ご
そ
う

・
健
康
的
な
食
生
活
に
関
心
を
持
と
う

重
点
取
組

・
病
気
の
発
生
や
重
症
化
予
防
の
た
め
の
特
定

健
診
の
推
進

　
令
和
３
年
度
の
受
診
率
51
・
4
％
で
前
年

度
比
6
・
9
ポ
イ
ン
ト
増
。中
で
も
集
団
健

診
が
42
・
4
％
で
前
年
度
比
8
・
2
ポ
イ
ン

ト
増
。年
齢
層
別
で
は
、40
歳
以
上
49
歳
以

下
の
受
診
率
61
・
5
％
で
前
年
度
比
21
・
5

ポ
イ
ン
ト
増
。男
性
の
受
診
率
は
56
・
1
％

で
前
年
度
比
13
・
3
ポ
イ
ン
ト
増
と
大
幅
に

増
加
し
て
い
る
。受
診
率
の
増
加
は
、集
団

健
診
前
か
ら
の
個
別
受
診
勧
奨
、集
団
健
診

で
は
受
診
時
間
の
指
定
に
よ
る
待
ち
時
間

の
短
縮
な
ど
様
々
な
工
夫
を
講
じ
た
こ
と

に
あ
る
。今
年
度
も
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、医
療
機
関
で
の
受
診

に
繋
が
る
よ
う
集
団
健
診
終
了
後
の
個
別

受
診
勧
奨
に
注
力
し
て
い
く
。

・
食
生
活
の
改
善
や
低
栄
養
予
防

　
令
和
２
年
度
か
ら
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
拡

充
し
、こ
れ
ま
で
に
54
名
が
利
用
。食
事
の

配
達
は
、福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
社
会
福
祉

協
議
会
職
員
、保
健
福
祉
推
進
員
が
見
守
り

を
兼
ね
て
行
っ
て
い
る
。利
用
者
の
中
に
は
、

実
際
に
体
力
が
回
復
さ
れ
た
方
や
集
い
の

場
へ
の
参
加
に
つ
な
が
っ
た
方
も
い
る
な

ど
、事
業
の
相
乗
効
果
が
表
れ
て
き
て
い
る
。

○
運
動
習
慣
の
定
着
を
図
る
た
め
、筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
教
室
を
保
健
セ
ン
タ
ー
で
６
月
か
ら
、

初
心
者
教
室
を
小
島
集
会
所
で
６
月
か
ら
10
月

初
旬
ま
で
、保
健
セ
ン
タ
ー
で
12
月
か
ら
実
施
。

■
観
光
の
振
興

○
北
川
村「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン

　
３
月
か
ら
５
月
ま
で
の
入
園
者
数
は
3
5
，

7
7
4
人
、前
年
同
期
比
1
5
1
・
2
％
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間（
コ
ロ
ナ
禍
で
の

行
動
制
限
な
し
）の
入
園
者
数
9
，6
1
3
人
、前

回
っ
て
い
る
。コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
社
会
経
済
活

動
の
再
開
に
よ
り
、昨
年
の
よ
う
な
巣
ご
も
り
需

要
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
要
因
と
考
え
て
い

る
。

■
教
育
関
係

○「
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」に
基
づ
く
取
り
組
み

　「
北
川
学
」を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、村
の
基
幹
産

業
で
あ
る
ゆ
ず
や
村
の
歴
史
・
文
化
な
ど
を
活
か

し
た
教
育
活
動
に
よ
り
、こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生

き
抜
く
た
め
の
主
体
性
や
多
様
性
、創
造
性
を
育

む
こ
と
が
で
き
る
子
ど
も
を
育
成
す
る
必
要
が

あ
る
。

○
北
川
村
子
育
て
・
教
育
環
境
整
備

　
今
年
度
上
半
期
に「
村
か
ら
学
校
を
無
く
さ
な

い
た
め
に
！ 

非
常
に
厳
し
く
な
る
こ
れ
か
ら
の

社
会
を
生
き
抜
く
こ
と
が
で
き
る
子
ど
も
を
育

む
た
め
に
！
」と
題
し
、学
習
会
な
ど
に
取
り
組

む
。

　
５
月
24
日
か
ら
村
議
員
を
対
象
と
し
た
学
習

会
を
開
催
。住
民
の
皆
様
に
は
、学
校
運
営
協
議

会
や
保
護
者
会
、Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会
等
の
機
会
を
通

じ
て
保
護
者
の
視
点
か
ら
、ま
た
、「
村
の
将
来
を

語
ら
う
座
談
会
」の
重
点
事
項
と
し
て
広
く
意
見

を
聴
取
し
て
議
論
を
し
、今
年
度
中
に
対
応
可
能

な
教
育
環
境
の
水
準
を
取
り
ま
と
め
る
。

○
中
岡
慎
太
郎
関
係

　
中
岡
慎
太
郎
館
の
昨
年
度
入
館
者
数
は
4
、

4
2
8
人（
前
年
度
3
，7
6
7
人
、＋
18
％
）。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間
は
3
8
1
人（
前

年
度
2
7
8
人
、＋
37
％
）。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
落
ち
着

い
て
き
た
こ
と
か
ら
回
復
傾
向
に
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

○
中
岡
慎
太
郎
館
の
指
定
管
理

　
学
術
的
な
深
化
や
観
光
面
で
の
取
り
組
み
な

ど
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、７
月
１
日
よ
り
指
定
管

理
者
制
度
に
よ
る
運
営
に
移
行
予
定
だ
っ
た
が
、

移
管
事
業
の
項
目
整
理
な
ど
に
想
定
外
の
時
間

を
要
し
て
い
る
た
め
、今
議
会
で
の
補
正
予
算
案

は
見
送
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
。

　
今
後
、速
や
か
な
移
管
業
務
の
項
目
整
理
と
開

館
30
周
年
に
向
け
た
取
り
組
み
を
含
む
運
営
事

業
の
掌
握
に
努
め
、早
期
に
指
定
管
理
者
制
度
に

よ
る
運
営
に
移
行
す
る
よ
う
取
り
組
む
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係

　
以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　
①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　
②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

　
③
火
葬
場
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況（
６
月
１
日
時
点
）

　
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注
状
況

・・ 

一
般
質
問 

・・

物
価
高
騰
に
対
す
る
村
民
支
援
に
つ
い
て

9
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
国

内
経
済
が
停
滞
し
て
３
年
に
な
る
。国
民
生
活
支

援
に
国
、村
も
多
く
の
支
援
策
を
打
ち
出
し
支
援

し
て
き
た
。過
去
の
支
援
策
の
概
要
及
び
そ
の
支

援
策
に
該
当
し
た
件
数
と
額
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
北
川
村
の
予
算
に
計
上
し
て
、対
民
あ
る
い
は

事
業
者
に
対
す
る
事
業
と
し
て
、令
和
２
年
度
、

令
和
３
年
度
含
め
て
７
件
の
対
象
事
業
が
あ
る
。

事
業
費
に
つ
い
て
は
約
１
億
4
，0
0
0
万
強
と

な
る
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
経
済

支
援
事
業（
村
予
算
分
）資
料
提
示
。

9
　
新
聞
報
道
に
よ
る
と
県
議
会
６
月
定
例
会

に
原
油
価
格
や
物
価
の
高
騰
に
対
し
て
36
億
６

千
万
円
を
補
正
計
上
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。今
年

に
入
り
諸
物
価
の
値
上
げ
報
道
が
新
聞
紙
上
を

飾
り
だ
し
、４
月
頃
よ
り
食
料
品
の
価
格
高
騰
が

村
民
生
活
を
直
撃
し
て
い
る
。村
も
早
急
に
こ
の

補
正
財
源
を
活
用
し
村
民
生
活
の
支
援
策
を
打

ち
出
す
考
え
は
な
い
か
そ
の
所
見
を
問
う
。

 

答

　村
長

　
国
で
は
原
油
価
格
の
高
騰
、物
価
高
騰
を
明
確

に
打
ち
出
さ
れ
、県
で
は
６
月
補
正
で
中
小
企
業

等
へ
の
支
援
、農
林
水
産
業
事
業
者
へ
の
支
援
、

飲
食
事
業
者
、公
共
交
通
事
業
者
へ
の
支
援
、生

活
困
窮
者
や
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
な
ど
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。　
ま
た
、施
設
園
芸
農
家
に
対

す
る
燃
油
等
の
購
入
経
費
の
一
部
補
助
、高
知
県

安
心
会
食
推
進
の
店
、飲
食
業
関
係
へ
の
補
填
、

支
援
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
村
と
し
て
も
、物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て
検
討

し
た
上
で
、で
き
れ
ば
９
月
議
会
の
時
期
に
対
処

で
き
る
よ
う
協
議
を
行
い
、村
民
に
満
遍
な
く
経

済
対
策
的
に
対
処
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
る
。

義
務
教
育
費
無
償
化
に
つ
い
て

9
　
村
の
将
来
を
見
据
え
て
こ
こ
数
年
、教
育
制

度
、文
教
施
設
の
在
り
方
、子
育
て
支
援
策
が
検

討
、実
施
さ
れ
て
き
た
。子
育
て
現
役
世
代
に
は
、

医
療
の
無
償
化
拡
充
、ワ
ク
チ
ン
接
種
等
の
補
助
、

通
学
交
通
費
の
補
助
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。

　
い
ま
教
育
制
度
、文
教
施
設
の
在
り
方
が
大
き

く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
が
こ
の
検
討

会
で
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
子
ど
も
達
の
人
数
は
、

移
住
施
策
と
の
関
連
を
鑑
み
て
も
大
き
く
増
加

す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
る
。

　
将
来
に
向
け
て
の
検
討
も
必
要
、併
せ
て「
今
、

現
役
世
代
」の
支
援
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
現
役
世
代
か
ら
も「
い
ま
が
あ
っ
て
の
将
来
」

の
声
が
多
く
あ
る
事
を
踏
ま
え
義
務
教
育
費
無

償
化
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

 

答

　村
長

　
子
育
て
環
境
を
考
え
た
と
き
に
、「
地
域
か
ら

学
校
を
な
く
さ
な
い
」よ
う
に
す
る
こ
と
が
何
よ

り
も
大
切
。学
校
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
一
気

に
地
域
は
寂
れ
、衰
退
に
つ
な
が
る
こ
と
は
村
の

過
去
の
事
例
が
示
し
て
い
る
と
お
り
。ゆ
え
に
北

川
村
か
ら
学
校
を
な
く
さ
な
い
た
め
に
、北
川
村

で
子
育
て
が
し
た
い
、教
育
を
受
け
さ
せ
た
い
と

思
え
る
魅
力
あ
る
子
育
て
環
境
、教
育
環
境
を
整

え
て
い
く
こ
と
が
、将
来
に
向
け
継
続
し
て
取
り

組
む
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

　
今
、取
り
組
ん
で
い
る
子
育
て
施
策
は
、直
接

支
援
の
ほ
か
に
も
学
校
に
お
け
る
教
育
支
援（
小

学
校
３
名
、中
学
校
２
名
の
追
加
教
員
の
配
置
）、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
支
援
員
の
配
置
な
ど
の
教
育
環
境
の

充
実
を
図
っ
て
い
る
。こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、

北
川
村
か
ら
学
校
を
な
く
さ
な
い
た
め
に
15
年

一
貫
教
育
を
推
進
す
る
う
え
で
、地
方
創
生
総
合

戦
略
や
、子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
子
ど

も
た
ち
に
対
す
る
支
援
で
あ
り
、他
市
町
村
に
先

駆
け
て
実
施
し
て
い
る
。

　
全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
教
育
環
境
整
備
、

子
育
て
支
援
な
ど
の
施
策
の
結
果
や
実
績
を
鑑
み

な
が
ら
、北
川
村
の
施
策
へ
反
映
し
て
い
く
こ
と

や
、産
業
構
築
や
福
祉
施
策
な
ど
と
複
合
的
に
手

を
尽
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、公
平
性
や
地
理
的
条
件
に
よ

る
教
育
環
境
の
不
利
益
、不
平
等
な
ど
を
被
る
こ

と
は
可
能
な
限
り
速
や
か
に
克
服
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
、今
後
も
必
要
に
応
じ
対
処
し

て
い
き
た
い
。

　
義
務
教
育
の
無
償
化
が
で
き
れ
ば
非
常
に
す

ば
ら
し
い
だ
ろ
う
と
い
う
認
識
は
あ
る
が
、ど
こ

ま
で
ど
う
で
き
る
の
か
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。村
で
は
教
育
施
策
の
根
幹
を
な
す
た
め
に
、

子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
て
い
る
。そ
の

中
で
検
討
し
、ビ
ジ
ョ
ン
に
盛
り
込
ん
だ
中
で
意

見
を
出
し
合
い
、実
行
し
て
い
く
形
が
望
ま
し
い

と
考
え
る
。

中
岡
慎
太
郎
館
の
指
定
管
理
に
つ
い
て

9
　
中
岡
慎
太
郎
館
の
指
定
管
理
へ
の
移
行
が
、

６
月
議
会
へ
の
上
程
が
出
来
な
い
と
の
報
告
を

全
員
協
議
会
で
受
け
た
が
、理
由
が
よ
く
理
解
で

き
な
い
の
で
、再
度
の
説
明
を
求
め
る
。

 

答

　村
長

　
本
年
２
月
16
日
、中
岡
慎
太
郎
館
の
指
定
管
理

先
と
し
て
想
定
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中
岡
慎

太
郎
先
生
顕
彰
会
か
ら
、指
定
管
理
移
行
後
に
向

け
た
プ
ラ
ン
が
提
示
さ
れ
た
。プ
ラ
ン
の
方
向
性

が
、具
体
的
で
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、今
後
３

月
議
会
で「
北
川
村
中
岡
慎
太
郎
館
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
」を
改
正
し
た
後
、７
月
１

日
か
ら
の
指
定
管
理
移
行
に
向
け
て
６
月
議
会

で
議
決
い
た
だ
け
る
よ
う
に
事
業
計
画
の
内
容
、

予
算
の
詳
細
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
な
ど
を
要

請
し
て
い
た
。

　
一
方
、２
月
24
日
の
議
会
全
員
協
議
会
を
経
て
、

３
月
議
会
で
条
例
の
改
正
に
つ
い
て
議
決
い
た
だ

い
た
。３
月
議
会
終
了
後
か
ら
７
月
か
ら
の
管
理

移
行
に
向
け
て
、教
育
委
員
会
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中

岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会
の
間
で
、事
業
計
画
・
収

支
予
算
等
を
取
り
ま
と
め
る
た
め
調
整
を
続
け
て

き
た
が
、当
初
予
算
で
組
ん
で
い
る
経
費
の
い
ず

れ
が
指
定
管
理
先
へ
移
行
さ
れ
る
の
か
整
理
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
、指
定
管
理
先
に
お
け
る
新

規
事
業
を
含
め
た
事
業
内
容
等
必
要
経
費
の
説
明

が
不
明
瞭
で
あ
っ
た
こ
と
が
課
題
と
し
て
残
っ
た
。

　
今
後
、課
題
の
整
理
を
進
め
、慎
太
郎
館
設
置

の
目
的
を
達
成
で
き
る
体
制
へ
と
準
備
を
進
め

て
い
く
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中
岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会
と
も
、

と
も
に
協
議
し
形
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

北
川
村
例
規
集
に
つ
い
て

9
　
北
川
村
職
員
懲
戒
処
分
の
基
準
等
に
関
す

る
規
程
で
別
表
の
中
に
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
項
目
は
あ
る
が
、パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
他

項
目
が
入
っ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

 

答

　村
長

　
北
川
村
職
員
の
懲
戒
処
分
の
基
準
等
に
関
す

る
規
程
の
別
表
に
は
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
以
外
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
項
目
が
定

め
ら
れ
て
い
な
い
。こ
の
規
程
は
、平
成
22
年
の

施
行
以
降
改
正
し
て
お
ら
ず
、パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
や
妊
娠
・
出
産
・
育
児
休
業
な
ど
、ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
対
処
で
き
る
事
項
を
加
え
る
こ
と
が
で

き
て
い
な
か
っ
た
。職
場
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、職
員
の
や
り
が
い
や
能
力
の

十
分
な
発
揮
を
妨
げ
る
こ
と
に
な
る
。ま
た
、個

人
の
人
権
に
関
わ
る
こ
と
な
の
で
、規
程
の
見
直

し
を
行
い
、公
平
な
処
分
の
基
準
に
改
正
し
て
い

く
。

9
　
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
項
目
で
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
を
受
け
た
者
が
、相
談
で
き
る
窓
口
は

あ
る
か
。ま
た
、そ
れ
が
職
員
に
周
知
さ
れ
て
い

る
か
。

 

答

　村
長

　
現
在
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
相
談
に
対
応

で
き
る
窓
口
は
設
け
て
い
な
い
。職
員
の
労
働
環

境
を
守
る
た
め
に
は
必
要
な
仕
組
み
で
あ
り
、内

部
・
外
部
含
め
て
職
員
が
相
談
し
や
す
い
窓
口
を

検
討
し
、設
置
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。　

ま
た
、相
談
後
に
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
が
で
き

る
体
制
も
あ
わ
せ
て
設
置
し
て
い
く
。

　
規
定
の
改
正
や
相
談
窓
口
を
設
け
職
員
に
周

知
す
る
こ
と
な
ど
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
抑
制
に
も

つ
な
が
っ
て
い
く
。令
和
元
年
度
に
職
員
向
け
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
修
も
行
い
パ
ワ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
て
い
る
が
、

今
後
も
職
員
同
士
が
働
き
や
す
い
労
働
環
境
を

創
っ
て
い
く
た
め
、研
修
周
知
は
欠
か
せ
な
い
こ

と
な
の
で
、定
期
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

加
茂
地
区
の
寄
贈
土
地
の

有
効
活
用
に
つ
い
て

9
　
現
在
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
。

 

答

　村
長

　
平
成
17
年
２
月
に
個
人
か
ら
村
に
寄
贈
。

　
寄
贈
を
受
け
た
土
地
で
は
、平
成
９
年
５
月
に

設
立
さ
れ
た
養
鶏
組
合
に
よ
り
、寄
贈
以
前
か
ら

土
佐
ジ
ロ
ー
の
養
鶏
が
行
わ
れ
て
い
た
。平
成
18

年
４
月
に
は
村
有
地
の
賃
貸
契
約
を
養
鶏
組
合

と
締
結
し
、平
成
30
年
度
ま
で
年
額
で
の
使
用
料

を
徴
収
し
て
い
る
。令
和
元
年
度
に
は
、組
合
か

ら
の
申
出
に
よ
り
年
度
内
に
施
設
を
全
て
撤
去

す
る
こ
と
を
条
件
に
使
用
料
を
免
除
す
る
こ
と

と
し
、年
度
末
の
令
和
２
年
３
月
に
現
地
確
認
の

上
、契
約
を
解
除
し
た
。

9
　
第
２
期
北
川
モ
デ
ル
の
候
補
地
と
な
っ
て

い
る
が
、住
宅
の
整
備（
宅
地
造
成
等
）を
行
い
有

効
活
用
を
す
る
べ
き
だ
と
思
う
。北
川
村
に
住
み

た
い
、住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
生
活
環
境
を
整

備
す
る
為
に
、利
便
性
等
を
考
慮
し
加
茂
地
区
の

土
地
を
有
効
活
用
す
る
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

令
和
4
年

第
2
回
議
会
定
例
会

議
会
だ
よ
り

発
行
責
任
者

　 

議
長
　
岩
垣
　
實
男

令
和
３
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い

て　
地
方
自
治
法
施
行
令
第
1
4
6
条
第
２
項
の
規

定
に
よ
り
、令
和
３
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別

会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
を
調
整
し
た
の
で

報
告
す
る
も
の
。

◇
承
認
◇

村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専

決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
第
1
7
9
条
第
１
項
に
基
づ
き
専

決
処
分
し
た
の
で
同
条
第
3
項
の
規
定
に
よ
り
報

告
し
、承
認
を
求
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
承
認
）

◇
条
例
◇
　

北
川
村
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　
派
遣
を
命
ぜ
ら
れ
た
職
員
等
を
定
数
の
外
に
置

く
こ
と
で
、本
村
の
業
務
に
従
事
す
る
定
数
を
確

保
す
る
も
の
。

　　
全
員
賛
成
　（
原
案
可
決
）

◇
予
算
◇

令
和
４
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）に
つ
い
て

　
４
月
の
定
期
人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
及
び
子

育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
に
要
す
る
経
費

等
を
補
正
し
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
6
，3
6
1

千
円
増
額
し
、予
算
総
額
を
2
，7
2
9
，1
2
2

千
円
と
定
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
原
案
可
決
）

令
和
４
年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

　
道
路
交
通
法
施
行
規
則
改
正
に
伴
う
運
転
前
後

の
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
の
た
め
の
検
知
器
購
入

に
要
す
る
経
費
を
補
正
し
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

2
6
0
千
円
を
増
額
し
、予
算
総
額
を
2
9
，

0
9
5
千
円
と
定
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
原
案
可
決
）

令
和
４
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

　
平
鍋
地
区
の
安
定
的
な
水
道
の
水
量
を
確
保
す

る
た
め
に
行
う
水
道
施
設
水
源
調
査
に
要
す
る
経

費
を
補
正
し
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
2
，5
8
5
千

円
を
増
額
し
、予
算
総
額
を
1
2
7
，2
1
0
千
円

と
定
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
原
案
可
決
）

・・ 

意
見
書 

・・

国
民
の
祝
日「
海
の
日
」の
７
月
20
日
へ
の

固
定
化
を
求
め
る
意
見
書

　
全
員
賛
成
　（
原
案
可
決
）

　
提
出
先
：
内
閣
総
理
大
臣

・・ 

活
動
報
告 

・・

■
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

◎
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
学
習

◇
日
時
　
令
和
４
年
４
月
28
日（
木
）

　
　
　
　
令
和
４
年
5
月
23
日（
月
）

◇
内
容

　
議
会
定
例
会
等
で
活
用
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
に
お
け
る
会
議
シ
ス
テ
ム
の
概
要
及
び

操
作
説
明
を
受
け
、６
月
定
例
会
活
用
に
向
け

て
意
見
交
換
を
行
う
。

■
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

◎
視
察
研
修
に
つ
い
て

◇
日
時
　
令
和
４
年
７
月
８
日（
金
）

◇
内
容

　
常
任
委
員
会
で
７
月
11
日（
月
）か
ら
行
う

視
察
研
修
に
つ
い
て
の
事
前
学
習
を
行
っ
た
。

・・ 

研
修 

・・

■
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
視
察
研
修

◇
日
時
　
令
和
４
年
７
月
11
日（
月
）

◇
内
容

　
熊
本
県
球
磨
村

令
和
２
年
月
７
月
豪
雨
災
害
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
７
月
の
大
雨
に
よ
る
球
磨
川
流
域
の

被
災
状
況
及
び
そ
の
後
の
復
興
状
況
、議
会
の
動

き
に
つ
い
て
研
修
を
お
こ
な
っ
た
。

◇
日
時
　
令
和
４
年
７
月
12
日（
火
）

◇
内
容

鹿
児
島
県
鹿
屋
市
柳
谷
町
内
会（
や
ね
だ
ん
）

地
域
再
生
・
行
政
に
頼
ら
な
い
村
づ
く
り
に
つ

い
て

　
行
政
の
補
助
金
に
頼
ら
ず
住
民
参
加
に
よ
る
地

域
活
性
化（
行
政
に
頼
ら
な
い
村
づ
く
り
）の
取
り

組
み
や
住
民
の
意
識
の
変
化
な
ど
の
関
わ
り
に
つ

い
て
研
修
を
お
こ
な
っ
た
。

・・ 

学
習
会 

・・

■
子
育
て
・
教
育
環
境
整
備
に

　
つ
い
て
の
学
習

◇
日
時
　
令
和
４
年
５
月
24
日（
火
）

　
　
　
　
令
和
４
年
６
月
24
日（
金
）

◇
内
容

・
北
川
村
の
教
育
の
概
要

・
特
徴
的
な
取
り
組
み

・
こ
れ
か
ら
目
指
す
教
育
の
あ
り
方

　
令
和
３
年
度
基
本
計
画
報
告
書
が
作
成
さ
れ
、

保
小
中
学
校
の
取
り
組
み
と
成
果
、こ
れ
か
ら
の

方
向
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
た
め
、学
校
の

教
育
環
境
、教
育
内
容
に
つ
い
て
学
習
を
お
こ

な
っ
た
。

上村　　誠 村長

 

答

　村
長

　
宅
地
造
成
を
す
る
場
合
、過
去
に
所
林
で
造
成

地
の
地
盤
補
強
改
修
工
事
が
必
要
に
な
っ
た
こ

と
や
、内
谷
の
村
営
住
宅
地
の
地
下
流
水
に
よ
る

地
盤
沈
下
対
策
な
ど
を
実
施
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　
宅
地
造
成
に
つ
い
て
は
こ
う
し
た
事
案
を
踏

ま
え
た
上
で
、場
所
を
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。加
え
て
宅
地
造
成
の
候
補
地
選
定
に
つ
い
て

は
、中
心
地
か
ら
の
距
離
及
び
土
砂
災
害
、浸
水

被
害
の
危
険
性
な
ど
と
い
っ
た
点
な
ど
を
整
理

し
進
め
て
い
る
。

　
提
案
の
あ
っ
た
当
該
土
地
に
つ
い
て
は
、候
補
地

選
定
の
着
眼
点
か
ら
、第
２
期
北
川
モ
デ
ル
の
ほ
場

地
の
一
つ
と
し
、先
月
25
日
に
基
本
設
計
委
託
業
務

に
よ
っ
て
計
画
平
面
図
の
作
成
が
完
了
し
た
。

　
宅
地
造
成
の
候
補
地
は
、年
内
に
選
定
し
来
年

度
事
業
予
算
の
整
理
・
検
討
を
行
い
、令
和
７
年

度
中
の
造
成
工
事
及
び
分
譲
を
目
指
す
。ま
た
、

途
切
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
準
備
し
、で
き
る

だ
け
短
い
期
間
で
分
譲
に
こ
ぎ
着
け
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

◇
報
告
◇

令
和
３
年
度
北
川
村
一
般
会
計
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
施
行
令
第
1
4
6
条
第
２
項
の
規

定
に
よ
り
、令
和
３
年
度
北
川
村
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書
を
調
整
し
た
の
で
報
告
す
る

も
の
。



6
き
　  た
　  が
わ

7
き

た   
が   
わ

年
比
2
0
0
・
3
％
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
カ
フ
ェ
と
パ

ン
工
房
は
、先
月
末
現
在
の
売
上
1
5
、7
3
0

千
円
、前
年
同
月
比
1
1
4
・
1
％
。

○
北
川
村
温
泉

　
３
月
か
ら
５
月
ま
で
の
利
用
者
数
は
4
、

1
2
1
人
、前
年
同
期
比
1
0
5
・
0
％
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
加
え
、高
知
県
東
部

観
光
協
議
会
に
よ
る
５
月
９
日
か
ら
９
月
30
日
ま

で
の「
ひ
が
し
こ
う
ち
誘
客
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」で
の
ク
ー
ポ
ン
付
き
宿
泊
プ
ラ
ン
が
好
評
で
、

感
染
対
策
の
た
め
満
室
と
し
な
い
対
策
を
講
じ
な

が
ら
も
多
く
の
お
客
様
に
ご
利
用
い
た
だ
い
た
。

■
村
の
将
来
を
語
ら
う
座
談
会

　
地
域
の
現
状
と
課
題
を
把
握
し
、早
急
に
対
応

が
必
要
な
事
案
は
年
度
内
に
、検
討
が
必
要
な
事

案
は
来
年
度
に
対
応
で
き
る
よ
う
、７
、８
月
に

開
催
す
る
。北
川
村
を
希
望
が
持
て
る
未
来
へ
と

つ
な
ぎ
、子
ど
も
や
孫
に
引
き
継
ぐ
た
め
、共
に

取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
、積
極
的
な
参
加
を
お

願
い
す
る
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金

　
昨
年
度
の
実
績
は
、8
，0
9
1
件
、6
0
，

8
2
3
千
円（
令
和
２
年
度
7
，9
5
0
件
、

5
9
，9
4
7
千
円
）、令
和
２
年
度
比
で
1
・

5
％
増
。

　
昨
年
度
は
巣
ご
も
り
需
要
も
あ
り
、寄
附
額
が

令
和
２
年
度
を
上
回
る
月
が
多
く
、過
去
最
高
と

な
っ
た
。

　
今
年
度
は
、先
月
末
現
在
で
7
3
4
件
、6
、

1
0
9
千
円（
前
年
度
同
期
9
1
0
件
、6
，

7
3
6
千
円（
▲
9
・
3
％
）と
昨
年
を
僅
か
に
下

　
令
和
４
年
６
月
定
例
議
会
は
、６
月
16
日
に
開

会
し
報
告
２
件
、承
認
１
件
、条
例
改
定
、令
和
４

年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て
の
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
17
日
に
は
、４
氏
が
５
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、

閉
会
し
ま
し
た
。

・・ 

行
政
報
告 

・・（
抜
粋
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　
今
後
の
感
染
状
況
は
、感
染
力
が
よ
り
強
い
と

さ
れ
る「
B
A
・
2
」な
ど
、オ
ミ
ク
ロ
ン
株
派
生

型
へ
の
置
き
換
わ
り
等
に
よ
る
増
加
要
因
と
、３

回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
等
に
よ
る
抑
制
要
因
に

左
右
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

○
４
回
目
ワ
ク
チ
ン
接
種
開
始

・
接
種
対
象
者

60
歳
以
上
の
方（
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

か
ら
５
か
月
が
経
過
）、18
歳
以
上
で
基
礎

疾
患
が
あ
る
方
等

・
中
芸
管
内
接
種
予
定

８
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
集
団
接
種
に
て

対
応
予
定

・
高
齢
者
の
３
回
目
接
種
率

先
月
末
現
在
81
・
7
％

重
症
化
予
防
の
た
め
に
も
３
回
目
、４
回
目

の
接
種
に
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
。

○
マ
ス
ク
の
着
用

　
屋
内
で
2
m
以
上
の
距
離
を
確
保
し
会
話
を

ほ
と
ん
ど
行
わ
な
い
場
合
や
、屋
外
で
2
m
以
上

の
距
離
を
確
保
し
て
い
る
場
合
は
マ
ス
ク
着
用

の
必
要
は
な
い
と
の
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
る

が
、村
と
し
て
は
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
高
齢
者

が
多
い
こ
と
か
ら
、こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、３
密

の
回
避
や
手
指
消
毒
な
ど
の
基
本
的
な
感
染
防

止
対
策
を
お
願
い
す
る
。

■
第
一
次
産
業
の
振
興

○
産
業
行
動
構
築
プ
ラ
ン
の
策
定

　
今
年
度
に
農
業
研
修
を
卒
業
す
る
３
名
に
つ

い
て
卒
業
後
８
年
間
の
事
業
計
画
書
を
作
成
し
、

そ
の
計
画
書
を
参
考
に
経
営
モ
デ
ル
及
び
園
地

配
分
モ
デ
ル
も
作
成
す
る
。事
業
計
画
書
の
作
成

に
あ
た
り
、研
修
生
の
現
時
点
で
の
技
術
力
や
今

後
の
園
地
の
取
得
見
込
み
及
び
収
量
の
見
通
し

な
ど
に
つ
い
て
、指
導
農
家
か
ら
の
助
言
と
、就

農
に
向
け
た
準
備
等
を
共
通
認
識
の
基
で
進
め

る
た
め
３
者
面
談
を
行
う
。経
営
モ
デ
ル
及
び
園

地
配
分
モ
デ
ル
の
作
成
に
加
え
、起
業
家
農
業
者

と
し
て
技
術
を
習
得
で
き
る
具
体
的
な
研
修
内

容
を
組
み
込
ん
だ
農
業
研
修
モ
デ
ル
も
９
月
を

目
標
に
作
成
予
定
。

○
野
友
地
区
の
ほ
場
整
備

　
農
道
、水
路
の
整
備
に
伴
う
農
地
面
積
の
減
少

（
共
同
減
歩
）に
つ
い
て
、事
業
参
加
者
へ
の
個
別

説
明
を
行
い
全
地
権
者
の
理
解
を
得
た
。今
後
、

事
業
参
加
者
へ
の
説
明
会
を
開
催
し
、換
地
原
案

の
作
成
、施
工
同
意
承
諾
を
得
る
な
ど
今
年
９
月

の
着
工
に
向
け
た
作
業
を
進
め
る
。

○
北
部
地
区
地
域
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
地
区
住
民
が
主
体
と
な
り
、ゆ
ず
園
地
の
情
報

整
理
に
よ
る
若
い
担
い
手
へ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や

ゆ
ず
収
穫
体
験
、ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
で
の
苔

ビ
ジ
ネ
ス
化
等
で
一
定
の
実
績
が
あ
が
っ
て
い

る
。こ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
展
開
す
る
た
め
、

企
画
立
案
や
運
営
面
な
ど
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
牽

引
で
き
る
人
材
の
確
保
等
に
つ
い
て
地
区
か
ら

要
望
が
あ
っ
た
。村
と
し
て
は
、地
域
活
動
の
持

続
に
つ
な
が
る
基
盤
づ
く
り
と
発
展
を
支
援
す

る
た
め
、今
年
度
創
設
さ
れ
た
県
事
業「
小
さ
な

集
落
活
性
化
事
業
」を
活
用
し
て
集
落
再
生
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
１
名
を
採
用
。北
部
地
区
の
取
り

組
み
を
地
域
再
生
モ
デ
ル
と
す
べ
く
支
援
す
る

と
と
も
に
他
地
域
へ
の
横
展
開
を
目
指
し
た
い
。

○
地
方
創
生
の
推
進
に
向
け
た
包
括
的
連
携
に

　
関
す
る
協
定
締
結

　
北
川
村
、ウ
テ
ナ
、ウ
エ
ル
シ
ア
３
者
が
連
携

し
、ゆ
ず
を
活
用
し
た
商
品
開
発
と
販
売
、教
育

支
援
や
生
活
支
援
等
に
も
取
り
組
み
、北
川
村
の

課
題
解
決
を
と
お
し
た
地
方
創
生
を
推
進
し
て

い
く
。具
体
的
に
は
、ウ
エ
ル
シ
ア
か
ら
４
月
14

日
に
ユ
ズ
サ
ワ
ー
、５
月
３
日
に
ゆ
ず
シ
ャ
ー

ベ
ッ
ト
を
全
国
で
販
売
開
始
、今
秋
に
は
新
た
に

ゆ
ず
蒟
蒻
ゼ
リ
ー
と
ゆ
ず
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ

ウ
ォ
ー
タ
ー
を
発
売
予
定
。ウ
テ
ナ
に
よ
る「
北

川
学
」の
支
援
と
し
て
、北
川
中
学
校
と
の
連
携

で
開
発
を
進
め
て
い
る
ゆ
ず
石
鹸
を
、ウ
エ
ル
シ

ア
限
定
で
秋
の
全
国
発
売
に
向
け
て
今
年
度
６

回
の
授
業
を
予
定
。初
回
の
６
月
22
日
は
、北
川

中
学
校
の
生
徒
が
よ
ど
や
ド
ラ
ッ
グ
安
芸
駅
前

店
舗
の
見
学
を
行
う
予
定
。今
後
は
生
活
支
援
な

ど
、新
た
に
取
り
組
む
事
業
の
ス
キ
ー
ム
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
、協
議
を
重
ね
て
い
く
。

■
生
活
基
盤
の
整
備
等

○
直
轄
特
定
緊
急
砂
防
事
業

　
平
成
23
年
７
月
19
日
の
台
風
第
６
号
に
よ
る

平
鍋
地
区
大
谷
川
で
の
深
層
崩
壊
に
伴
う
土
石

流
か
ら
10
年
余
り
が
経
過
し
た
本
年
１
月
、直
轄

特
定
緊
急
砂
防
事
業
が
完
成
し
、４
月
24
日
に
村

民
会
館
に
て
完
成
式
典
が
開
催
さ
れ
た
。

　
現
地
の
土
砂
と
セ
メ
ン
ト
を
混
合
し
て
建
設

さ
れ
た
日
本
一
の
高
さ
を
誇
る
砂
防
ソ
イ
ル
セ

メ
ン
ト
堰
堤
を
含
む
３
基
の
砂
防
堰
堤
は
、渓
流

内
に
堆
積
し
て
い
る
今
後
流
出
す
る
恐
れ
の
あ

る
土
砂
の
全
量
約
12
万
立
米
を
一
度
に
捕
捉
す

る
規
模
で
あ
り
、住
民
の
安
全
が
確
保
で
き
た
。

一
方
、近
年
突
発
的
に
発
生
す
る
豪
雨
の
状
況
を

鑑
み
、住
民
が
安
心
し
て
生
活
を
送
る
た
め
に
は

国
や
県
と
の
緊
密
な
連
携
が
必
要
で
あ
る
た
め
、

災
害
発
生
の
危
険
性
が
あ
る
箇
所
の
調
査
な
ど

に
つ
い
て
、国
の
理
解
と
協
力
を
求
め
続
け
る
。

○
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
阿
南
安
芸
自
動
車
道

・「
野
根
安
倉
道
路
」

４
月
28
日
に
安
倉
地
区
の
設
計
説
明
会
、６

月
10
日
に
現
地
説
明
会
が
開
催
。今
年
度
は

一
部
用
地
買
収
に
着
手
す
る
予
定
。

・「
北
川
道
路
１
工
区
」安
倉
〜
和
田
間

３
月
22
日
に
和
田
〜
小
島
間
の
設
計
説
明

会
を
開
催
。地
権
者
と
の
ル
ー
ト
協
議
が
整

い
次
第
、先
行
し
て
用
地
測
量
が
行
わ
れ
る

予
定
。

・「
北
川
道
路
２

－

２
工
区
」和
田
〜
柏
木
間

５
月
26
日
に
柏
木
側
の
和
田
ト
ン
ネ
ル
Ⅱ

工
事
の
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
た
。

○
共
同
社
員
住
宅

　
高
知
県
住
宅
供
給
公
社
に
よ
る
設
計
案
を
基

に
参
画
企
業
と
設
備
等
の
協
議
を
行
い
、５
月
１

日
に
参
画
企
業
と
住
宅
の
管
理
に
関
す
る
協
定

を
締
結
。

　
住
宅
建
設
工
事
は
、県
住
宅
供
給
公
社
に
お
い

て
６
月
２
日
の
入
札
の
結
果
、（
株
）晃
立
と
契
約
、

工
期
は
来
年
３
月
13
日
ま
で
。

　
来
年
４
月
の
入
居
に
向
け
住
宅
建
設
工
事
が

円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、周
辺
住
民
へ
の
事
前
説

明
や
工
事
期
間
中
の
進
捗
報
告
な
ど
を
適
宜

行
っ
て
い
く
。

○
脱
炭
素
先
行
地
域
計
画

　
2
0
5
0
年
に
北
川
村
全
域
で
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

森
林
の
二
酸
化
炭
素
吸
収
量
や
村
内
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
の
把
握
と
現
状
分
析
な
ど
を
行
い

今
年
度
に
策
定
。

　
今
後
、計
画
策
定
に
必
要
な
現
状
分
析
等
の
支

援
業
務
を
６
月
中
に
発
注
。12
月
末
ま
で
に
計
画

を
策
定
し
、来
年
度
以
降
の
小
水
力
発
電
施
設
整

備
等
の
事
業
化
を
目
指
す
。

■
防
災
・
地
震
対
策

○
個
人
住
宅
の
耐
震
化

先
月
末
現
在
申
請
件
数（
令
和
３
年
度
実
績
）

診
断
３
件（
４
件
）、設
計
２
件（
６
件
）、改
修

工
事
１
件（
７
件
、ブ
ロ
ッ
ク
塀
１
件
）

○
老
朽
化
住
宅
の
除
却

先
月
末
現
在
件
数（
令
和
３
年
度
実
績
）

相
談
６
件
、う
ち
申
請
２
件
、完
了
１
件（
５

件
）

制
度
活
用
の
周
知
に
努
め
、地
域
の
住
環
境
の

改
善
・
防
災
対
策
の
向
上
に
取
り
組
む
。

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り

○
き
た
が
わ
ず
〜
っ
と
元
気
計
画

　（
令
和
２
年
３
月
策
定
）

重
点
目
標

・
自
分
の
身
体
の
状
態
に
つ
い
て
知
り
、元
気

に
過
ご
そ
う

・
健
康
的
な
食
生
活
に
関
心
を
持
と
う

重
点
取
組

・
病
気
の
発
生
や
重
症
化
予
防
の
た
め
の
特
定

健
診
の
推
進

　
令
和
３
年
度
の
受
診
率
51
・
4
％
で
前
年

度
比
6
・
9
ポ
イ
ン
ト
増
。中
で
も
集
団
健

診
が
42
・
4
％
で
前
年
度
比
8
・
2
ポ
イ
ン

ト
増
。年
齢
層
別
で
は
、40
歳
以
上
49
歳
以

下
の
受
診
率
61
・
5
％
で
前
年
度
比
21
・
5

ポ
イ
ン
ト
増
。男
性
の
受
診
率
は
56
・
1
％

で
前
年
度
比
13
・
3
ポ
イ
ン
ト
増
と
大
幅
に

増
加
し
て
い
る
。受
診
率
の
増
加
は
、集
団

健
診
前
か
ら
の
個
別
受
診
勧
奨
、集
団
健
診

で
は
受
診
時
間
の
指
定
に
よ
る
待
ち
時
間

の
短
縮
な
ど
様
々
な
工
夫
を
講
じ
た
こ
と

に
あ
る
。今
年
度
も
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、医
療
機
関
で
の
受
診

に
繋
が
る
よ
う
集
団
健
診
終
了
後
の
個
別

受
診
勧
奨
に
注
力
し
て
い
く
。

・
食
生
活
の
改
善
や
低
栄
養
予
防

　
令
和
２
年
度
か
ら
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
拡

充
し
、こ
れ
ま
で
に
54
名
が
利
用
。食
事
の

配
達
は
、福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
社
会
福
祉

協
議
会
職
員
、保
健
福
祉
推
進
員
が
見
守
り

を
兼
ね
て
行
っ
て
い
る
。利
用
者
の
中
に
は
、

実
際
に
体
力
が
回
復
さ
れ
た
方
や
集
い
の

場
へ
の
参
加
に
つ
な
が
っ
た
方
も
い
る
な

ど
、事
業
の
相
乗
効
果
が
表
れ
て
き
て
い
る
。

○
運
動
習
慣
の
定
着
を
図
る
た
め
、筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
教
室
を
保
健
セ
ン
タ
ー
で
６
月
か
ら
、

初
心
者
教
室
を
小
島
集
会
所
で
６
月
か
ら
10
月

初
旬
ま
で
、保
健
セ
ン
タ
ー
で
12
月
か
ら
実
施
。

■
観
光
の
振
興

○
北
川
村「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン

　
３
月
か
ら
５
月
ま
で
の
入
園
者
数
は
3
5
，

7
7
4
人
、前
年
同
期
比
1
5
1
・
2
％
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間（
コ
ロ
ナ
禍
で
の

行
動
制
限
な
し
）の
入
園
者
数
9
，6
1
3
人
、前

回
っ
て
い
る
。コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
社
会
経
済
活

動
の
再
開
に
よ
り
、昨
年
の
よ
う
な
巣
ご
も
り
需

要
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
要
因
と
考
え
て
い

る
。

■
教
育
関
係

○「
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」に
基
づ
く
取
り
組
み

　「
北
川
学
」を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、村
の
基
幹
産

業
で
あ
る
ゆ
ず
や
村
の
歴
史
・
文
化
な
ど
を
活
か

し
た
教
育
活
動
に
よ
り
、こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生

き
抜
く
た
め
の
主
体
性
や
多
様
性
、創
造
性
を
育

む
こ
と
が
で
き
る
子
ど
も
を
育
成
す
る
必
要
が

あ
る
。

○
北
川
村
子
育
て
・
教
育
環
境
整
備

　
今
年
度
上
半
期
に「
村
か
ら
学
校
を
無
く
さ
な

い
た
め
に
！ 

非
常
に
厳
し
く
な
る
こ
れ
か
ら
の

社
会
を
生
き
抜
く
こ
と
が
で
き
る
子
ど
も
を
育

む
た
め
に
！
」と
題
し
、学
習
会
な
ど
に
取
り
組

む
。

　
５
月
24
日
か
ら
村
議
員
を
対
象
と
し
た
学
習

会
を
開
催
。住
民
の
皆
様
に
は
、学
校
運
営
協
議

会
や
保
護
者
会
、Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会
等
の
機
会
を
通

じ
て
保
護
者
の
視
点
か
ら
、ま
た
、「
村
の
将
来
を

語
ら
う
座
談
会
」の
重
点
事
項
と
し
て
広
く
意
見

を
聴
取
し
て
議
論
を
し
、今
年
度
中
に
対
応
可
能

な
教
育
環
境
の
水
準
を
取
り
ま
と
め
る
。

○
中
岡
慎
太
郎
関
係

　
中
岡
慎
太
郎
館
の
昨
年
度
入
館
者
数
は
4
、

4
2
8
人（
前
年
度
3
，7
6
7
人
、＋
18
％
）。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間
は
3
8
1
人（
前

年
度
2
7
8
人
、＋
37
％
）。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
落
ち
着

い
て
き
た
こ
と
か
ら
回
復
傾
向
に
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

○
中
岡
慎
太
郎
館
の
指
定
管
理

　
学
術
的
な
深
化
や
観
光
面
で
の
取
り
組
み
な

ど
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、７
月
１
日
よ
り
指
定
管

理
者
制
度
に
よ
る
運
営
に
移
行
予
定
だ
っ
た
が
、

移
管
事
業
の
項
目
整
理
な
ど
に
想
定
外
の
時
間

を
要
し
て
い
る
た
め
、今
議
会
で
の
補
正
予
算
案

は
見
送
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
。

　
今
後
、速
や
か
な
移
管
業
務
の
項
目
整
理
と
開

館
30
周
年
に
向
け
た
取
り
組
み
を
含
む
運
営
事

業
の
掌
握
に
努
め
、早
期
に
指
定
管
理
者
制
度
に

よ
る
運
営
に
移
行
す
る
よ
う
取
り
組
む
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係

　
以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　
①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　
②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

　
③
火
葬
場
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況（
６
月
１
日
時
点
）

　
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注
状
況

・・ 

一
般
質
問 

・・

物
価
高
騰
に
対
す
る
村
民
支
援
に
つ
い
て

9
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
国

内
経
済
が
停
滞
し
て
３
年
に
な
る
。国
民
生
活
支

援
に
国
、村
も
多
く
の
支
援
策
を
打
ち
出
し
支
援

し
て
き
た
。過
去
の
支
援
策
の
概
要
及
び
そ
の
支

援
策
に
該
当
し
た
件
数
と
額
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
北
川
村
の
予
算
に
計
上
し
て
、対
民
あ
る
い
は

事
業
者
に
対
す
る
事
業
と
し
て
、令
和
２
年
度
、

令
和
３
年
度
含
め
て
７
件
の
対
象
事
業
が
あ
る
。

事
業
費
に
つ
い
て
は
約
１
億
4
，0
0
0
万
強
と

な
る
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
経
済

支
援
事
業（
村
予
算
分
）資
料
提
示
。

9
　
新
聞
報
道
に
よ
る
と
県
議
会
６
月
定
例
会

に
原
油
価
格
や
物
価
の
高
騰
に
対
し
て
36
億
６

千
万
円
を
補
正
計
上
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。今
年

に
入
り
諸
物
価
の
値
上
げ
報
道
が
新
聞
紙
上
を

飾
り
だ
し
、４
月
頃
よ
り
食
料
品
の
価
格
高
騰
が

村
民
生
活
を
直
撃
し
て
い
る
。村
も
早
急
に
こ
の

補
正
財
源
を
活
用
し
村
民
生
活
の
支
援
策
を
打

ち
出
す
考
え
は
な
い
か
そ
の
所
見
を
問
う
。

 

答

　村
長

　
国
で
は
原
油
価
格
の
高
騰
、物
価
高
騰
を
明
確

に
打
ち
出
さ
れ
、県
で
は
６
月
補
正
で
中
小
企
業

等
へ
の
支
援
、農
林
水
産
業
事
業
者
へ
の
支
援
、

飲
食
事
業
者
、公
共
交
通
事
業
者
へ
の
支
援
、生

活
困
窮
者
や
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
な
ど
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。　
ま
た
、施
設
園
芸
農
家
に
対

す
る
燃
油
等
の
購
入
経
費
の
一
部
補
助
、高
知
県

安
心
会
食
推
進
の
店
、飲
食
業
関
係
へ
の
補
填
、

支
援
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
村
と
し
て
も
、物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て
検
討

し
た
上
で
、で
き
れ
ば
９
月
議
会
の
時
期
に
対
処

で
き
る
よ
う
協
議
を
行
い
、村
民
に
満
遍
な
く
経

済
対
策
的
に
対
処
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
る
。

義
務
教
育
費
無
償
化
に
つ
い
て

9
　
村
の
将
来
を
見
据
え
て
こ
こ
数
年
、教
育
制

度
、文
教
施
設
の
在
り
方
、子
育
て
支
援
策
が
検

討
、実
施
さ
れ
て
き
た
。子
育
て
現
役
世
代
に
は
、

医
療
の
無
償
化
拡
充
、ワ
ク
チ
ン
接
種
等
の
補
助
、

通
学
交
通
費
の
補
助
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。

　
い
ま
教
育
制
度
、文
教
施
設
の
在
り
方
が
大
き

く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
が
こ
の
検
討

会
で
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
子
ど
も
達
の
人
数
は
、

移
住
施
策
と
の
関
連
を
鑑
み
て
も
大
き
く
増
加

す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
る
。

　
将
来
に
向
け
て
の
検
討
も
必
要
、併
せ
て「
今
、

現
役
世
代
」の
支
援
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
現
役
世
代
か
ら
も「
い
ま
が
あ
っ
て
の
将
来
」

の
声
が
多
く
あ
る
事
を
踏
ま
え
義
務
教
育
費
無

償
化
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

 

答

　村
長

　
子
育
て
環
境
を
考
え
た
と
き
に
、「
地
域
か
ら

学
校
を
な
く
さ
な
い
」よ
う
に
す
る
こ
と
が
何
よ

り
も
大
切
。学
校
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
一
気

に
地
域
は
寂
れ
、衰
退
に
つ
な
が
る
こ
と
は
村
の

過
去
の
事
例
が
示
し
て
い
る
と
お
り
。ゆ
え
に
北

川
村
か
ら
学
校
を
な
く
さ
な
い
た
め
に
、北
川
村

で
子
育
て
が
し
た
い
、教
育
を
受
け
さ
せ
た
い
と

思
え
る
魅
力
あ
る
子
育
て
環
境
、教
育
環
境
を
整

え
て
い
く
こ
と
が
、将
来
に
向
け
継
続
し
て
取
り

組
む
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

　
今
、取
り
組
ん
で
い
る
子
育
て
施
策
は
、直
接

支
援
の
ほ
か
に
も
学
校
に
お
け
る
教
育
支
援（
小

学
校
３
名
、中
学
校
２
名
の
追
加
教
員
の
配
置
）、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
支
援
員
の
配
置
な
ど
の
教
育
環
境
の

充
実
を
図
っ
て
い
る
。こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、

北
川
村
か
ら
学
校
を
な
く
さ
な
い
た
め
に
15
年

一
貫
教
育
を
推
進
す
る
う
え
で
、地
方
創
生
総
合

戦
略
や
、子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
子
ど

も
た
ち
に
対
す
る
支
援
で
あ
り
、他
市
町
村
に
先

駆
け
て
実
施
し
て
い
る
。

　
全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
教
育
環
境
整
備
、

子
育
て
支
援
な
ど
の
施
策
の
結
果
や
実
績
を
鑑
み

な
が
ら
、北
川
村
の
施
策
へ
反
映
し
て
い
く
こ
と

や
、産
業
構
築
や
福
祉
施
策
な
ど
と
複
合
的
に
手

を
尽
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、公
平
性
や
地
理
的
条
件
に
よ

る
教
育
環
境
の
不
利
益
、不
平
等
な
ど
を
被
る
こ

と
は
可
能
な
限
り
速
や
か
に
克
服
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
、今
後
も
必
要
に
応
じ
対
処
し

て
い
き
た
い
。

　
義
務
教
育
の
無
償
化
が
で
き
れ
ば
非
常
に
す

ば
ら
し
い
だ
ろ
う
と
い
う
認
識
は
あ
る
が
、ど
こ

ま
で
ど
う
で
き
る
の
か
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。村
で
は
教
育
施
策
の
根
幹
を
な
す
た
め
に
、

子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
て
い
る
。そ
の

中
で
検
討
し
、ビ
ジ
ョ
ン
に
盛
り
込
ん
だ
中
で
意

見
を
出
し
合
い
、実
行
し
て
い
く
形
が
望
ま
し
い

と
考
え
る
。

中
岡
慎
太
郎
館
の
指
定
管
理
に
つ
い
て

9
　
中
岡
慎
太
郎
館
の
指
定
管
理
へ
の
移
行
が
、

６
月
議
会
へ
の
上
程
が
出
来
な
い
と
の
報
告
を

全
員
協
議
会
で
受
け
た
が
、理
由
が
よ
く
理
解
で

き
な
い
の
で
、再
度
の
説
明
を
求
め
る
。

 

答

　村
長

　
本
年
２
月
16
日
、中
岡
慎
太
郎
館
の
指
定
管
理

先
と
し
て
想
定
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中
岡
慎

太
郎
先
生
顕
彰
会
か
ら
、指
定
管
理
移
行
後
に
向

け
た
プ
ラ
ン
が
提
示
さ
れ
た
。プ
ラ
ン
の
方
向
性

が
、具
体
的
で
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、今
後
３

月
議
会
で「
北
川
村
中
岡
慎
太
郎
館
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
」を
改
正
し
た
後
、７
月
１

日
か
ら
の
指
定
管
理
移
行
に
向
け
て
６
月
議
会

で
議
決
い
た
だ
け
る
よ
う
に
事
業
計
画
の
内
容
、

予
算
の
詳
細
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
な
ど
を
要

請
し
て
い
た
。

　
一
方
、２
月
24
日
の
議
会
全
員
協
議
会
を
経
て
、

３
月
議
会
で
条
例
の
改
正
に
つ
い
て
議
決
い
た
だ

い
た
。３
月
議
会
終
了
後
か
ら
７
月
か
ら
の
管
理

移
行
に
向
け
て
、教
育
委
員
会
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中

岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会
の
間
で
、事
業
計
画
・
収

支
予
算
等
を
取
り
ま
と
め
る
た
め
調
整
を
続
け
て

き
た
が
、当
初
予
算
で
組
ん
で
い
る
経
費
の
い
ず

れ
が
指
定
管
理
先
へ
移
行
さ
れ
る
の
か
整
理
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
、指
定
管
理
先
に
お
け
る
新

規
事
業
を
含
め
た
事
業
内
容
等
必
要
経
費
の
説
明

が
不
明
瞭
で
あ
っ
た
こ
と
が
課
題
と
し
て
残
っ
た
。

　
今
後
、課
題
の
整
理
を
進
め
、慎
太
郎
館
設
置

の
目
的
を
達
成
で
き
る
体
制
へ
と
準
備
を
進
め

て
い
く
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中
岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会
と
も
、

と
も
に
協
議
し
形
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

北
川
村
例
規
集
に
つ
い
て

9
　
北
川
村
職
員
懲
戒
処
分
の
基
準
等
に
関
す

る
規
程
で
別
表
の
中
に
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
項
目
は
あ
る
が
、パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
他

項
目
が
入
っ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

 

答

　村
長

　
北
川
村
職
員
の
懲
戒
処
分
の
基
準
等
に
関
す

る
規
程
の
別
表
に
は
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
以
外
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
項
目
が
定

め
ら
れ
て
い
な
い
。こ
の
規
程
は
、平
成
22
年
の

施
行
以
降
改
正
し
て
お
ら
ず
、パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
や
妊
娠
・
出
産
・
育
児
休
業
な
ど
、ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
対
処
で
き
る
事
項
を
加
え
る
こ
と
が
で

き
て
い
な
か
っ
た
。職
場
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、職
員
の
や
り
が
い
や
能
力
の

十
分
な
発
揮
を
妨
げ
る
こ
と
に
な
る
。ま
た
、個

人
の
人
権
に
関
わ
る
こ
と
な
の
で
、規
程
の
見
直

し
を
行
い
、公
平
な
処
分
の
基
準
に
改
正
し
て
い

く
。

9
　
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
項
目
で
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
を
受
け
た
者
が
、相
談
で
き
る
窓
口
は

あ
る
か
。ま
た
、そ
れ
が
職
員
に
周
知
さ
れ
て
い

る
か
。

 

答

　村
長

　
現
在
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
相
談
に
対
応

で
き
る
窓
口
は
設
け
て
い
な
い
。職
員
の
労
働
環

境
を
守
る
た
め
に
は
必
要
な
仕
組
み
で
あ
り
、内

部
・
外
部
含
め
て
職
員
が
相
談
し
や
す
い
窓
口
を

検
討
し
、設
置
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。　

ま
た
、相
談
後
に
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
が
で
き

る
体
制
も
あ
わ
せ
て
設
置
し
て
い
く
。

　
規
定
の
改
正
や
相
談
窓
口
を
設
け
職
員
に
周

知
す
る
こ
と
な
ど
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
抑
制
に
も

つ
な
が
っ
て
い
く
。令
和
元
年
度
に
職
員
向
け
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
修
も
行
い
パ
ワ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
て
い
る
が
、

今
後
も
職
員
同
士
が
働
き
や
す
い
労
働
環
境
を

創
っ
て
い
く
た
め
、研
修
周
知
は
欠
か
せ
な
い
こ

と
な
の
で
、定
期
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

加
茂
地
区
の
寄
贈
土
地
の

有
効
活
用
に
つ
い
て

9
　
現
在
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
。

 

答

　村
長

　
平
成
17
年
２
月
に
個
人
か
ら
村
に
寄
贈
。

　
寄
贈
を
受
け
た
土
地
で
は
、平
成
９
年
５
月
に

設
立
さ
れ
た
養
鶏
組
合
に
よ
り
、寄
贈
以
前
か
ら

土
佐
ジ
ロ
ー
の
養
鶏
が
行
わ
れ
て
い
た
。平
成
18

年
４
月
に
は
村
有
地
の
賃
貸
契
約
を
養
鶏
組
合

と
締
結
し
、平
成
30
年
度
ま
で
年
額
で
の
使
用
料

を
徴
収
し
て
い
る
。令
和
元
年
度
に
は
、組
合
か

ら
の
申
出
に
よ
り
年
度
内
に
施
設
を
全
て
撤
去

す
る
こ
と
を
条
件
に
使
用
料
を
免
除
す
る
こ
と

と
し
、年
度
末
の
令
和
２
年
３
月
に
現
地
確
認
の

上
、契
約
を
解
除
し
た
。

9
　
第
２
期
北
川
モ
デ
ル
の
候
補
地
と
な
っ
て

い
る
が
、住
宅
の
整
備（
宅
地
造
成
等
）を
行
い
有

効
活
用
を
す
る
べ
き
だ
と
思
う
。北
川
村
に
住
み

た
い
、住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
生
活
環
境
を
整

備
す
る
為
に
、利
便
性
等
を
考
慮
し
加
茂
地
区
の

土
地
を
有
効
活
用
す
る
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

令
和
4
年

第
2
回
議
会
定
例
会

議
会
だ
よ
り

発
行
責
任
者

　 

議
長
　
岩
垣
　
實
男

令
和
３
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い

て　
地
方
自
治
法
施
行
令
第
1
4
6
条
第
２
項
の
規

定
に
よ
り
、令
和
３
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別

会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
を
調
整
し
た
の
で

報
告
す
る
も
の
。

◇
承
認
◇

村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専

決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
第
1
7
9
条
第
１
項
に
基
づ
き
専

決
処
分
し
た
の
で
同
条
第
3
項
の
規
定
に
よ
り
報

告
し
、承
認
を
求
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
承
認
）

◇
条
例
◇
　

北
川
村
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　
派
遣
を
命
ぜ
ら
れ
た
職
員
等
を
定
数
の
外
に
置

く
こ
と
で
、本
村
の
業
務
に
従
事
す
る
定
数
を
確

保
す
る
も
の
。

　　
全
員
賛
成
　（
原
案
可
決
）

◇
予
算
◇

令
和
４
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）に
つ
い
て

　
４
月
の
定
期
人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
及
び
子

育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
に
要
す
る
経
費

等
を
補
正
し
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
6
，3
6
1

千
円
増
額
し
、予
算
総
額
を
2
，7
2
9
，1
2
2

千
円
と
定
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
原
案
可
決
）

令
和
４
年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

　
道
路
交
通
法
施
行
規
則
改
正
に
伴
う
運
転
前
後

の
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
の
た
め
の
検
知
器
購
入

に
要
す
る
経
費
を
補
正
し
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

2
6
0
千
円
を
増
額
し
、予
算
総
額
を
2
9
，

0
9
5
千
円
と
定
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
原
案
可
決
）

令
和
４
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

　
平
鍋
地
区
の
安
定
的
な
水
道
の
水
量
を
確
保
す

る
た
め
に
行
う
水
道
施
設
水
源
調
査
に
要
す
る
経

費
を
補
正
し
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
2
，5
8
5
千

円
を
増
額
し
、予
算
総
額
を
1
2
7
，2
1
0
千
円

と
定
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
原
案
可
決
）

・・ 

意
見
書 

・・

国
民
の
祝
日「
海
の
日
」の
７
月
20
日
へ
の

固
定
化
を
求
め
る
意
見
書

　
全
員
賛
成
　（
原
案
可
決
）

　
提
出
先
：
内
閣
総
理
大
臣

・・ 

活
動
報
告 

・・

■
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

◎
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
学
習

◇
日
時
　
令
和
４
年
４
月
28
日（
木
）

　
　
　
　
令
和
４
年
5
月
23
日（
月
）

◇
内
容

　
議
会
定
例
会
等
で
活
用
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
に
お
け
る
会
議
シ
ス
テ
ム
の
概
要
及
び

操
作
説
明
を
受
け
、６
月
定
例
会
活
用
に
向
け

て
意
見
交
換
を
行
う
。

■
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

◎
視
察
研
修
に
つ
い
て

◇
日
時
　
令
和
４
年
７
月
８
日（
金
）

◇
内
容

　
常
任
委
員
会
で
７
月
11
日（
月
）か
ら
行
う

視
察
研
修
に
つ
い
て
の
事
前
学
習
を
行
っ
た
。

・・ 

研
修 

・・

■
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
視
察
研
修

◇
日
時
　
令
和
４
年
７
月
11
日（
月
）

◇
内
容

　
熊
本
県
球
磨
村

令
和
２
年
月
７
月
豪
雨
災
害
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
７
月
の
大
雨
に
よ
る
球
磨
川
流
域
の

被
災
状
況
及
び
そ
の
後
の
復
興
状
況
、議
会
の
動

き
に
つ
い
て
研
修
を
お
こ
な
っ
た
。

◇
日
時
　
令
和
４
年
７
月
12
日（
火
）

◇
内
容

鹿
児
島
県
鹿
屋
市
柳
谷
町
内
会（
や
ね
だ
ん
）

地
域
再
生
・
行
政
に
頼
ら
な
い
村
づ
く
り
に
つ

い
て

　
行
政
の
補
助
金
に
頼
ら
ず
住
民
参
加
に
よ
る
地

域
活
性
化（
行
政
に
頼
ら
な
い
村
づ
く
り
）の
取
り

組
み
や
住
民
の
意
識
の
変
化
な
ど
の
関
わ
り
に
つ

い
て
研
修
を
お
こ
な
っ
た
。

・・ 

学
習
会 

・・

■
子
育
て
・
教
育
環
境
整
備
に

　
つ
い
て
の
学
習

◇
日
時
　
令
和
４
年
５
月
24
日（
火
）

　
　
　
　
令
和
４
年
６
月
24
日（
金
）

◇
内
容

・
北
川
村
の
教
育
の
概
要

・
特
徴
的
な
取
り
組
み

・
こ
れ
か
ら
目
指
す
教
育
の
あ
り
方

　
令
和
３
年
度
基
本
計
画
報
告
書
が
作
成
さ
れ
、

保
小
中
学
校
の
取
り
組
み
と
成
果
、こ
れ
か
ら
の

方
向
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
た
め
、学
校
の

教
育
環
境
、教
育
内
容
に
つ
い
て
学
習
を
お
こ

な
っ
た
。

上村　　誠 村長

 

答

　村
長

　
宅
地
造
成
を
す
る
場
合
、過
去
に
所
林
で
造
成

地
の
地
盤
補
強
改
修
工
事
が
必
要
に
な
っ
た
こ

と
や
、内
谷
の
村
営
住
宅
地
の
地
下
流
水
に
よ
る

地
盤
沈
下
対
策
な
ど
を
実
施
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　
宅
地
造
成
に
つ
い
て
は
こ
う
し
た
事
案
を
踏

ま
え
た
上
で
、場
所
を
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。加
え
て
宅
地
造
成
の
候
補
地
選
定
に
つ
い
て

は
、中
心
地
か
ら
の
距
離
及
び
土
砂
災
害
、浸
水

被
害
の
危
険
性
な
ど
と
い
っ
た
点
な
ど
を
整
理

し
進
め
て
い
る
。

　
提
案
の
あ
っ
た
当
該
土
地
に
つ
い
て
は
、候
補
地

選
定
の
着
眼
点
か
ら
、第
２
期
北
川
モ
デ
ル
の
ほ
場

地
の
一
つ
と
し
、先
月
25
日
に
基
本
設
計
委
託
業
務

に
よ
っ
て
計
画
平
面
図
の
作
成
が
完
了
し
た
。

　
宅
地
造
成
の
候
補
地
は
、年
内
に
選
定
し
来
年

度
事
業
予
算
の
整
理
・
検
討
を
行
い
、令
和
７
年

度
中
の
造
成
工
事
及
び
分
譲
を
目
指
す
。ま
た
、

途
切
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
準
備
し
、で
き
る

だ
け
短
い
期
間
で
分
譲
に
こ
ぎ
着
け
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

◇
報
告
◇

令
和
３
年
度
北
川
村
一
般
会
計
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
施
行
令
第
1
4
6
条
第
２
項
の
規

定
に
よ
り
、令
和
３
年
度
北
川
村
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書
を
調
整
し
た
の
で
報
告
す
る

も
の
。



8
き
　  た
　  が
わ

9
き

た   
が   
わ

年
比
2
0
0
・
3
％
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
カ
フ
ェ
と
パ

ン
工
房
は
、先
月
末
現
在
の
売
上
1
5
、7
3
0

千
円
、前
年
同
月
比
1
1
4
・
1
％
。

○
北
川
村
温
泉

　
３
月
か
ら
５
月
ま
で
の
利
用
者
数
は
4
、

1
2
1
人
、前
年
同
期
比
1
0
5
・
0
％
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
加
え
、高
知
県
東
部

観
光
協
議
会
に
よ
る
５
月
９
日
か
ら
９
月
30
日
ま

で
の「
ひ
が
し
こ
う
ち
誘
客
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」で
の
ク
ー
ポ
ン
付
き
宿
泊
プ
ラ
ン
が
好
評
で
、

感
染
対
策
の
た
め
満
室
と
し
な
い
対
策
を
講
じ
な

が
ら
も
多
く
の
お
客
様
に
ご
利
用
い
た
だ
い
た
。

■
村
の
将
来
を
語
ら
う
座
談
会

　
地
域
の
現
状
と
課
題
を
把
握
し
、早
急
に
対
応

が
必
要
な
事
案
は
年
度
内
に
、検
討
が
必
要
な
事

案
は
来
年
度
に
対
応
で
き
る
よ
う
、７
、８
月
に

開
催
す
る
。北
川
村
を
希
望
が
持
て
る
未
来
へ
と

つ
な
ぎ
、子
ど
も
や
孫
に
引
き
継
ぐ
た
め
、共
に

取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
、積
極
的
な
参
加
を
お

願
い
す
る
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金

　
昨
年
度
の
実
績
は
、8
，0
9
1
件
、6
0
，

8
2
3
千
円（
令
和
２
年
度
7
，9
5
0
件
、

5
9
，9
4
7
千
円
）、令
和
２
年
度
比
で
1
・

5
％
増
。

　
昨
年
度
は
巣
ご
も
り
需
要
も
あ
り
、寄
附
額
が

令
和
２
年
度
を
上
回
る
月
が
多
く
、過
去
最
高
と

な
っ
た
。

　
今
年
度
は
、先
月
末
現
在
で
7
3
4
件
、6
、

1
0
9
千
円（
前
年
度
同
期
9
1
0
件
、6
，

7
3
6
千
円（
▲
9
・
3
％
）と
昨
年
を
僅
か
に
下

　
令
和
４
年
６
月
定
例
議
会
は
、６
月
16
日
に
開

会
し
報
告
２
件
、承
認
１
件
、条
例
改
定
、令
和
４

年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て
の
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
17
日
に
は
、４
氏
が
５
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、

閉
会
し
ま
し
た
。

・・ 

行
政
報
告 

・・（
抜
粋
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　
今
後
の
感
染
状
況
は
、感
染
力
が
よ
り
強
い
と

さ
れ
る「
B
A
・
2
」な
ど
、オ
ミ
ク
ロ
ン
株
派
生

型
へ
の
置
き
換
わ
り
等
に
よ
る
増
加
要
因
と
、３

回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
等
に
よ
る
抑
制
要
因
に

左
右
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

○
４
回
目
ワ
ク
チ
ン
接
種
開
始

・
接
種
対
象
者

60
歳
以
上
の
方（
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

か
ら
５
か
月
が
経
過
）、18
歳
以
上
で
基
礎

疾
患
が
あ
る
方
等

・
中
芸
管
内
接
種
予
定

８
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
集
団
接
種
に
て

対
応
予
定

・
高
齢
者
の
３
回
目
接
種
率

先
月
末
現
在
81
・
7
％

重
症
化
予
防
の
た
め
に
も
３
回
目
、４
回
目

の
接
種
に
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
。

○
マ
ス
ク
の
着
用

　
屋
内
で
2
m
以
上
の
距
離
を
確
保
し
会
話
を

ほ
と
ん
ど
行
わ
な
い
場
合
や
、屋
外
で
2
m
以
上

の
距
離
を
確
保
し
て
い
る
場
合
は
マ
ス
ク
着
用

の
必
要
は
な
い
と
の
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
る

が
、村
と
し
て
は
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
高
齢
者

が
多
い
こ
と
か
ら
、こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、３
密

の
回
避
や
手
指
消
毒
な
ど
の
基
本
的
な
感
染
防

止
対
策
を
お
願
い
す
る
。

■
第
一
次
産
業
の
振
興

○
産
業
行
動
構
築
プ
ラ
ン
の
策
定

　
今
年
度
に
農
業
研
修
を
卒
業
す
る
３
名
に
つ

い
て
卒
業
後
８
年
間
の
事
業
計
画
書
を
作
成
し
、

そ
の
計
画
書
を
参
考
に
経
営
モ
デ
ル
及
び
園
地

配
分
モ
デ
ル
も
作
成
す
る
。事
業
計
画
書
の
作
成

に
あ
た
り
、研
修
生
の
現
時
点
で
の
技
術
力
や
今

後
の
園
地
の
取
得
見
込
み
及
び
収
量
の
見
通
し

な
ど
に
つ
い
て
、指
導
農
家
か
ら
の
助
言
と
、就

農
に
向
け
た
準
備
等
を
共
通
認
識
の
基
で
進
め

る
た
め
３
者
面
談
を
行
う
。経
営
モ
デ
ル
及
び
園

地
配
分
モ
デ
ル
の
作
成
に
加
え
、起
業
家
農
業
者

と
し
て
技
術
を
習
得
で
き
る
具
体
的
な
研
修
内

容
を
組
み
込
ん
だ
農
業
研
修
モ
デ
ル
も
９
月
を

目
標
に
作
成
予
定
。

○
野
友
地
区
の
ほ
場
整
備

　
農
道
、水
路
の
整
備
に
伴
う
農
地
面
積
の
減
少

（
共
同
減
歩
）に
つ
い
て
、事
業
参
加
者
へ
の
個
別

説
明
を
行
い
全
地
権
者
の
理
解
を
得
た
。今
後
、

事
業
参
加
者
へ
の
説
明
会
を
開
催
し
、換
地
原
案

の
作
成
、施
工
同
意
承
諾
を
得
る
な
ど
今
年
９
月

の
着
工
に
向
け
た
作
業
を
進
め
る
。

○
北
部
地
区
地
域
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
地
区
住
民
が
主
体
と
な
り
、ゆ
ず
園
地
の
情
報

整
理
に
よ
る
若
い
担
い
手
へ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や

ゆ
ず
収
穫
体
験
、ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
で
の
苔

ビ
ジ
ネ
ス
化
等
で
一
定
の
実
績
が
あ
が
っ
て
い

る
。こ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
展
開
す
る
た
め
、

企
画
立
案
や
運
営
面
な
ど
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
牽

引
で
き
る
人
材
の
確
保
等
に
つ
い
て
地
区
か
ら

要
望
が
あ
っ
た
。村
と
し
て
は
、地
域
活
動
の
持

続
に
つ
な
が
る
基
盤
づ
く
り
と
発
展
を
支
援
す

る
た
め
、今
年
度
創
設
さ
れ
た
県
事
業「
小
さ
な

集
落
活
性
化
事
業
」を
活
用
し
て
集
落
再
生
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
１
名
を
採
用
。北
部
地
区
の
取
り

組
み
を
地
域
再
生
モ
デ
ル
と
す
べ
く
支
援
す
る

と
と
も
に
他
地
域
へ
の
横
展
開
を
目
指
し
た
い
。

○
地
方
創
生
の
推
進
に
向
け
た
包
括
的
連
携
に

　
関
す
る
協
定
締
結

　
北
川
村
、ウ
テ
ナ
、ウ
エ
ル
シ
ア
３
者
が
連
携

し
、ゆ
ず
を
活
用
し
た
商
品
開
発
と
販
売
、教
育

支
援
や
生
活
支
援
等
に
も
取
り
組
み
、北
川
村
の

課
題
解
決
を
と
お
し
た
地
方
創
生
を
推
進
し
て

い
く
。具
体
的
に
は
、ウ
エ
ル
シ
ア
か
ら
４
月
14

日
に
ユ
ズ
サ
ワ
ー
、５
月
３
日
に
ゆ
ず
シ
ャ
ー

ベ
ッ
ト
を
全
国
で
販
売
開
始
、今
秋
に
は
新
た
に

ゆ
ず
蒟
蒻
ゼ
リ
ー
と
ゆ
ず
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ

ウ
ォ
ー
タ
ー
を
発
売
予
定
。ウ
テ
ナ
に
よ
る「
北

川
学
」の
支
援
と
し
て
、北
川
中
学
校
と
の
連
携

で
開
発
を
進
め
て
い
る
ゆ
ず
石
鹸
を
、ウ
エ
ル
シ

ア
限
定
で
秋
の
全
国
発
売
に
向
け
て
今
年
度
６

回
の
授
業
を
予
定
。初
回
の
６
月
22
日
は
、北
川

中
学
校
の
生
徒
が
よ
ど
や
ド
ラ
ッ
グ
安
芸
駅
前

店
舗
の
見
学
を
行
う
予
定
。今
後
は
生
活
支
援
な

ど
、新
た
に
取
り
組
む
事
業
の
ス
キ
ー
ム
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
、協
議
を
重
ね
て
い
く
。

■
生
活
基
盤
の
整
備
等

○
直
轄
特
定
緊
急
砂
防
事
業

　
平
成
23
年
７
月
19
日
の
台
風
第
６
号
に
よ
る

平
鍋
地
区
大
谷
川
で
の
深
層
崩
壊
に
伴
う
土
石

流
か
ら
10
年
余
り
が
経
過
し
た
本
年
１
月
、直
轄

特
定
緊
急
砂
防
事
業
が
完
成
し
、４
月
24
日
に
村

民
会
館
に
て
完
成
式
典
が
開
催
さ
れ
た
。

　
現
地
の
土
砂
と
セ
メ
ン
ト
を
混
合
し
て
建
設

さ
れ
た
日
本
一
の
高
さ
を
誇
る
砂
防
ソ
イ
ル
セ

メ
ン
ト
堰
堤
を
含
む
３
基
の
砂
防
堰
堤
は
、渓
流

内
に
堆
積
し
て
い
る
今
後
流
出
す
る
恐
れ
の
あ

る
土
砂
の
全
量
約
12
万
立
米
を
一
度
に
捕
捉
す

る
規
模
で
あ
り
、住
民
の
安
全
が
確
保
で
き
た
。

一
方
、近
年
突
発
的
に
発
生
す
る
豪
雨
の
状
況
を

鑑
み
、住
民
が
安
心
し
て
生
活
を
送
る
た
め
に
は

国
や
県
と
の
緊
密
な
連
携
が
必
要
で
あ
る
た
め
、

災
害
発
生
の
危
険
性
が
あ
る
箇
所
の
調
査
な
ど

に
つ
い
て
、国
の
理
解
と
協
力
を
求
め
続
け
る
。

○
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
阿
南
安
芸
自
動
車
道

・「
野
根
安
倉
道
路
」

４
月
28
日
に
安
倉
地
区
の
設
計
説
明
会
、６

月
10
日
に
現
地
説
明
会
が
開
催
。今
年
度
は

一
部
用
地
買
収
に
着
手
す
る
予
定
。

・「
北
川
道
路
１
工
区
」安
倉
〜
和
田
間

３
月
22
日
に
和
田
〜
小
島
間
の
設
計
説
明

会
を
開
催
。地
権
者
と
の
ル
ー
ト
協
議
が
整

い
次
第
、先
行
し
て
用
地
測
量
が
行
わ
れ
る

予
定
。

・「
北
川
道
路
２

－

２
工
区
」和
田
〜
柏
木
間

５
月
26
日
に
柏
木
側
の
和
田
ト
ン
ネ
ル
Ⅱ

工
事
の
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
た
。

○
共
同
社
員
住
宅

　
高
知
県
住
宅
供
給
公
社
に
よ
る
設
計
案
を
基

に
参
画
企
業
と
設
備
等
の
協
議
を
行
い
、５
月
１

日
に
参
画
企
業
と
住
宅
の
管
理
に
関
す
る
協
定

を
締
結
。

　
住
宅
建
設
工
事
は
、県
住
宅
供
給
公
社
に
お
い

て
６
月
２
日
の
入
札
の
結
果
、（
株
）晃
立
と
契
約
、

工
期
は
来
年
３
月
13
日
ま
で
。

　
来
年
４
月
の
入
居
に
向
け
住
宅
建
設
工
事
が

円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、周
辺
住
民
へ
の
事
前
説

明
や
工
事
期
間
中
の
進
捗
報
告
な
ど
を
適
宜

行
っ
て
い
く
。

○
脱
炭
素
先
行
地
域
計
画

　
2
0
5
0
年
に
北
川
村
全
域
で
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

森
林
の
二
酸
化
炭
素
吸
収
量
や
村
内
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
の
把
握
と
現
状
分
析
な
ど
を
行
い

今
年
度
に
策
定
。

　
今
後
、計
画
策
定
に
必
要
な
現
状
分
析
等
の
支

援
業
務
を
６
月
中
に
発
注
。12
月
末
ま
で
に
計
画

を
策
定
し
、来
年
度
以
降
の
小
水
力
発
電
施
設
整

備
等
の
事
業
化
を
目
指
す
。

■
防
災
・
地
震
対
策

○
個
人
住
宅
の
耐
震
化

先
月
末
現
在
申
請
件
数（
令
和
３
年
度
実
績
）

診
断
３
件（
４
件
）、設
計
２
件（
６
件
）、改
修

工
事
１
件（
７
件
、ブ
ロ
ッ
ク
塀
１
件
）

○
老
朽
化
住
宅
の
除
却

先
月
末
現
在
件
数（
令
和
３
年
度
実
績
）

相
談
６
件
、う
ち
申
請
２
件
、完
了
１
件（
５

件
）

制
度
活
用
の
周
知
に
努
め
、地
域
の
住
環
境
の

改
善
・
防
災
対
策
の
向
上
に
取
り
組
む
。

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り

○
き
た
が
わ
ず
〜
っ
と
元
気
計
画

　（
令
和
２
年
３
月
策
定
）

重
点
目
標

・
自
分
の
身
体
の
状
態
に
つ
い
て
知
り
、元
気

に
過
ご
そ
う

・
健
康
的
な
食
生
活
に
関
心
を
持
と
う

重
点
取
組

・
病
気
の
発
生
や
重
症
化
予
防
の
た
め
の
特
定

健
診
の
推
進

　
令
和
３
年
度
の
受
診
率
51
・
4
％
で
前
年

度
比
6
・
9
ポ
イ
ン
ト
増
。中
で
も
集
団
健

診
が
42
・
4
％
で
前
年
度
比
8
・
2
ポ
イ
ン

ト
増
。年
齢
層
別
で
は
、40
歳
以
上
49
歳
以

下
の
受
診
率
61
・
5
％
で
前
年
度
比
21
・
5

ポ
イ
ン
ト
増
。男
性
の
受
診
率
は
56
・
1
％

で
前
年
度
比
13
・
3
ポ
イ
ン
ト
増
と
大
幅
に

増
加
し
て
い
る
。受
診
率
の
増
加
は
、集
団

健
診
前
か
ら
の
個
別
受
診
勧
奨
、集
団
健
診

で
は
受
診
時
間
の
指
定
に
よ
る
待
ち
時
間

の
短
縮
な
ど
様
々
な
工
夫
を
講
じ
た
こ
と

に
あ
る
。今
年
度
も
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、医
療
機
関
で
の
受
診

に
繋
が
る
よ
う
集
団
健
診
終
了
後
の
個
別

受
診
勧
奨
に
注
力
し
て
い
く
。

・
食
生
活
の
改
善
や
低
栄
養
予
防

　
令
和
２
年
度
か
ら
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
拡

充
し
、こ
れ
ま
で
に
54
名
が
利
用
。食
事
の

配
達
は
、福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
社
会
福
祉

協
議
会
職
員
、保
健
福
祉
推
進
員
が
見
守
り

を
兼
ね
て
行
っ
て
い
る
。利
用
者
の
中
に
は
、

実
際
に
体
力
が
回
復
さ
れ
た
方
や
集
い
の

場
へ
の
参
加
に
つ
な
が
っ
た
方
も
い
る
な

ど
、事
業
の
相
乗
効
果
が
表
れ
て
き
て
い
る
。

○
運
動
習
慣
の
定
着
を
図
る
た
め
、筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
教
室
を
保
健
セ
ン
タ
ー
で
６
月
か
ら
、

初
心
者
教
室
を
小
島
集
会
所
で
６
月
か
ら
10
月

初
旬
ま
で
、保
健
セ
ン
タ
ー
で
12
月
か
ら
実
施
。

■
観
光
の
振
興

○
北
川
村「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン

　
３
月
か
ら
５
月
ま
で
の
入
園
者
数
は
3
5
，

7
7
4
人
、前
年
同
期
比
1
5
1
・
2
％
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間（
コ
ロ
ナ
禍
で
の

行
動
制
限
な
し
）の
入
園
者
数
9
，6
1
3
人
、前

回
っ
て
い
る
。コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
社
会
経
済
活

動
の
再
開
に
よ
り
、昨
年
の
よ
う
な
巣
ご
も
り
需

要
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
要
因
と
考
え
て
い

る
。

■
教
育
関
係

○「
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」に
基
づ
く
取
り
組
み

　「
北
川
学
」を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、村
の
基
幹
産

業
で
あ
る
ゆ
ず
や
村
の
歴
史
・
文
化
な
ど
を
活
か

し
た
教
育
活
動
に
よ
り
、こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生

き
抜
く
た
め
の
主
体
性
や
多
様
性
、創
造
性
を
育

む
こ
と
が
で
き
る
子
ど
も
を
育
成
す
る
必
要
が

あ
る
。

○
北
川
村
子
育
て
・
教
育
環
境
整
備

　
今
年
度
上
半
期
に「
村
か
ら
学
校
を
無
く
さ
な

い
た
め
に
！ 

非
常
に
厳
し
く
な
る
こ
れ
か
ら
の

社
会
を
生
き
抜
く
こ
と
が
で
き
る
子
ど
も
を
育

む
た
め
に
！
」と
題
し
、学
習
会
な
ど
に
取
り
組

む
。

　
５
月
24
日
か
ら
村
議
員
を
対
象
と
し
た
学
習

会
を
開
催
。住
民
の
皆
様
に
は
、学
校
運
営
協
議

会
や
保
護
者
会
、Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会
等
の
機
会
を
通

じ
て
保
護
者
の
視
点
か
ら
、ま
た
、「
村
の
将
来
を

語
ら
う
座
談
会
」の
重
点
事
項
と
し
て
広
く
意
見

を
聴
取
し
て
議
論
を
し
、今
年
度
中
に
対
応
可
能

な
教
育
環
境
の
水
準
を
取
り
ま
と
め
る
。

○
中
岡
慎
太
郎
関
係

　
中
岡
慎
太
郎
館
の
昨
年
度
入
館
者
数
は
4
、

4
2
8
人（
前
年
度
3
，7
6
7
人
、＋
18
％
）。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間
は
3
8
1
人（
前

年
度
2
7
8
人
、＋
37
％
）。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
落
ち
着

い
て
き
た
こ
と
か
ら
回
復
傾
向
に
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

○
中
岡
慎
太
郎
館
の
指
定
管
理

　
学
術
的
な
深
化
や
観
光
面
で
の
取
り
組
み
な

ど
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、７
月
１
日
よ
り
指
定
管

理
者
制
度
に
よ
る
運
営
に
移
行
予
定
だ
っ
た
が
、

移
管
事
業
の
項
目
整
理
な
ど
に
想
定
外
の
時
間

を
要
し
て
い
る
た
め
、今
議
会
で
の
補
正
予
算
案

は
見
送
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
。

　
今
後
、速
や
か
な
移
管
業
務
の
項
目
整
理
と
開

館
30
周
年
に
向
け
た
取
り
組
み
を
含
む
運
営
事

業
の
掌
握
に
努
め
、早
期
に
指
定
管
理
者
制
度
に

よ
る
運
営
に
移
行
す
る
よ
う
取
り
組
む
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係

　
以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　
①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　
②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

　
③
火
葬
場
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況（
６
月
１
日
時
点
）

　
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注
状
況

・・ 

一
般
質
問 

・・

物
価
高
騰
に
対
す
る
村
民
支
援
に
つ
い
て

9
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
国

内
経
済
が
停
滞
し
て
３
年
に
な
る
。国
民
生
活
支

援
に
国
、村
も
多
く
の
支
援
策
を
打
ち
出
し
支
援

し
て
き
た
。過
去
の
支
援
策
の
概
要
及
び
そ
の
支

援
策
に
該
当
し
た
件
数
と
額
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
北
川
村
の
予
算
に
計
上
し
て
、対
民
あ
る
い
は

事
業
者
に
対
す
る
事
業
と
し
て
、令
和
２
年
度
、

令
和
３
年
度
含
め
て
７
件
の
対
象
事
業
が
あ
る
。

事
業
費
に
つ
い
て
は
約
１
億
4
，0
0
0
万
強
と

な
る
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
経
済

支
援
事
業（
村
予
算
分
）資
料
提
示
。

9
　
新
聞
報
道
に
よ
る
と
県
議
会
６
月
定
例
会

に
原
油
価
格
や
物
価
の
高
騰
に
対
し
て
36
億
６

千
万
円
を
補
正
計
上
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。今
年

に
入
り
諸
物
価
の
値
上
げ
報
道
が
新
聞
紙
上
を

飾
り
だ
し
、４
月
頃
よ
り
食
料
品
の
価
格
高
騰
が

村
民
生
活
を
直
撃
し
て
い
る
。村
も
早
急
に
こ
の

補
正
財
源
を
活
用
し
村
民
生
活
の
支
援
策
を
打

ち
出
す
考
え
は
な
い
か
そ
の
所
見
を
問
う
。

 

答

　村
長

　
国
で
は
原
油
価
格
の
高
騰
、物
価
高
騰
を
明
確

に
打
ち
出
さ
れ
、県
で
は
６
月
補
正
で
中
小
企
業

等
へ
の
支
援
、農
林
水
産
業
事
業
者
へ
の
支
援
、

飲
食
事
業
者
、公
共
交
通
事
業
者
へ
の
支
援
、生

活
困
窮
者
や
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
な
ど
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。　
ま
た
、施
設
園
芸
農
家
に
対

す
る
燃
油
等
の
購
入
経
費
の
一
部
補
助
、高
知
県

安
心
会
食
推
進
の
店
、飲
食
業
関
係
へ
の
補
填
、

支
援
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
村
と
し
て
も
、物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て
検
討

し
た
上
で
、で
き
れ
ば
９
月
議
会
の
時
期
に
対
処

で
き
る
よ
う
協
議
を
行
い
、村
民
に
満
遍
な
く
経

済
対
策
的
に
対
処
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
る
。

義
務
教
育
費
無
償
化
に
つ
い
て

9
　
村
の
将
来
を
見
据
え
て
こ
こ
数
年
、教
育
制

度
、文
教
施
設
の
在
り
方
、子
育
て
支
援
策
が
検

討
、実
施
さ
れ
て
き
た
。子
育
て
現
役
世
代
に
は
、

医
療
の
無
償
化
拡
充
、ワ
ク
チ
ン
接
種
等
の
補
助
、

通
学
交
通
費
の
補
助
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。

　
い
ま
教
育
制
度
、文
教
施
設
の
在
り
方
が
大
き

く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
が
こ
の
検
討

会
で
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
子
ど
も
達
の
人
数
は
、

移
住
施
策
と
の
関
連
を
鑑
み
て
も
大
き
く
増
加

す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
る
。

　
将
来
に
向
け
て
の
検
討
も
必
要
、併
せ
て「
今
、

現
役
世
代
」の
支
援
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
現
役
世
代
か
ら
も「
い
ま
が
あ
っ
て
の
将
来
」

の
声
が
多
く
あ
る
事
を
踏
ま
え
義
務
教
育
費
無

償
化
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

 

答

　村
長

　
子
育
て
環
境
を
考
え
た
と
き
に
、「
地
域
か
ら

学
校
を
な
く
さ
な
い
」よ
う
に
す
る
こ
と
が
何
よ

り
も
大
切
。学
校
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
一
気

に
地
域
は
寂
れ
、衰
退
に
つ
な
が
る
こ
と
は
村
の

過
去
の
事
例
が
示
し
て
い
る
と
お
り
。ゆ
え
に
北

川
村
か
ら
学
校
を
な
く
さ
な
い
た
め
に
、北
川
村

で
子
育
て
が
し
た
い
、教
育
を
受
け
さ
せ
た
い
と

思
え
る
魅
力
あ
る
子
育
て
環
境
、教
育
環
境
を
整

え
て
い
く
こ
と
が
、将
来
に
向
け
継
続
し
て
取
り

組
む
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

　
今
、取
り
組
ん
で
い
る
子
育
て
施
策
は
、直
接

支
援
の
ほ
か
に
も
学
校
に
お
け
る
教
育
支
援（
小

学
校
３
名
、中
学
校
２
名
の
追
加
教
員
の
配
置
）、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
支
援
員
の
配
置
な
ど
の
教
育
環
境
の

充
実
を
図
っ
て
い
る
。こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、

北
川
村
か
ら
学
校
を
な
く
さ
な
い
た
め
に
15
年

一
貫
教
育
を
推
進
す
る
う
え
で
、地
方
創
生
総
合

戦
略
や
、子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
子
ど

も
た
ち
に
対
す
る
支
援
で
あ
り
、他
市
町
村
に
先

駆
け
て
実
施
し
て
い
る
。

　
全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
教
育
環
境
整
備
、

子
育
て
支
援
な
ど
の
施
策
の
結
果
や
実
績
を
鑑
み

な
が
ら
、北
川
村
の
施
策
へ
反
映
し
て
い
く
こ
と

や
、産
業
構
築
や
福
祉
施
策
な
ど
と
複
合
的
に
手

を
尽
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、公
平
性
や
地
理
的
条
件
に
よ

る
教
育
環
境
の
不
利
益
、不
平
等
な
ど
を
被
る
こ

と
は
可
能
な
限
り
速
や
か
に
克
服
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
、今
後
も
必
要
に
応
じ
対
処
し

て
い
き
た
い
。

　
義
務
教
育
の
無
償
化
が
で
き
れ
ば
非
常
に
す

ば
ら
し
い
だ
ろ
う
と
い
う
認
識
は
あ
る
が
、ど
こ

ま
で
ど
う
で
き
る
の
か
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。村
で
は
教
育
施
策
の
根
幹
を
な
す
た
め
に
、

子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
て
い
る
。そ
の

中
で
検
討
し
、ビ
ジ
ョ
ン
に
盛
り
込
ん
だ
中
で
意

見
を
出
し
合
い
、実
行
し
て
い
く
形
が
望
ま
し
い

と
考
え
る
。

中
岡
慎
太
郎
館
の
指
定
管
理
に
つ
い
て

9
　
中
岡
慎
太
郎
館
の
指
定
管
理
へ
の
移
行
が
、

６
月
議
会
へ
の
上
程
が
出
来
な
い
と
の
報
告
を

全
員
協
議
会
で
受
け
た
が
、理
由
が
よ
く
理
解
で

き
な
い
の
で
、再
度
の
説
明
を
求
め
る
。

 

答

　村
長

　
本
年
２
月
16
日
、中
岡
慎
太
郎
館
の
指
定
管
理

先
と
し
て
想
定
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中
岡
慎

太
郎
先
生
顕
彰
会
か
ら
、指
定
管
理
移
行
後
に
向

け
た
プ
ラ
ン
が
提
示
さ
れ
た
。プ
ラ
ン
の
方
向
性

が
、具
体
的
で
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、今
後
３

月
議
会
で「
北
川
村
中
岡
慎
太
郎
館
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
」を
改
正
し
た
後
、７
月
１

日
か
ら
の
指
定
管
理
移
行
に
向
け
て
６
月
議
会

で
議
決
い
た
だ
け
る
よ
う
に
事
業
計
画
の
内
容
、

予
算
の
詳
細
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
な
ど
を
要

請
し
て
い
た
。

　
一
方
、２
月
24
日
の
議
会
全
員
協
議
会
を
経
て
、

３
月
議
会
で
条
例
の
改
正
に
つ
い
て
議
決
い
た
だ

い
た
。３
月
議
会
終
了
後
か
ら
７
月
か
ら
の
管
理

移
行
に
向
け
て
、教
育
委
員
会
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中

岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会
の
間
で
、事
業
計
画
・
収

支
予
算
等
を
取
り
ま
と
め
る
た
め
調
整
を
続
け
て

き
た
が
、当
初
予
算
で
組
ん
で
い
る
経
費
の
い
ず

れ
が
指
定
管
理
先
へ
移
行
さ
れ
る
の
か
整
理
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
、指
定
管
理
先
に
お
け
る
新

規
事
業
を
含
め
た
事
業
内
容
等
必
要
経
費
の
説
明

が
不
明
瞭
で
あ
っ
た
こ
と
が
課
題
と
し
て
残
っ
た
。

　
今
後
、課
題
の
整
理
を
進
め
、慎
太
郎
館
設
置

の
目
的
を
達
成
で
き
る
体
制
へ
と
準
備
を
進
め

て
い
く
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中
岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会
と
も
、

と
も
に
協
議
し
形
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

北
川
村
例
規
集
に
つ
い
て

9
　
北
川
村
職
員
懲
戒
処
分
の
基
準
等
に
関
す

る
規
程
で
別
表
の
中
に
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
項
目
は
あ
る
が
、パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
他

項
目
が
入
っ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

 

答

　村
長

　
北
川
村
職
員
の
懲
戒
処
分
の
基
準
等
に
関
す

る
規
程
の
別
表
に
は
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
以
外
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
項
目
が
定

め
ら
れ
て
い
な
い
。こ
の
規
程
は
、平
成
22
年
の

施
行
以
降
改
正
し
て
お
ら
ず
、パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
や
妊
娠
・
出
産
・
育
児
休
業
な
ど
、ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
対
処
で
き
る
事
項
を
加
え
る
こ
と
が
で

き
て
い
な
か
っ
た
。職
場
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、職
員
の
や
り
が
い
や
能
力
の

十
分
な
発
揮
を
妨
げ
る
こ
と
に
な
る
。ま
た
、個

人
の
人
権
に
関
わ
る
こ
と
な
の
で
、規
程
の
見
直

し
を
行
い
、公
平
な
処
分
の
基
準
に
改
正
し
て
い

く
。

9
　
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
項
目
で
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
を
受
け
た
者
が
、相
談
で
き
る
窓
口
は

あ
る
か
。ま
た
、そ
れ
が
職
員
に
周
知
さ
れ
て
い

る
か
。

 

答

　村
長

　
現
在
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
相
談
に
対
応

で
き
る
窓
口
は
設
け
て
い
な
い
。職
員
の
労
働
環

境
を
守
る
た
め
に
は
必
要
な
仕
組
み
で
あ
り
、内

部
・
外
部
含
め
て
職
員
が
相
談
し
や
す
い
窓
口
を

検
討
し
、設
置
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。　

ま
た
、相
談
後
に
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
が
で
き

る
体
制
も
あ
わ
せ
て
設
置
し
て
い
く
。

　
規
定
の
改
正
や
相
談
窓
口
を
設
け
職
員
に
周

知
す
る
こ
と
な
ど
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
抑
制
に
も

つ
な
が
っ
て
い
く
。令
和
元
年
度
に
職
員
向
け
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
修
も
行
い
パ
ワ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
て
い
る
が
、

今
後
も
職
員
同
士
が
働
き
や
す
い
労
働
環
境
を

創
っ
て
い
く
た
め
、研
修
周
知
は
欠
か
せ
な
い
こ

と
な
の
で
、定
期
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

加
茂
地
区
の
寄
贈
土
地
の

有
効
活
用
に
つ
い
て

9
　
現
在
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
。

 

答

　村
長

　
平
成
17
年
２
月
に
個
人
か
ら
村
に
寄
贈
。

　
寄
贈
を
受
け
た
土
地
で
は
、平
成
９
年
５
月
に

設
立
さ
れ
た
養
鶏
組
合
に
よ
り
、寄
贈
以
前
か
ら

土
佐
ジ
ロ
ー
の
養
鶏
が
行
わ
れ
て
い
た
。平
成
18

年
４
月
に
は
村
有
地
の
賃
貸
契
約
を
養
鶏
組
合

と
締
結
し
、平
成
30
年
度
ま
で
年
額
で
の
使
用
料

を
徴
収
し
て
い
る
。令
和
元
年
度
に
は
、組
合
か

ら
の
申
出
に
よ
り
年
度
内
に
施
設
を
全
て
撤
去

す
る
こ
と
を
条
件
に
使
用
料
を
免
除
す
る
こ
と

と
し
、年
度
末
の
令
和
２
年
３
月
に
現
地
確
認
の

上
、契
約
を
解
除
し
た
。

9
　
第
２
期
北
川
モ
デ
ル
の
候
補
地
と
な
っ
て

い
る
が
、住
宅
の
整
備（
宅
地
造
成
等
）を
行
い
有

効
活
用
を
す
る
べ
き
だ
と
思
う
。北
川
村
に
住
み

た
い
、住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
生
活
環
境
を
整

備
す
る
為
に
、利
便
性
等
を
考
慮
し
加
茂
地
区
の

土
地
を
有
効
活
用
す
る
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

尾﨑　一マ 議員

 

区
　
分

繰
越
明
許
費

現
年
予
算

総
件
数

925

発
注
件
数

50

完
了
件
数

10

発
注
率

55・
6
％

0・
0
％

完
了
率

11・
1
％

0
・
0
％

令
和
３
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い

て　
地
方
自
治
法
施
行
令
第
1
4
6
条
第
２
項
の
規

定
に
よ
り
、令
和
３
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別

会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
を
調
整
し
た
の
で

報
告
す
る
も
の
。

◇
承
認
◇

村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専

決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
第
1
7
9
条
第
１
項
に
基
づ
き
専

決
処
分
し
た
の
で
同
条
第
3
項
の
規
定
に
よ
り
報

告
し
、承
認
を
求
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
承
認
）

◇
条
例
◇
　

北
川
村
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　
派
遣
を
命
ぜ
ら
れ
た
職
員
等
を
定
数
の
外
に
置

く
こ
と
で
、本
村
の
業
務
に
従
事
す
る
定
数
を
確

保
す
る
も
の
。

　　
全
員
賛
成
　（
原
案
可
決
）

◇
予
算
◇

令
和
４
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）に
つ
い
て

　
４
月
の
定
期
人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
及
び
子

育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
に
要
す
る
経
費

等
を
補
正
し
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
6
，3
6
1

千
円
増
額
し
、予
算
総
額
を
2
，7
2
9
，1
2
2

千
円
と
定
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
原
案
可
決
）

令
和
４
年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

　
道
路
交
通
法
施
行
規
則
改
正
に
伴
う
運
転
前
後

の
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
の
た
め
の
検
知
器
購
入

に
要
す
る
経
費
を
補
正
し
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

2
6
0
千
円
を
増
額
し
、予
算
総
額
を
2
9
，

0
9
5
千
円
と
定
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
原
案
可
決
）

令
和
４
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

　
平
鍋
地
区
の
安
定
的
な
水
道
の
水
量
を
確
保
す

る
た
め
に
行
う
水
道
施
設
水
源
調
査
に
要
す
る
経

費
を
補
正
し
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
2
，5
8
5
千

円
を
増
額
し
、予
算
総
額
を
1
2
7
，2
1
0
千
円

と
定
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
原
案
可
決
）

・・ 

意
見
書 

・・

国
民
の
祝
日「
海
の
日
」の
７
月
20
日
へ
の

固
定
化
を
求
め
る
意
見
書

　
全
員
賛
成
　（
原
案
可
決
）

　
提
出
先
：
内
閣
総
理
大
臣

・・ 

活
動
報
告 

・・

■
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

◎
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
学
習

◇
日
時
　
令
和
４
年
４
月
28
日（
木
）

　
　
　
　
令
和
４
年
5
月
23
日（
月
）

◇
内
容

　
議
会
定
例
会
等
で
活
用
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
に
お
け
る
会
議
シ
ス
テ
ム
の
概
要
及
び

操
作
説
明
を
受
け
、６
月
定
例
会
活
用
に
向
け

て
意
見
交
換
を
行
う
。

■
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

◎
視
察
研
修
に
つ
い
て

◇
日
時
　
令
和
４
年
７
月
８
日（
金
）

◇
内
容

　
常
任
委
員
会
で
７
月
11
日（
月
）か
ら
行
う

視
察
研
修
に
つ
い
て
の
事
前
学
習
を
行
っ
た
。

・・ 

研
修 

・・

■
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
視
察
研
修

◇
日
時
　
令
和
４
年
７
月
11
日（
月
）

◇
内
容

　
熊
本
県
球
磨
村

令
和
２
年
月
７
月
豪
雨
災
害
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
７
月
の
大
雨
に
よ
る
球
磨
川
流
域
の

被
災
状
況
及
び
そ
の
後
の
復
興
状
況
、議
会
の
動

き
に
つ
い
て
研
修
を
お
こ
な
っ
た
。

◇
日
時
　
令
和
４
年
７
月
12
日（
火
）

◇
内
容

鹿
児
島
県
鹿
屋
市
柳
谷
町
内
会（
や
ね
だ
ん
）

地
域
再
生
・
行
政
に
頼
ら
な
い
村
づ
く
り
に
つ

い
て

　
行
政
の
補
助
金
に
頼
ら
ず
住
民
参
加
に
よ
る
地

域
活
性
化（
行
政
に
頼
ら
な
い
村
づ
く
り
）の
取
り

組
み
や
住
民
の
意
識
の
変
化
な
ど
の
関
わ
り
に
つ

い
て
研
修
を
お
こ
な
っ
た
。

・・ 

学
習
会 

・・

■
子
育
て
・
教
育
環
境
整
備
に

　
つ
い
て
の
学
習

◇
日
時
　
令
和
４
年
５
月
24
日（
火
）

　
　
　
　
令
和
４
年
６
月
24
日（
金
）

◇
内
容

・
北
川
村
の
教
育
の
概
要

・
特
徴
的
な
取
り
組
み

・
こ
れ
か
ら
目
指
す
教
育
の
あ
り
方

　
令
和
３
年
度
基
本
計
画
報
告
書
が
作
成
さ
れ
、

保
小
中
学
校
の
取
り
組
み
と
成
果
、こ
れ
か
ら
の

方
向
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
た
め
、学
校
の

教
育
環
境
、教
育
内
容
に
つ
い
て
学
習
を
お
こ

な
っ
た
。

 

答

　村
長

　
宅
地
造
成
を
す
る
場
合
、過
去
に
所
林
で
造
成

地
の
地
盤
補
強
改
修
工
事
が
必
要
に
な
っ
た
こ

と
や
、内
谷
の
村
営
住
宅
地
の
地
下
流
水
に
よ
る

地
盤
沈
下
対
策
な
ど
を
実
施
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　
宅
地
造
成
に
つ
い
て
は
こ
う
し
た
事
案
を
踏

ま
え
た
上
で
、場
所
を
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。加
え
て
宅
地
造
成
の
候
補
地
選
定
に
つ
い
て

は
、中
心
地
か
ら
の
距
離
及
び
土
砂
災
害
、浸
水

被
害
の
危
険
性
な
ど
と
い
っ
た
点
な
ど
を
整
理

し
進
め
て
い
る
。

　
提
案
の
あ
っ
た
当
該
土
地
に
つ
い
て
は
、候
補
地

選
定
の
着
眼
点
か
ら
、第
２
期
北
川
モ
デ
ル
の
ほ
場

地
の
一
つ
と
し
、先
月
25
日
に
基
本
設
計
委
託
業
務

に
よ
っ
て
計
画
平
面
図
の
作
成
が
完
了
し
た
。

　
宅
地
造
成
の
候
補
地
は
、年
内
に
選
定
し
来
年

度
事
業
予
算
の
整
理
・
検
討
を
行
い
、令
和
７
年

度
中
の
造
成
工
事
及
び
分
譲
を
目
指
す
。ま
た
、

途
切
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
準
備
し
、で
き
る

だ
け
短
い
期
間
で
分
譲
に
こ
ぎ
着
け
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

◇
報
告
◇

令
和
３
年
度
北
川
村
一
般
会
計
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
施
行
令
第
1
4
6
条
第
２
項
の
規

定
に
よ
り
、令
和
３
年
度
北
川
村
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書
を
調
整
し
た
の
で
報
告
す
る

も
の
。

平岡　章秀 議員

濵渦　康雄 議員



8
き
　  た
　  が
わ

9
き

た   
が   
わ

年
比
2
0
0
・
3
％
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
カ
フ
ェ
と
パ

ン
工
房
は
、先
月
末
現
在
の
売
上
1
5
、7
3
0

千
円
、前
年
同
月
比
1
1
4
・
1
％
。

○
北
川
村
温
泉

　
３
月
か
ら
５
月
ま
で
の
利
用
者
数
は
4
、

1
2
1
人
、前
年
同
期
比
1
0
5
・
0
％
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
加
え
、高
知
県
東
部

観
光
協
議
会
に
よ
る
５
月
９
日
か
ら
９
月
30
日
ま

で
の「
ひ
が
し
こ
う
ち
誘
客
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」で
の
ク
ー
ポ
ン
付
き
宿
泊
プ
ラ
ン
が
好
評
で
、

感
染
対
策
の
た
め
満
室
と
し
な
い
対
策
を
講
じ
な

が
ら
も
多
く
の
お
客
様
に
ご
利
用
い
た
だ
い
た
。

■
村
の
将
来
を
語
ら
う
座
談
会

　
地
域
の
現
状
と
課
題
を
把
握
し
、早
急
に
対
応

が
必
要
な
事
案
は
年
度
内
に
、検
討
が
必
要
な
事

案
は
来
年
度
に
対
応
で
き
る
よ
う
、７
、８
月
に

開
催
す
る
。北
川
村
を
希
望
が
持
て
る
未
来
へ
と

つ
な
ぎ
、子
ど
も
や
孫
に
引
き
継
ぐ
た
め
、共
に

取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
、積
極
的
な
参
加
を
お

願
い
す
る
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金

　
昨
年
度
の
実
績
は
、8
，0
9
1
件
、6
0
，

8
2
3
千
円（
令
和
２
年
度
7
，9
5
0
件
、

5
9
，9
4
7
千
円
）、令
和
２
年
度
比
で
1
・

5
％
増
。

　
昨
年
度
は
巣
ご
も
り
需
要
も
あ
り
、寄
附
額
が

令
和
２
年
度
を
上
回
る
月
が
多
く
、過
去
最
高
と

な
っ
た
。

　
今
年
度
は
、先
月
末
現
在
で
7
3
4
件
、6
、

1
0
9
千
円（
前
年
度
同
期
9
1
0
件
、6
，

7
3
6
千
円（
▲
9
・
3
％
）と
昨
年
を
僅
か
に
下

　
令
和
４
年
６
月
定
例
議
会
は
、６
月
16
日
に
開

会
し
報
告
２
件
、承
認
１
件
、条
例
改
定
、令
和
４

年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て
の
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
17
日
に
は
、４
氏
が
５
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、

閉
会
し
ま
し
た
。

・・ 

行
政
報
告 

・・（
抜
粋
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　
今
後
の
感
染
状
況
は
、感
染
力
が
よ
り
強
い
と

さ
れ
る「
B
A
・
2
」な
ど
、オ
ミ
ク
ロ
ン
株
派
生

型
へ
の
置
き
換
わ
り
等
に
よ
る
増
加
要
因
と
、３

回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
等
に
よ
る
抑
制
要
因
に

左
右
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

○
４
回
目
ワ
ク
チ
ン
接
種
開
始

・
接
種
対
象
者

60
歳
以
上
の
方（
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

か
ら
５
か
月
が
経
過
）、18
歳
以
上
で
基
礎

疾
患
が
あ
る
方
等

・
中
芸
管
内
接
種
予
定

８
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
集
団
接
種
に
て

対
応
予
定

・
高
齢
者
の
３
回
目
接
種
率

先
月
末
現
在
81
・
7
％

重
症
化
予
防
の
た
め
に
も
３
回
目
、４
回
目

の
接
種
に
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
。

○
マ
ス
ク
の
着
用

　
屋
内
で
2
m
以
上
の
距
離
を
確
保
し
会
話
を

ほ
と
ん
ど
行
わ
な
い
場
合
や
、屋
外
で
2
m
以
上

の
距
離
を
確
保
し
て
い
る
場
合
は
マ
ス
ク
着
用

の
必
要
は
な
い
と
の
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
る

が
、村
と
し
て
は
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
高
齢
者

が
多
い
こ
と
か
ら
、こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、３
密

の
回
避
や
手
指
消
毒
な
ど
の
基
本
的
な
感
染
防

止
対
策
を
お
願
い
す
る
。

■
第
一
次
産
業
の
振
興

○
産
業
行
動
構
築
プ
ラ
ン
の
策
定

　
今
年
度
に
農
業
研
修
を
卒
業
す
る
３
名
に
つ

い
て
卒
業
後
８
年
間
の
事
業
計
画
書
を
作
成
し
、

そ
の
計
画
書
を
参
考
に
経
営
モ
デ
ル
及
び
園
地

配
分
モ
デ
ル
も
作
成
す
る
。事
業
計
画
書
の
作
成

に
あ
た
り
、研
修
生
の
現
時
点
で
の
技
術
力
や
今

後
の
園
地
の
取
得
見
込
み
及
び
収
量
の
見
通
し

な
ど
に
つ
い
て
、指
導
農
家
か
ら
の
助
言
と
、就

農
に
向
け
た
準
備
等
を
共
通
認
識
の
基
で
進
め

る
た
め
３
者
面
談
を
行
う
。経
営
モ
デ
ル
及
び
園

地
配
分
モ
デ
ル
の
作
成
に
加
え
、起
業
家
農
業
者

と
し
て
技
術
を
習
得
で
き
る
具
体
的
な
研
修
内

容
を
組
み
込
ん
だ
農
業
研
修
モ
デ
ル
も
９
月
を

目
標
に
作
成
予
定
。

○
野
友
地
区
の
ほ
場
整
備

　
農
道
、水
路
の
整
備
に
伴
う
農
地
面
積
の
減
少

（
共
同
減
歩
）に
つ
い
て
、事
業
参
加
者
へ
の
個
別

説
明
を
行
い
全
地
権
者
の
理
解
を
得
た
。今
後
、

事
業
参
加
者
へ
の
説
明
会
を
開
催
し
、換
地
原
案

の
作
成
、施
工
同
意
承
諾
を
得
る
な
ど
今
年
９
月

の
着
工
に
向
け
た
作
業
を
進
め
る
。

○
北
部
地
区
地
域
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
地
区
住
民
が
主
体
と
な
り
、ゆ
ず
園
地
の
情
報

整
理
に
よ
る
若
い
担
い
手
へ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や

ゆ
ず
収
穫
体
験
、ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
で
の
苔

ビ
ジ
ネ
ス
化
等
で
一
定
の
実
績
が
あ
が
っ
て
い

る
。こ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
展
開
す
る
た
め
、

企
画
立
案
や
運
営
面
な
ど
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
牽

引
で
き
る
人
材
の
確
保
等
に
つ
い
て
地
区
か
ら

要
望
が
あ
っ
た
。村
と
し
て
は
、地
域
活
動
の
持

続
に
つ
な
が
る
基
盤
づ
く
り
と
発
展
を
支
援
す

る
た
め
、今
年
度
創
設
さ
れ
た
県
事
業「
小
さ
な

集
落
活
性
化
事
業
」を
活
用
し
て
集
落
再
生
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
１
名
を
採
用
。北
部
地
区
の
取
り

組
み
を
地
域
再
生
モ
デ
ル
と
す
べ
く
支
援
す
る

と
と
も
に
他
地
域
へ
の
横
展
開
を
目
指
し
た
い
。

○
地
方
創
生
の
推
進
に
向
け
た
包
括
的
連
携
に

　
関
す
る
協
定
締
結

　
北
川
村
、ウ
テ
ナ
、ウ
エ
ル
シ
ア
３
者
が
連
携

し
、ゆ
ず
を
活
用
し
た
商
品
開
発
と
販
売
、教
育

支
援
や
生
活
支
援
等
に
も
取
り
組
み
、北
川
村
の

課
題
解
決
を
と
お
し
た
地
方
創
生
を
推
進
し
て

い
く
。具
体
的
に
は
、ウ
エ
ル
シ
ア
か
ら
４
月
14

日
に
ユ
ズ
サ
ワ
ー
、５
月
３
日
に
ゆ
ず
シ
ャ
ー

ベ
ッ
ト
を
全
国
で
販
売
開
始
、今
秋
に
は
新
た
に

ゆ
ず
蒟
蒻
ゼ
リ
ー
と
ゆ
ず
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ

ウ
ォ
ー
タ
ー
を
発
売
予
定
。ウ
テ
ナ
に
よ
る「
北

川
学
」の
支
援
と
し
て
、北
川
中
学
校
と
の
連
携

で
開
発
を
進
め
て
い
る
ゆ
ず
石
鹸
を
、ウ
エ
ル
シ

ア
限
定
で
秋
の
全
国
発
売
に
向
け
て
今
年
度
６

回
の
授
業
を
予
定
。初
回
の
６
月
22
日
は
、北
川

中
学
校
の
生
徒
が
よ
ど
や
ド
ラ
ッ
グ
安
芸
駅
前

店
舗
の
見
学
を
行
う
予
定
。今
後
は
生
活
支
援
な

ど
、新
た
に
取
り
組
む
事
業
の
ス
キ
ー
ム
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
、協
議
を
重
ね
て
い
く
。

■
生
活
基
盤
の
整
備
等

○
直
轄
特
定
緊
急
砂
防
事
業

　
平
成
23
年
７
月
19
日
の
台
風
第
６
号
に
よ
る

平
鍋
地
区
大
谷
川
で
の
深
層
崩
壊
に
伴
う
土
石

流
か
ら
10
年
余
り
が
経
過
し
た
本
年
１
月
、直
轄

特
定
緊
急
砂
防
事
業
が
完
成
し
、４
月
24
日
に
村

民
会
館
に
て
完
成
式
典
が
開
催
さ
れ
た
。

　
現
地
の
土
砂
と
セ
メ
ン
ト
を
混
合
し
て
建
設

さ
れ
た
日
本
一
の
高
さ
を
誇
る
砂
防
ソ
イ
ル
セ

メ
ン
ト
堰
堤
を
含
む
３
基
の
砂
防
堰
堤
は
、渓
流

内
に
堆
積
し
て
い
る
今
後
流
出
す
る
恐
れ
の
あ

る
土
砂
の
全
量
約
12
万
立
米
を
一
度
に
捕
捉
す

る
規
模
で
あ
り
、住
民
の
安
全
が
確
保
で
き
た
。

一
方
、近
年
突
発
的
に
発
生
す
る
豪
雨
の
状
況
を

鑑
み
、住
民
が
安
心
し
て
生
活
を
送
る
た
め
に
は

国
や
県
と
の
緊
密
な
連
携
が
必
要
で
あ
る
た
め
、

災
害
発
生
の
危
険
性
が
あ
る
箇
所
の
調
査
な
ど

に
つ
い
て
、国
の
理
解
と
協
力
を
求
め
続
け
る
。

○
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
阿
南
安
芸
自
動
車
道

・「
野
根
安
倉
道
路
」

４
月
28
日
に
安
倉
地
区
の
設
計
説
明
会
、６

月
10
日
に
現
地
説
明
会
が
開
催
。今
年
度
は

一
部
用
地
買
収
に
着
手
す
る
予
定
。

・「
北
川
道
路
１
工
区
」安
倉
〜
和
田
間

３
月
22
日
に
和
田
〜
小
島
間
の
設
計
説
明

会
を
開
催
。地
権
者
と
の
ル
ー
ト
協
議
が
整

い
次
第
、先
行
し
て
用
地
測
量
が
行
わ
れ
る

予
定
。

・「
北
川
道
路
２

－

２
工
区
」和
田
〜
柏
木
間

５
月
26
日
に
柏
木
側
の
和
田
ト
ン
ネ
ル
Ⅱ

工
事
の
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
た
。

○
共
同
社
員
住
宅

　
高
知
県
住
宅
供
給
公
社
に
よ
る
設
計
案
を
基

に
参
画
企
業
と
設
備
等
の
協
議
を
行
い
、５
月
１

日
に
参
画
企
業
と
住
宅
の
管
理
に
関
す
る
協
定

を
締
結
。

　
住
宅
建
設
工
事
は
、県
住
宅
供
給
公
社
に
お
い

て
６
月
２
日
の
入
札
の
結
果
、（
株
）晃
立
と
契
約
、

工
期
は
来
年
３
月
13
日
ま
で
。

　
来
年
４
月
の
入
居
に
向
け
住
宅
建
設
工
事
が

円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、周
辺
住
民
へ
の
事
前
説

明
や
工
事
期
間
中
の
進
捗
報
告
な
ど
を
適
宜

行
っ
て
い
く
。

○
脱
炭
素
先
行
地
域
計
画

　
2
0
5
0
年
に
北
川
村
全
域
で
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

森
林
の
二
酸
化
炭
素
吸
収
量
や
村
内
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
の
把
握
と
現
状
分
析
な
ど
を
行
い

今
年
度
に
策
定
。

　
今
後
、計
画
策
定
に
必
要
な
現
状
分
析
等
の
支

援
業
務
を
６
月
中
に
発
注
。12
月
末
ま
で
に
計
画

を
策
定
し
、来
年
度
以
降
の
小
水
力
発
電
施
設
整

備
等
の
事
業
化
を
目
指
す
。

■
防
災
・
地
震
対
策

○
個
人
住
宅
の
耐
震
化

先
月
末
現
在
申
請
件
数（
令
和
３
年
度
実
績
）

診
断
３
件（
４
件
）、設
計
２
件（
６
件
）、改
修

工
事
１
件（
７
件
、ブ
ロ
ッ
ク
塀
１
件
）

○
老
朽
化
住
宅
の
除
却

先
月
末
現
在
件
数（
令
和
３
年
度
実
績
）

相
談
６
件
、う
ち
申
請
２
件
、完
了
１
件（
５

件
）

制
度
活
用
の
周
知
に
努
め
、地
域
の
住
環
境
の

改
善
・
防
災
対
策
の
向
上
に
取
り
組
む
。

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り

○
き
た
が
わ
ず
〜
っ
と
元
気
計
画

　（
令
和
２
年
３
月
策
定
）

重
点
目
標

・
自
分
の
身
体
の
状
態
に
つ
い
て
知
り
、元
気

に
過
ご
そ
う

・
健
康
的
な
食
生
活
に
関
心
を
持
と
う

重
点
取
組

・
病
気
の
発
生
や
重
症
化
予
防
の
た
め
の
特
定

健
診
の
推
進

　
令
和
３
年
度
の
受
診
率
51
・
4
％
で
前
年

度
比
6
・
9
ポ
イ
ン
ト
増
。中
で
も
集
団
健

診
が
42
・
4
％
で
前
年
度
比
8
・
2
ポ
イ
ン

ト
増
。年
齢
層
別
で
は
、40
歳
以
上
49
歳
以

下
の
受
診
率
61
・
5
％
で
前
年
度
比
21
・
5

ポ
イ
ン
ト
増
。男
性
の
受
診
率
は
56
・
1
％

で
前
年
度
比
13
・
3
ポ
イ
ン
ト
増
と
大
幅
に

増
加
し
て
い
る
。受
診
率
の
増
加
は
、集
団

健
診
前
か
ら
の
個
別
受
診
勧
奨
、集
団
健
診

で
は
受
診
時
間
の
指
定
に
よ
る
待
ち
時
間

の
短
縮
な
ど
様
々
な
工
夫
を
講
じ
た
こ
と

に
あ
る
。今
年
度
も
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、医
療
機
関
で
の
受
診

に
繋
が
る
よ
う
集
団
健
診
終
了
後
の
個
別

受
診
勧
奨
に
注
力
し
て
い
く
。

・
食
生
活
の
改
善
や
低
栄
養
予
防

　
令
和
２
年
度
か
ら
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
拡

充
し
、こ
れ
ま
で
に
54
名
が
利
用
。食
事
の

配
達
は
、福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
社
会
福
祉

協
議
会
職
員
、保
健
福
祉
推
進
員
が
見
守
り

を
兼
ね
て
行
っ
て
い
る
。利
用
者
の
中
に
は
、

実
際
に
体
力
が
回
復
さ
れ
た
方
や
集
い
の

場
へ
の
参
加
に
つ
な
が
っ
た
方
も
い
る
な

ど
、事
業
の
相
乗
効
果
が
表
れ
て
き
て
い
る
。

○
運
動
習
慣
の
定
着
を
図
る
た
め
、筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
教
室
を
保
健
セ
ン
タ
ー
で
６
月
か
ら
、

初
心
者
教
室
を
小
島
集
会
所
で
６
月
か
ら
10
月

初
旬
ま
で
、保
健
セ
ン
タ
ー
で
12
月
か
ら
実
施
。

■
観
光
の
振
興

○
北
川
村「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン

　
３
月
か
ら
５
月
ま
で
の
入
園
者
数
は
3
5
，

7
7
4
人
、前
年
同
期
比
1
5
1
・
2
％
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間（
コ
ロ
ナ
禍
で
の

行
動
制
限
な
し
）の
入
園
者
数
9
，6
1
3
人
、前

回
っ
て
い
る
。コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
社
会
経
済
活

動
の
再
開
に
よ
り
、昨
年
の
よ
う
な
巣
ご
も
り
需

要
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
要
因
と
考
え
て
い

る
。

■
教
育
関
係

○「
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」に
基
づ
く
取
り
組
み

　「
北
川
学
」を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、村
の
基
幹
産

業
で
あ
る
ゆ
ず
や
村
の
歴
史
・
文
化
な
ど
を
活
か

し
た
教
育
活
動
に
よ
り
、こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生

き
抜
く
た
め
の
主
体
性
や
多
様
性
、創
造
性
を
育

む
こ
と
が
で
き
る
子
ど
も
を
育
成
す
る
必
要
が

あ
る
。

○
北
川
村
子
育
て
・
教
育
環
境
整
備

　
今
年
度
上
半
期
に「
村
か
ら
学
校
を
無
く
さ
な

い
た
め
に
！ 

非
常
に
厳
し
く
な
る
こ
れ
か
ら
の

社
会
を
生
き
抜
く
こ
と
が
で
き
る
子
ど
も
を
育

む
た
め
に
！
」と
題
し
、学
習
会
な
ど
に
取
り
組

む
。

　
５
月
24
日
か
ら
村
議
員
を
対
象
と
し
た
学
習

会
を
開
催
。住
民
の
皆
様
に
は
、学
校
運
営
協
議

会
や
保
護
者
会
、Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会
等
の
機
会
を
通

じ
て
保
護
者
の
視
点
か
ら
、ま
た
、「
村
の
将
来
を

語
ら
う
座
談
会
」の
重
点
事
項
と
し
て
広
く
意
見

を
聴
取
し
て
議
論
を
し
、今
年
度
中
に
対
応
可
能

な
教
育
環
境
の
水
準
を
取
り
ま
と
め
る
。

○
中
岡
慎
太
郎
関
係

　
中
岡
慎
太
郎
館
の
昨
年
度
入
館
者
数
は
4
、

4
2
8
人（
前
年
度
3
，7
6
7
人
、＋
18
％
）。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間
は
3
8
1
人（
前

年
度
2
7
8
人
、＋
37
％
）。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
落
ち
着

い
て
き
た
こ
と
か
ら
回
復
傾
向
に
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

○
中
岡
慎
太
郎
館
の
指
定
管
理

　
学
術
的
な
深
化
や
観
光
面
で
の
取
り
組
み
な

ど
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、７
月
１
日
よ
り
指
定
管

理
者
制
度
に
よ
る
運
営
に
移
行
予
定
だ
っ
た
が
、

移
管
事
業
の
項
目
整
理
な
ど
に
想
定
外
の
時
間

を
要
し
て
い
る
た
め
、今
議
会
で
の
補
正
予
算
案

は
見
送
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
。

　
今
後
、速
や
か
な
移
管
業
務
の
項
目
整
理
と
開

館
30
周
年
に
向
け
た
取
り
組
み
を
含
む
運
営
事

業
の
掌
握
に
努
め
、早
期
に
指
定
管
理
者
制
度
に

よ
る
運
営
に
移
行
す
る
よ
う
取
り
組
む
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係

　
以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　
①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　
②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

　
③
火
葬
場
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況（
６
月
１
日
時
点
）

　
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注
状
況

・・ 

一
般
質
問 

・・

物
価
高
騰
に
対
す
る
村
民
支
援
に
つ
い
て

9
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
国

内
経
済
が
停
滞
し
て
３
年
に
な
る
。国
民
生
活
支

援
に
国
、村
も
多
く
の
支
援
策
を
打
ち
出
し
支
援

し
て
き
た
。過
去
の
支
援
策
の
概
要
及
び
そ
の
支

援
策
に
該
当
し
た
件
数
と
額
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
北
川
村
の
予
算
に
計
上
し
て
、対
民
あ
る
い
は

事
業
者
に
対
す
る
事
業
と
し
て
、令
和
２
年
度
、

令
和
３
年
度
含
め
て
７
件
の
対
象
事
業
が
あ
る
。

事
業
費
に
つ
い
て
は
約
１
億
4
，0
0
0
万
強
と

な
る
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
経
済

支
援
事
業（
村
予
算
分
）資
料
提
示
。

9
　
新
聞
報
道
に
よ
る
と
県
議
会
６
月
定
例
会

に
原
油
価
格
や
物
価
の
高
騰
に
対
し
て
36
億
６

千
万
円
を
補
正
計
上
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。今
年

に
入
り
諸
物
価
の
値
上
げ
報
道
が
新
聞
紙
上
を

飾
り
だ
し
、４
月
頃
よ
り
食
料
品
の
価
格
高
騰
が

村
民
生
活
を
直
撃
し
て
い
る
。村
も
早
急
に
こ
の

補
正
財
源
を
活
用
し
村
民
生
活
の
支
援
策
を
打

ち
出
す
考
え
は
な
い
か
そ
の
所
見
を
問
う
。

 

答

　村
長

　
国
で
は
原
油
価
格
の
高
騰
、物
価
高
騰
を
明
確

に
打
ち
出
さ
れ
、県
で
は
６
月
補
正
で
中
小
企
業

等
へ
の
支
援
、農
林
水
産
業
事
業
者
へ
の
支
援
、

飲
食
事
業
者
、公
共
交
通
事
業
者
へ
の
支
援
、生

活
困
窮
者
や
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
な
ど
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。　
ま
た
、施
設
園
芸
農
家
に
対

す
る
燃
油
等
の
購
入
経
費
の
一
部
補
助
、高
知
県

安
心
会
食
推
進
の
店
、飲
食
業
関
係
へ
の
補
填
、

支
援
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
村
と
し
て
も
、物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て
検
討

し
た
上
で
、で
き
れ
ば
９
月
議
会
の
時
期
に
対
処

で
き
る
よ
う
協
議
を
行
い
、村
民
に
満
遍
な
く
経

済
対
策
的
に
対
処
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
る
。

義
務
教
育
費
無
償
化
に
つ
い
て

9
　
村
の
将
来
を
見
据
え
て
こ
こ
数
年
、教
育
制

度
、文
教
施
設
の
在
り
方
、子
育
て
支
援
策
が
検

討
、実
施
さ
れ
て
き
た
。子
育
て
現
役
世
代
に
は
、

医
療
の
無
償
化
拡
充
、ワ
ク
チ
ン
接
種
等
の
補
助
、

通
学
交
通
費
の
補
助
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。

　
い
ま
教
育
制
度
、文
教
施
設
の
在
り
方
が
大
き

く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
が
こ
の
検
討

会
で
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
子
ど
も
達
の
人
数
は
、

移
住
施
策
と
の
関
連
を
鑑
み
て
も
大
き
く
増
加

す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
る
。

　
将
来
に
向
け
て
の
検
討
も
必
要
、併
せ
て「
今
、

現
役
世
代
」の
支
援
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
現
役
世
代
か
ら
も「
い
ま
が
あ
っ
て
の
将
来
」

の
声
が
多
く
あ
る
事
を
踏
ま
え
義
務
教
育
費
無

償
化
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

 
答

　村
長

　
子
育
て
環
境
を
考
え
た
と
き
に
、「
地
域
か
ら

学
校
を
な
く
さ
な
い
」よ
う
に
す
る
こ
と
が
何
よ

り
も
大
切
。学
校
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
一
気

に
地
域
は
寂
れ
、衰
退
に
つ
な
が
る
こ
と
は
村
の

過
去
の
事
例
が
示
し
て
い
る
と
お
り
。ゆ
え
に
北

川
村
か
ら
学
校
を
な
く
さ
な
い
た
め
に
、北
川
村

で
子
育
て
が
し
た
い
、教
育
を
受
け
さ
せ
た
い
と

思
え
る
魅
力
あ
る
子
育
て
環
境
、教
育
環
境
を
整

え
て
い
く
こ
と
が
、将
来
に
向
け
継
続
し
て
取
り

組
む
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

　
今
、取
り
組
ん
で
い
る
子
育
て
施
策
は
、直
接

支
援
の
ほ
か
に
も
学
校
に
お
け
る
教
育
支
援（
小

学
校
３
名
、中
学
校
２
名
の
追
加
教
員
の
配
置
）、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
支
援
員
の
配
置
な
ど
の
教
育
環
境
の

充
実
を
図
っ
て
い
る
。こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、

北
川
村
か
ら
学
校
を
な
く
さ
な
い
た
め
に
15
年

一
貫
教
育
を
推
進
す
る
う
え
で
、地
方
創
生
総
合

戦
略
や
、子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
子
ど

も
た
ち
に
対
す
る
支
援
で
あ
り
、他
市
町
村
に
先

駆
け
て
実
施
し
て
い
る
。

　
全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
教
育
環
境
整
備
、

子
育
て
支
援
な
ど
の
施
策
の
結
果
や
実
績
を
鑑
み

な
が
ら
、北
川
村
の
施
策
へ
反
映
し
て
い
く
こ
と

や
、産
業
構
築
や
福
祉
施
策
な
ど
と
複
合
的
に
手

を
尽
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、公
平
性
や
地
理
的
条
件
に
よ

る
教
育
環
境
の
不
利
益
、不
平
等
な
ど
を
被
る
こ

と
は
可
能
な
限
り
速
や
か
に
克
服
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
、今
後
も
必
要
に
応
じ
対
処
し

て
い
き
た
い
。

　
義
務
教
育
の
無
償
化
が
で
き
れ
ば
非
常
に
す

ば
ら
し
い
だ
ろ
う
と
い
う
認
識
は
あ
る
が
、ど
こ

ま
で
ど
う
で
き
る
の
か
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。村
で
は
教
育
施
策
の
根
幹
を
な
す
た
め
に
、

子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
て
い
る
。そ
の

中
で
検
討
し
、ビ
ジ
ョ
ン
に
盛
り
込
ん
だ
中
で
意

見
を
出
し
合
い
、実
行
し
て
い
く
形
が
望
ま
し
い

と
考
え
る
。

中
岡
慎
太
郎
館
の
指
定
管
理
に
つ
い
て

9
　
中
岡
慎
太
郎
館
の
指
定
管
理
へ
の
移
行
が
、

６
月
議
会
へ
の
上
程
が
出
来
な
い
と
の
報
告
を

全
員
協
議
会
で
受
け
た
が
、理
由
が
よ
く
理
解
で

き
な
い
の
で
、再
度
の
説
明
を
求
め
る
。

 

答

　村
長

　
本
年
２
月
16
日
、中
岡
慎
太
郎
館
の
指
定
管
理

先
と
し
て
想
定
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中
岡
慎

太
郎
先
生
顕
彰
会
か
ら
、指
定
管
理
移
行
後
に
向

け
た
プ
ラ
ン
が
提
示
さ
れ
た
。プ
ラ
ン
の
方
向
性

が
、具
体
的
で
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、今
後
３

月
議
会
で「
北
川
村
中
岡
慎
太
郎
館
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
」を
改
正
し
た
後
、７
月
１

日
か
ら
の
指
定
管
理
移
行
に
向
け
て
６
月
議
会

で
議
決
い
た
だ
け
る
よ
う
に
事
業
計
画
の
内
容
、

予
算
の
詳
細
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
な
ど
を
要

請
し
て
い
た
。

　
一
方
、２
月
24
日
の
議
会
全
員
協
議
会
を
経
て
、

３
月
議
会
で
条
例
の
改
正
に
つ
い
て
議
決
い
た
だ

い
た
。３
月
議
会
終
了
後
か
ら
７
月
か
ら
の
管
理

移
行
に
向
け
て
、教
育
委
員
会
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中

岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会
の
間
で
、事
業
計
画
・
収

支
予
算
等
を
取
り
ま
と
め
る
た
め
調
整
を
続
け
て

き
た
が
、当
初
予
算
で
組
ん
で
い
る
経
費
の
い
ず

れ
が
指
定
管
理
先
へ
移
行
さ
れ
る
の
か
整
理
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
、指
定
管
理
先
に
お
け
る
新

規
事
業
を
含
め
た
事
業
内
容
等
必
要
経
費
の
説
明

が
不
明
瞭
で
あ
っ
た
こ
と
が
課
題
と
し
て
残
っ
た
。

　
今
後
、課
題
の
整
理
を
進
め
、慎
太
郎
館
設
置

の
目
的
を
達
成
で
き
る
体
制
へ
と
準
備
を
進
め

て
い
く
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中
岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会
と
も
、

と
も
に
協
議
し
形
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

北
川
村
例
規
集
に
つ
い
て

9
　
北
川
村
職
員
懲
戒
処
分
の
基
準
等
に
関
す

る
規
程
で
別
表
の
中
に
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
項
目
は
あ
る
が
、パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
他

項
目
が
入
っ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

 

答

　村
長

　
北
川
村
職
員
の
懲
戒
処
分
の
基
準
等
に
関
す

る
規
程
の
別
表
に
は
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
以
外
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
項
目
が
定

め
ら
れ
て
い
な
い
。こ
の
規
程
は
、平
成
22
年
の

施
行
以
降
改
正
し
て
お
ら
ず
、パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
や
妊
娠
・
出
産
・
育
児
休
業
な
ど
、ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
対
処
で
き
る
事
項
を
加
え
る
こ
と
が
で

き
て
い
な
か
っ
た
。職
場
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、職
員
の
や
り
が
い
や
能
力
の

十
分
な
発
揮
を
妨
げ
る
こ
と
に
な
る
。ま
た
、個

人
の
人
権
に
関
わ
る
こ
と
な
の
で
、規
程
の
見
直

し
を
行
い
、公
平
な
処
分
の
基
準
に
改
正
し
て
い

く
。

9
　
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
項
目
で
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
を
受
け
た
者
が
、相
談
で
き
る
窓
口
は

あ
る
か
。ま
た
、そ
れ
が
職
員
に
周
知
さ
れ
て
い

る
か
。

 

答

　村
長

　
現
在
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
相
談
に
対
応

で
き
る
窓
口
は
設
け
て
い
な
い
。職
員
の
労
働
環

境
を
守
る
た
め
に
は
必
要
な
仕
組
み
で
あ
り
、内

部
・
外
部
含
め
て
職
員
が
相
談
し
や
す
い
窓
口
を

検
討
し
、設
置
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。　

ま
た
、相
談
後
に
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
が
で
き

る
体
制
も
あ
わ
せ
て
設
置
し
て
い
く
。

　
規
定
の
改
正
や
相
談
窓
口
を
設
け
職
員
に
周

知
す
る
こ
と
な
ど
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
抑
制
に
も

つ
な
が
っ
て
い
く
。令
和
元
年
度
に
職
員
向
け
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
修
も
行
い
パ
ワ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
て
い
る
が
、

今
後
も
職
員
同
士
が
働
き
や
す
い
労
働
環
境
を

創
っ
て
い
く
た
め
、研
修
周
知
は
欠
か
せ
な
い
こ

と
な
の
で
、定
期
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

加
茂
地
区
の
寄
贈
土
地
の

有
効
活
用
に
つ
い
て

9
　
現
在
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
。

 

答

　村
長

　
平
成
17
年
２
月
に
個
人
か
ら
村
に
寄
贈
。

　
寄
贈
を
受
け
た
土
地
で
は
、平
成
９
年
５
月
に

設
立
さ
れ
た
養
鶏
組
合
に
よ
り
、寄
贈
以
前
か
ら

土
佐
ジ
ロ
ー
の
養
鶏
が
行
わ
れ
て
い
た
。平
成
18

年
４
月
に
は
村
有
地
の
賃
貸
契
約
を
養
鶏
組
合

と
締
結
し
、平
成
30
年
度
ま
で
年
額
で
の
使
用
料

を
徴
収
し
て
い
る
。令
和
元
年
度
に
は
、組
合
か

ら
の
申
出
に
よ
り
年
度
内
に
施
設
を
全
て
撤
去

す
る
こ
と
を
条
件
に
使
用
料
を
免
除
す
る
こ
と

と
し
、年
度
末
の
令
和
２
年
３
月
に
現
地
確
認
の

上
、契
約
を
解
除
し
た
。

9
　
第
２
期
北
川
モ
デ
ル
の
候
補
地
と
な
っ
て

い
る
が
、住
宅
の
整
備（
宅
地
造
成
等
）を
行
い
有

効
活
用
を
す
る
べ
き
だ
と
思
う
。北
川
村
に
住
み

た
い
、住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
生
活
環
境
を
整

備
す
る
為
に
、利
便
性
等
を
考
慮
し
加
茂
地
区
の

土
地
を
有
効
活
用
す
る
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

尾﨑　一マ 議員

 

区
　
分

繰
越
明
許
費

現
年
予
算

総
件
数

925

発
注
件
数

50

完
了
件
数

10

発
注
率

55・
6
％

0・
0
％

完
了
率

11・
1
％

0
・
0
％

令
和
３
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い

て　
地
方
自
治
法
施
行
令
第
1
4
6
条
第
２
項
の
規

定
に
よ
り
、令
和
３
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別

会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
を
調
整
し
た
の
で

報
告
す
る
も
の
。

◇
承
認
◇

村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専

決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
第
1
7
9
条
第
１
項
に
基
づ
き
専

決
処
分
し
た
の
で
同
条
第
3
項
の
規
定
に
よ
り
報

告
し
、承
認
を
求
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
承
認
）

◇
条
例
◇
　

北
川
村
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　
派
遣
を
命
ぜ
ら
れ
た
職
員
等
を
定
数
の
外
に
置

く
こ
と
で
、本
村
の
業
務
に
従
事
す
る
定
数
を
確

保
す
る
も
の
。

　　
全
員
賛
成
　（
原
案
可
決
）

◇
予
算
◇

令
和
４
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）に
つ
い
て

　
４
月
の
定
期
人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
及
び
子

育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
に
要
す
る
経
費

等
を
補
正
し
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
6
，3
6
1

千
円
増
額
し
、予
算
総
額
を
2
，7
2
9
，1
2
2

千
円
と
定
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
原
案
可
決
）

令
和
４
年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

　
道
路
交
通
法
施
行
規
則
改
正
に
伴
う
運
転
前
後

の
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
の
た
め
の
検
知
器
購
入

に
要
す
る
経
費
を
補
正
し
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

2
6
0
千
円
を
増
額
し
、予
算
総
額
を
2
9
，

0
9
5
千
円
と
定
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
原
案
可
決
）

令
和
４
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

　
平
鍋
地
区
の
安
定
的
な
水
道
の
水
量
を
確
保
す

る
た
め
に
行
う
水
道
施
設
水
源
調
査
に
要
す
る
経

費
を
補
正
し
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
2
，5
8
5
千

円
を
増
額
し
、予
算
総
額
を
1
2
7
，2
1
0
千
円

と
定
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
原
案
可
決
）

・・ 

意
見
書 

・・

国
民
の
祝
日「
海
の
日
」の
７
月
20
日
へ
の

固
定
化
を
求
め
る
意
見
書

　
全
員
賛
成
　（
原
案
可
決
）

　
提
出
先
：
内
閣
総
理
大
臣

・・ 

活
動
報
告 

・・

■
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

◎
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
学
習

◇
日
時
　
令
和
４
年
４
月
28
日（
木
）

　
　
　
　
令
和
４
年
5
月
23
日（
月
）

◇
内
容

　
議
会
定
例
会
等
で
活
用
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
に
お
け
る
会
議
シ
ス
テ
ム
の
概
要
及
び

操
作
説
明
を
受
け
、６
月
定
例
会
活
用
に
向
け

て
意
見
交
換
を
行
う
。

■
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

◎
視
察
研
修
に
つ
い
て

◇
日
時
　
令
和
４
年
７
月
８
日（
金
）

◇
内
容

　
常
任
委
員
会
で
７
月
11
日（
月
）か
ら
行
う

視
察
研
修
に
つ
い
て
の
事
前
学
習
を
行
っ
た
。

・・ 

研
修 

・・

■
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
視
察
研
修

◇
日
時
　
令
和
４
年
７
月
11
日（
月
）

◇
内
容

　
熊
本
県
球
磨
村

令
和
２
年
月
７
月
豪
雨
災
害
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
７
月
の
大
雨
に
よ
る
球
磨
川
流
域
の

被
災
状
況
及
び
そ
の
後
の
復
興
状
況
、議
会
の
動

き
に
つ
い
て
研
修
を
お
こ
な
っ
た
。

◇
日
時
　
令
和
４
年
７
月
12
日（
火
）

◇
内
容

鹿
児
島
県
鹿
屋
市
柳
谷
町
内
会（
や
ね
だ
ん
）

地
域
再
生
・
行
政
に
頼
ら
な
い
村
づ
く
り
に
つ

い
て

　
行
政
の
補
助
金
に
頼
ら
ず
住
民
参
加
に
よ
る
地

域
活
性
化（
行
政
に
頼
ら
な
い
村
づ
く
り
）の
取
り

組
み
や
住
民
の
意
識
の
変
化
な
ど
の
関
わ
り
に
つ

い
て
研
修
を
お
こ
な
っ
た
。

・・ 

学
習
会 

・・

■
子
育
て
・
教
育
環
境
整
備
に

　
つ
い
て
の
学
習

◇
日
時
　
令
和
４
年
５
月
24
日（
火
）

　
　
　
　
令
和
４
年
６
月
24
日（
金
）

◇
内
容

・
北
川
村
の
教
育
の
概
要

・
特
徴
的
な
取
り
組
み

・
こ
れ
か
ら
目
指
す
教
育
の
あ
り
方

　
令
和
３
年
度
基
本
計
画
報
告
書
が
作
成
さ
れ
、

保
小
中
学
校
の
取
り
組
み
と
成
果
、こ
れ
か
ら
の

方
向
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
た
め
、学
校
の

教
育
環
境
、教
育
内
容
に
つ
い
て
学
習
を
お
こ

な
っ
た
。

 

答

　村
長

　
宅
地
造
成
を
す
る
場
合
、過
去
に
所
林
で
造
成

地
の
地
盤
補
強
改
修
工
事
が
必
要
に
な
っ
た
こ

と
や
、内
谷
の
村
営
住
宅
地
の
地
下
流
水
に
よ
る

地
盤
沈
下
対
策
な
ど
を
実
施
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　
宅
地
造
成
に
つ
い
て
は
こ
う
し
た
事
案
を
踏

ま
え
た
上
で
、場
所
を
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。加
え
て
宅
地
造
成
の
候
補
地
選
定
に
つ
い
て

は
、中
心
地
か
ら
の
距
離
及
び
土
砂
災
害
、浸
水

被
害
の
危
険
性
な
ど
と
い
っ
た
点
な
ど
を
整
理

し
進
め
て
い
る
。

　
提
案
の
あ
っ
た
当
該
土
地
に
つ
い
て
は
、候
補
地

選
定
の
着
眼
点
か
ら
、第
２
期
北
川
モ
デ
ル
の
ほ
場

地
の
一
つ
と
し
、先
月
25
日
に
基
本
設
計
委
託
業
務

に
よ
っ
て
計
画
平
面
図
の
作
成
が
完
了
し
た
。

　
宅
地
造
成
の
候
補
地
は
、年
内
に
選
定
し
来
年

度
事
業
予
算
の
整
理
・
検
討
を
行
い
、令
和
７
年

度
中
の
造
成
工
事
及
び
分
譲
を
目
指
す
。ま
た
、

途
切
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
準
備
し
、で
き
る

だ
け
短
い
期
間
で
分
譲
に
こ
ぎ
着
け
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

◇
報
告
◇

令
和
３
年
度
北
川
村
一
般
会
計
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
施
行
令
第
1
4
6
条
第
２
項
の
規

定
に
よ
り
、令
和
３
年
度
北
川
村
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書
を
調
整
し
た
の
で
報
告
す
る

も
の
。

平岡　章秀 議員

濵渦　康雄 議員



10
き
　  た
　  が
わ

11
き

た   
が   
わ

年
比
2
0
0
・
3
％
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
カ
フ
ェ
と
パ

ン
工
房
は
、先
月
末
現
在
の
売
上
1
5
、7
3
0

千
円
、前
年
同
月
比
1
1
4
・
1
％
。

○
北
川
村
温
泉

　
３
月
か
ら
５
月
ま
で
の
利
用
者
数
は
4
、

1
2
1
人
、前
年
同
期
比
1
0
5
・
0
％
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
加
え
、高
知
県
東
部

観
光
協
議
会
に
よ
る
５
月
９
日
か
ら
９
月
30
日
ま

で
の「
ひ
が
し
こ
う
ち
誘
客
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」で
の
ク
ー
ポ
ン
付
き
宿
泊
プ
ラ
ン
が
好
評
で
、

感
染
対
策
の
た
め
満
室
と
し
な
い
対
策
を
講
じ
な

が
ら
も
多
く
の
お
客
様
に
ご
利
用
い
た
だ
い
た
。

■
村
の
将
来
を
語
ら
う
座
談
会

　
地
域
の
現
状
と
課
題
を
把
握
し
、早
急
に
対
応

が
必
要
な
事
案
は
年
度
内
に
、検
討
が
必
要
な
事

案
は
来
年
度
に
対
応
で
き
る
よ
う
、７
、８
月
に

開
催
す
る
。北
川
村
を
希
望
が
持
て
る
未
来
へ
と

つ
な
ぎ
、子
ど
も
や
孫
に
引
き
継
ぐ
た
め
、共
に

取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
、積
極
的
な
参
加
を
お

願
い
す
る
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金

　
昨
年
度
の
実
績
は
、8
，0
9
1
件
、6
0
，

8
2
3
千
円（
令
和
２
年
度
7
，9
5
0
件
、

5
9
，9
4
7
千
円
）、令
和
２
年
度
比
で
1
・

5
％
増
。

　
昨
年
度
は
巣
ご
も
り
需
要
も
あ
り
、寄
附
額
が

令
和
２
年
度
を
上
回
る
月
が
多
く
、過
去
最
高
と

な
っ
た
。

　
今
年
度
は
、先
月
末
現
在
で
7
3
4
件
、6
、

1
0
9
千
円（
前
年
度
同
期
9
1
0
件
、6
，

7
3
6
千
円（
▲
9
・
3
％
）と
昨
年
を
僅
か
に
下

　
令
和
４
年
６
月
定
例
議
会
は
、６
月
16
日
に
開

会
し
報
告
２
件
、承
認
１
件
、条
例
改
定
、令
和
４

年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て
の
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
17
日
に
は
、４
氏
が
５
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、

閉
会
し
ま
し
た
。

・・ 

行
政
報
告 

・・（
抜
粋
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　
今
後
の
感
染
状
況
は
、感
染
力
が
よ
り
強
い
と

さ
れ
る「
B
A
・
2
」な
ど
、オ
ミ
ク
ロ
ン
株
派
生

型
へ
の
置
き
換
わ
り
等
に
よ
る
増
加
要
因
と
、３

回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
等
に
よ
る
抑
制
要
因
に

左
右
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

○
４
回
目
ワ
ク
チ
ン
接
種
開
始

・
接
種
対
象
者

60
歳
以
上
の
方（
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

か
ら
５
か
月
が
経
過
）、18
歳
以
上
で
基
礎

疾
患
が
あ
る
方
等

・
中
芸
管
内
接
種
予
定

８
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
集
団
接
種
に
て

対
応
予
定

・
高
齢
者
の
３
回
目
接
種
率

先
月
末
現
在
81
・
7
％

重
症
化
予
防
の
た
め
に
も
３
回
目
、４
回
目

の
接
種
に
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
。

○
マ
ス
ク
の
着
用

　
屋
内
で
2
m
以
上
の
距
離
を
確
保
し
会
話
を

ほ
と
ん
ど
行
わ
な
い
場
合
や
、屋
外
で
2
m
以
上

の
距
離
を
確
保
し
て
い
る
場
合
は
マ
ス
ク
着
用

の
必
要
は
な
い
と
の
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
る

が
、村
と
し
て
は
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
高
齢
者

が
多
い
こ
と
か
ら
、こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、３
密

の
回
避
や
手
指
消
毒
な
ど
の
基
本
的
な
感
染
防

止
対
策
を
お
願
い
す
る
。

■
第
一
次
産
業
の
振
興

○
産
業
行
動
構
築
プ
ラ
ン
の
策
定

　
今
年
度
に
農
業
研
修
を
卒
業
す
る
３
名
に
つ

い
て
卒
業
後
８
年
間
の
事
業
計
画
書
を
作
成
し
、

そ
の
計
画
書
を
参
考
に
経
営
モ
デ
ル
及
び
園
地

配
分
モ
デ
ル
も
作
成
す
る
。事
業
計
画
書
の
作
成

に
あ
た
り
、研
修
生
の
現
時
点
で
の
技
術
力
や
今

後
の
園
地
の
取
得
見
込
み
及
び
収
量
の
見
通
し

な
ど
に
つ
い
て
、指
導
農
家
か
ら
の
助
言
と
、就

農
に
向
け
た
準
備
等
を
共
通
認
識
の
基
で
進
め

る
た
め
３
者
面
談
を
行
う
。経
営
モ
デ
ル
及
び
園

地
配
分
モ
デ
ル
の
作
成
に
加
え
、起
業
家
農
業
者

と
し
て
技
術
を
習
得
で
き
る
具
体
的
な
研
修
内

容
を
組
み
込
ん
だ
農
業
研
修
モ
デ
ル
も
９
月
を

目
標
に
作
成
予
定
。

○
野
友
地
区
の
ほ
場
整
備

　
農
道
、水
路
の
整
備
に
伴
う
農
地
面
積
の
減
少

（
共
同
減
歩
）に
つ
い
て
、事
業
参
加
者
へ
の
個
別

説
明
を
行
い
全
地
権
者
の
理
解
を
得
た
。今
後
、

事
業
参
加
者
へ
の
説
明
会
を
開
催
し
、換
地
原
案

の
作
成
、施
工
同
意
承
諾
を
得
る
な
ど
今
年
９
月

の
着
工
に
向
け
た
作
業
を
進
め
る
。

○
北
部
地
区
地
域
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
地
区
住
民
が
主
体
と
な
り
、ゆ
ず
園
地
の
情
報

整
理
に
よ
る
若
い
担
い
手
へ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や

ゆ
ず
収
穫
体
験
、ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
で
の
苔

ビ
ジ
ネ
ス
化
等
で
一
定
の
実
績
が
あ
が
っ
て
い

る
。こ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
展
開
す
る
た
め
、

企
画
立
案
や
運
営
面
な
ど
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
牽

引
で
き
る
人
材
の
確
保
等
に
つ
い
て
地
区
か
ら

要
望
が
あ
っ
た
。村
と
し
て
は
、地
域
活
動
の
持

続
に
つ
な
が
る
基
盤
づ
く
り
と
発
展
を
支
援
す

る
た
め
、今
年
度
創
設
さ
れ
た
県
事
業「
小
さ
な

集
落
活
性
化
事
業
」を
活
用
し
て
集
落
再
生
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
１
名
を
採
用
。北
部
地
区
の
取
り

組
み
を
地
域
再
生
モ
デ
ル
と
す
べ
く
支
援
す
る

と
と
も
に
他
地
域
へ
の
横
展
開
を
目
指
し
た
い
。

○
地
方
創
生
の
推
進
に
向
け
た
包
括
的
連
携
に

　
関
す
る
協
定
締
結

　
北
川
村
、ウ
テ
ナ
、ウ
エ
ル
シ
ア
３
者
が
連
携

し
、ゆ
ず
を
活
用
し
た
商
品
開
発
と
販
売
、教
育

支
援
や
生
活
支
援
等
に
も
取
り
組
み
、北
川
村
の

課
題
解
決
を
と
お
し
た
地
方
創
生
を
推
進
し
て

い
く
。具
体
的
に
は
、ウ
エ
ル
シ
ア
か
ら
４
月
14

日
に
ユ
ズ
サ
ワ
ー
、５
月
３
日
に
ゆ
ず
シ
ャ
ー

ベ
ッ
ト
を
全
国
で
販
売
開
始
、今
秋
に
は
新
た
に

ゆ
ず
蒟
蒻
ゼ
リ
ー
と
ゆ
ず
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ

ウ
ォ
ー
タ
ー
を
発
売
予
定
。ウ
テ
ナ
に
よ
る「
北

川
学
」の
支
援
と
し
て
、北
川
中
学
校
と
の
連
携

で
開
発
を
進
め
て
い
る
ゆ
ず
石
鹸
を
、ウ
エ
ル
シ

ア
限
定
で
秋
の
全
国
発
売
に
向
け
て
今
年
度
６

回
の
授
業
を
予
定
。初
回
の
６
月
22
日
は
、北
川

中
学
校
の
生
徒
が
よ
ど
や
ド
ラ
ッ
グ
安
芸
駅
前

店
舗
の
見
学
を
行
う
予
定
。今
後
は
生
活
支
援
な

ど
、新
た
に
取
り
組
む
事
業
の
ス
キ
ー
ム
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
、協
議
を
重
ね
て
い
く
。

■
生
活
基
盤
の
整
備
等

○
直
轄
特
定
緊
急
砂
防
事
業

　
平
成
23
年
７
月
19
日
の
台
風
第
６
号
に
よ
る

平
鍋
地
区
大
谷
川
で
の
深
層
崩
壊
に
伴
う
土
石

流
か
ら
10
年
余
り
が
経
過
し
た
本
年
１
月
、直
轄

特
定
緊
急
砂
防
事
業
が
完
成
し
、４
月
24
日
に
村

民
会
館
に
て
完
成
式
典
が
開
催
さ
れ
た
。

　
現
地
の
土
砂
と
セ
メ
ン
ト
を
混
合
し
て
建
設

さ
れ
た
日
本
一
の
高
さ
を
誇
る
砂
防
ソ
イ
ル
セ

メ
ン
ト
堰
堤
を
含
む
３
基
の
砂
防
堰
堤
は
、渓
流

内
に
堆
積
し
て
い
る
今
後
流
出
す
る
恐
れ
の
あ

る
土
砂
の
全
量
約
12
万
立
米
を
一
度
に
捕
捉
す

る
規
模
で
あ
り
、住
民
の
安
全
が
確
保
で
き
た
。

一
方
、近
年
突
発
的
に
発
生
す
る
豪
雨
の
状
況
を

鑑
み
、住
民
が
安
心
し
て
生
活
を
送
る
た
め
に
は

国
や
県
と
の
緊
密
な
連
携
が
必
要
で
あ
る
た
め
、

災
害
発
生
の
危
険
性
が
あ
る
箇
所
の
調
査
な
ど

に
つ
い
て
、国
の
理
解
と
協
力
を
求
め
続
け
る
。

○
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
阿
南
安
芸
自
動
車
道

・「
野
根
安
倉
道
路
」

４
月
28
日
に
安
倉
地
区
の
設
計
説
明
会
、６

月
10
日
に
現
地
説
明
会
が
開
催
。今
年
度
は

一
部
用
地
買
収
に
着
手
す
る
予
定
。

・「
北
川
道
路
１
工
区
」安
倉
〜
和
田
間

３
月
22
日
に
和
田
〜
小
島
間
の
設
計
説
明

会
を
開
催
。地
権
者
と
の
ル
ー
ト
協
議
が
整

い
次
第
、先
行
し
て
用
地
測
量
が
行
わ
れ
る

予
定
。

・「
北
川
道
路
２

－

２
工
区
」和
田
〜
柏
木
間

５
月
26
日
に
柏
木
側
の
和
田
ト
ン
ネ
ル
Ⅱ

工
事
の
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
た
。

○
共
同
社
員
住
宅

　
高
知
県
住
宅
供
給
公
社
に
よ
る
設
計
案
を
基

に
参
画
企
業
と
設
備
等
の
協
議
を
行
い
、５
月
１

日
に
参
画
企
業
と
住
宅
の
管
理
に
関
す
る
協
定

を
締
結
。

　
住
宅
建
設
工
事
は
、県
住
宅
供
給
公
社
に
お
い

て
６
月
２
日
の
入
札
の
結
果
、（
株
）晃
立
と
契
約
、

工
期
は
来
年
３
月
13
日
ま
で
。

　
来
年
４
月
の
入
居
に
向
け
住
宅
建
設
工
事
が

円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、周
辺
住
民
へ
の
事
前
説

明
や
工
事
期
間
中
の
進
捗
報
告
な
ど
を
適
宜

行
っ
て
い
く
。

○
脱
炭
素
先
行
地
域
計
画

　
2
0
5
0
年
に
北
川
村
全
域
で
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

森
林
の
二
酸
化
炭
素
吸
収
量
や
村
内
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
の
把
握
と
現
状
分
析
な
ど
を
行
い

今
年
度
に
策
定
。

　
今
後
、計
画
策
定
に
必
要
な
現
状
分
析
等
の
支

援
業
務
を
６
月
中
に
発
注
。12
月
末
ま
で
に
計
画

を
策
定
し
、来
年
度
以
降
の
小
水
力
発
電
施
設
整

備
等
の
事
業
化
を
目
指
す
。

■
防
災
・
地
震
対
策

○
個
人
住
宅
の
耐
震
化

先
月
末
現
在
申
請
件
数（
令
和
３
年
度
実
績
）

診
断
３
件（
４
件
）、設
計
２
件（
６
件
）、改
修

工
事
１
件（
７
件
、ブ
ロ
ッ
ク
塀
１
件
）

○
老
朽
化
住
宅
の
除
却

先
月
末
現
在
件
数（
令
和
３
年
度
実
績
）

相
談
６
件
、う
ち
申
請
２
件
、完
了
１
件（
５

件
）

制
度
活
用
の
周
知
に
努
め
、地
域
の
住
環
境
の

改
善
・
防
災
対
策
の
向
上
に
取
り
組
む
。

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り

○
き
た
が
わ
ず
〜
っ
と
元
気
計
画

　（
令
和
２
年
３
月
策
定
）

重
点
目
標

・
自
分
の
身
体
の
状
態
に
つ
い
て
知
り
、元
気

に
過
ご
そ
う

・
健
康
的
な
食
生
活
に
関
心
を
持
と
う

重
点
取
組

・
病
気
の
発
生
や
重
症
化
予
防
の
た
め
の
特
定

健
診
の
推
進

　
令
和
３
年
度
の
受
診
率
51
・
4
％
で
前
年

度
比
6
・
9
ポ
イ
ン
ト
増
。中
で
も
集
団
健

診
が
42
・
4
％
で
前
年
度
比
8
・
2
ポ
イ
ン

ト
増
。年
齢
層
別
で
は
、40
歳
以
上
49
歳
以

下
の
受
診
率
61
・
5
％
で
前
年
度
比
21
・
5

ポ
イ
ン
ト
増
。男
性
の
受
診
率
は
56
・
1
％

で
前
年
度
比
13
・
3
ポ
イ
ン
ト
増
と
大
幅
に

増
加
し
て
い
る
。受
診
率
の
増
加
は
、集
団

健
診
前
か
ら
の
個
別
受
診
勧
奨
、集
団
健
診

で
は
受
診
時
間
の
指
定
に
よ
る
待
ち
時
間

の
短
縮
な
ど
様
々
な
工
夫
を
講
じ
た
こ
と

に
あ
る
。今
年
度
も
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、医
療
機
関
で
の
受
診

に
繋
が
る
よ
う
集
団
健
診
終
了
後
の
個
別

受
診
勧
奨
に
注
力
し
て
い
く
。

・
食
生
活
の
改
善
や
低
栄
養
予
防

　
令
和
２
年
度
か
ら
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
拡

充
し
、こ
れ
ま
で
に
54
名
が
利
用
。食
事
の

配
達
は
、福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
社
会
福
祉

協
議
会
職
員
、保
健
福
祉
推
進
員
が
見
守
り

を
兼
ね
て
行
っ
て
い
る
。利
用
者
の
中
に
は
、

実
際
に
体
力
が
回
復
さ
れ
た
方
や
集
い
の

場
へ
の
参
加
に
つ
な
が
っ
た
方
も
い
る
な

ど
、事
業
の
相
乗
効
果
が
表
れ
て
き
て
い
る
。

○
運
動
習
慣
の
定
着
を
図
る
た
め
、筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
教
室
を
保
健
セ
ン
タ
ー
で
６
月
か
ら
、

初
心
者
教
室
を
小
島
集
会
所
で
６
月
か
ら
10
月

初
旬
ま
で
、保
健
セ
ン
タ
ー
で
12
月
か
ら
実
施
。

■
観
光
の
振
興

○
北
川
村「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン

　
３
月
か
ら
５
月
ま
で
の
入
園
者
数
は
3
5
，

7
7
4
人
、前
年
同
期
比
1
5
1
・
2
％
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間（
コ
ロ
ナ
禍
で
の

行
動
制
限
な
し
）の
入
園
者
数
9
，6
1
3
人
、前

回
っ
て
い
る
。コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
社
会
経
済
活

動
の
再
開
に
よ
り
、昨
年
の
よ
う
な
巣
ご
も
り
需

要
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
要
因
と
考
え
て
い

る
。

■
教
育
関
係

○「
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」に
基
づ
く
取
り
組
み

　「
北
川
学
」を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、村
の
基
幹
産

業
で
あ
る
ゆ
ず
や
村
の
歴
史
・
文
化
な
ど
を
活
か

し
た
教
育
活
動
に
よ
り
、こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生

き
抜
く
た
め
の
主
体
性
や
多
様
性
、創
造
性
を
育

む
こ
と
が
で
き
る
子
ど
も
を
育
成
す
る
必
要
が

あ
る
。

○
北
川
村
子
育
て
・
教
育
環
境
整
備

　
今
年
度
上
半
期
に「
村
か
ら
学
校
を
無
く
さ
な

い
た
め
に
！ 

非
常
に
厳
し
く
な
る
こ
れ
か
ら
の

社
会
を
生
き
抜
く
こ
と
が
で
き
る
子
ど
も
を
育

む
た
め
に
！
」と
題
し
、学
習
会
な
ど
に
取
り
組

む
。

　
５
月
24
日
か
ら
村
議
員
を
対
象
と
し
た
学
習

会
を
開
催
。住
民
の
皆
様
に
は
、学
校
運
営
協
議

会
や
保
護
者
会
、Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会
等
の
機
会
を
通

じ
て
保
護
者
の
視
点
か
ら
、ま
た
、「
村
の
将
来
を

語
ら
う
座
談
会
」の
重
点
事
項
と
し
て
広
く
意
見

を
聴
取
し
て
議
論
を
し
、今
年
度
中
に
対
応
可
能

な
教
育
環
境
の
水
準
を
取
り
ま
と
め
る
。

○
中
岡
慎
太
郎
関
係

　
中
岡
慎
太
郎
館
の
昨
年
度
入
館
者
数
は
4
、

4
2
8
人（
前
年
度
3
，7
6
7
人
、＋
18
％
）。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間
は
3
8
1
人（
前

年
度
2
7
8
人
、＋
37
％
）。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
落
ち
着

い
て
き
た
こ
と
か
ら
回
復
傾
向
に
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

○
中
岡
慎
太
郎
館
の
指
定
管
理

　
学
術
的
な
深
化
や
観
光
面
で
の
取
り
組
み
な

ど
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、７
月
１
日
よ
り
指
定
管

理
者
制
度
に
よ
る
運
営
に
移
行
予
定
だ
っ
た
が
、

移
管
事
業
の
項
目
整
理
な
ど
に
想
定
外
の
時
間

を
要
し
て
い
る
た
め
、今
議
会
で
の
補
正
予
算
案

は
見
送
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
。

　
今
後
、速
や
か
な
移
管
業
務
の
項
目
整
理
と
開

館
30
周
年
に
向
け
た
取
り
組
み
を
含
む
運
営
事

業
の
掌
握
に
努
め
、早
期
に
指
定
管
理
者
制
度
に

よ
る
運
営
に
移
行
す
る
よ
う
取
り
組
む
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係

　
以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　
①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　
②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

　
③
火
葬
場
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況（
６
月
１
日
時
点
）

　
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注
状
況

・・ 

一
般
質
問 

・・

物
価
高
騰
に
対
す
る
村
民
支
援
に
つ
い
て

9
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
国

内
経
済
が
停
滞
し
て
３
年
に
な
る
。国
民
生
活
支

援
に
国
、村
も
多
く
の
支
援
策
を
打
ち
出
し
支
援

し
て
き
た
。過
去
の
支
援
策
の
概
要
及
び
そ
の
支

援
策
に
該
当
し
た
件
数
と
額
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
北
川
村
の
予
算
に
計
上
し
て
、対
民
あ
る
い
は

事
業
者
に
対
す
る
事
業
と
し
て
、令
和
２
年
度
、

令
和
３
年
度
含
め
て
７
件
の
対
象
事
業
が
あ
る
。

事
業
費
に
つ
い
て
は
約
１
億
4
，0
0
0
万
強
と

な
る
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
経
済

支
援
事
業（
村
予
算
分
）資
料
提
示
。

9
　
新
聞
報
道
に
よ
る
と
県
議
会
６
月
定
例
会

に
原
油
価
格
や
物
価
の
高
騰
に
対
し
て
36
億
６

千
万
円
を
補
正
計
上
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。今
年

に
入
り
諸
物
価
の
値
上
げ
報
道
が
新
聞
紙
上
を

飾
り
だ
し
、４
月
頃
よ
り
食
料
品
の
価
格
高
騰
が

村
民
生
活
を
直
撃
し
て
い
る
。村
も
早
急
に
こ
の

補
正
財
源
を
活
用
し
村
民
生
活
の
支
援
策
を
打

ち
出
す
考
え
は
な
い
か
そ
の
所
見
を
問
う
。

 

答

　村
長

　
国
で
は
原
油
価
格
の
高
騰
、物
価
高
騰
を
明
確

に
打
ち
出
さ
れ
、県
で
は
６
月
補
正
で
中
小
企
業

等
へ
の
支
援
、農
林
水
産
業
事
業
者
へ
の
支
援
、

飲
食
事
業
者
、公
共
交
通
事
業
者
へ
の
支
援
、生

活
困
窮
者
や
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
な
ど
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。　
ま
た
、施
設
園
芸
農
家
に
対

す
る
燃
油
等
の
購
入
経
費
の
一
部
補
助
、高
知
県

安
心
会
食
推
進
の
店
、飲
食
業
関
係
へ
の
補
填
、

支
援
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
村
と
し
て
も
、物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て
検
討

し
た
上
で
、で
き
れ
ば
９
月
議
会
の
時
期
に
対
処

で
き
る
よ
う
協
議
を
行
い
、村
民
に
満
遍
な
く
経

済
対
策
的
に
対
処
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
る
。

義
務
教
育
費
無
償
化
に
つ
い
て

9
　
村
の
将
来
を
見
据
え
て
こ
こ
数
年
、教
育
制

度
、文
教
施
設
の
在
り
方
、子
育
て
支
援
策
が
検

討
、実
施
さ
れ
て
き
た
。子
育
て
現
役
世
代
に
は
、

医
療
の
無
償
化
拡
充
、ワ
ク
チ
ン
接
種
等
の
補
助
、

通
学
交
通
費
の
補
助
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。

　
い
ま
教
育
制
度
、文
教
施
設
の
在
り
方
が
大
き

く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
が
こ
の
検
討

会
で
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
子
ど
も
達
の
人
数
は
、

移
住
施
策
と
の
関
連
を
鑑
み
て
も
大
き
く
増
加

す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
る
。

　
将
来
に
向
け
て
の
検
討
も
必
要
、併
せ
て「
今
、

現
役
世
代
」の
支
援
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
現
役
世
代
か
ら
も「
い
ま
が
あ
っ
て
の
将
来
」

の
声
が
多
く
あ
る
事
を
踏
ま
え
義
務
教
育
費
無

償
化
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

 

答

　村
長

　
子
育
て
環
境
を
考
え
た
と
き
に
、「
地
域
か
ら

学
校
を
な
く
さ
な
い
」よ
う
に
す
る
こ
と
が
何
よ

り
も
大
切
。学
校
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
一
気

に
地
域
は
寂
れ
、衰
退
に
つ
な
が
る
こ
と
は
村
の

過
去
の
事
例
が
示
し
て
い
る
と
お
り
。ゆ
え
に
北

川
村
か
ら
学
校
を
な
く
さ
な
い
た
め
に
、北
川
村

で
子
育
て
が
し
た
い
、教
育
を
受
け
さ
せ
た
い
と

思
え
る
魅
力
あ
る
子
育
て
環
境
、教
育
環
境
を
整

え
て
い
く
こ
と
が
、将
来
に
向
け
継
続
し
て
取
り

組
む
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

　
今
、取
り
組
ん
で
い
る
子
育
て
施
策
は
、直
接

支
援
の
ほ
か
に
も
学
校
に
お
け
る
教
育
支
援（
小

学
校
３
名
、中
学
校
２
名
の
追
加
教
員
の
配
置
）、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
支
援
員
の
配
置
な
ど
の
教
育
環
境
の

充
実
を
図
っ
て
い
る
。こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、

北
川
村
か
ら
学
校
を
な
く
さ
な
い
た
め
に
15
年

一
貫
教
育
を
推
進
す
る
う
え
で
、地
方
創
生
総
合

戦
略
や
、子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
子
ど

も
た
ち
に
対
す
る
支
援
で
あ
り
、他
市
町
村
に
先

駆
け
て
実
施
し
て
い
る
。

　
全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
教
育
環
境
整
備
、

子
育
て
支
援
な
ど
の
施
策
の
結
果
や
実
績
を
鑑
み

な
が
ら
、北
川
村
の
施
策
へ
反
映
し
て
い
く
こ
と

や
、産
業
構
築
や
福
祉
施
策
な
ど
と
複
合
的
に
手

を
尽
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、公
平
性
や
地
理
的
条
件
に
よ

る
教
育
環
境
の
不
利
益
、不
平
等
な
ど
を
被
る
こ

と
は
可
能
な
限
り
速
や
か
に
克
服
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
、今
後
も
必
要
に
応
じ
対
処
し

て
い
き
た
い
。

　
義
務
教
育
の
無
償
化
が
で
き
れ
ば
非
常
に
す

ば
ら
し
い
だ
ろ
う
と
い
う
認
識
は
あ
る
が
、ど
こ

ま
で
ど
う
で
き
る
の
か
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。村
で
は
教
育
施
策
の
根
幹
を
な
す
た
め
に
、

子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
て
い
る
。そ
の

中
で
検
討
し
、ビ
ジ
ョ
ン
に
盛
り
込
ん
だ
中
で
意

見
を
出
し
合
い
、実
行
し
て
い
く
形
が
望
ま
し
い

と
考
え
る
。

中
岡
慎
太
郎
館
の
指
定
管
理
に
つ
い
て

9
　
中
岡
慎
太
郎
館
の
指
定
管
理
へ
の
移
行
が
、

６
月
議
会
へ
の
上
程
が
出
来
な
い
と
の
報
告
を

全
員
協
議
会
で
受
け
た
が
、理
由
が
よ
く
理
解
で

き
な
い
の
で
、再
度
の
説
明
を
求
め
る
。

 

答

　村
長

　
本
年
２
月
16
日
、中
岡
慎
太
郎
館
の
指
定
管
理

先
と
し
て
想
定
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中
岡
慎

太
郎
先
生
顕
彰
会
か
ら
、指
定
管
理
移
行
後
に
向

け
た
プ
ラ
ン
が
提
示
さ
れ
た
。プ
ラ
ン
の
方
向
性

が
、具
体
的
で
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、今
後
３

月
議
会
で「
北
川
村
中
岡
慎
太
郎
館
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
」を
改
正
し
た
後
、７
月
１

日
か
ら
の
指
定
管
理
移
行
に
向
け
て
６
月
議
会

で
議
決
い
た
だ
け
る
よ
う
に
事
業
計
画
の
内
容
、

予
算
の
詳
細
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
な
ど
を
要

請
し
て
い
た
。

　
一
方
、２
月
24
日
の
議
会
全
員
協
議
会
を
経
て
、

３
月
議
会
で
条
例
の
改
正
に
つ
い
て
議
決
い
た
だ

い
た
。３
月
議
会
終
了
後
か
ら
７
月
か
ら
の
管
理

移
行
に
向
け
て
、教
育
委
員
会
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中

岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会
の
間
で
、事
業
計
画
・
収

支
予
算
等
を
取
り
ま
と
め
る
た
め
調
整
を
続
け
て

き
た
が
、当
初
予
算
で
組
ん
で
い
る
経
費
の
い
ず

れ
が
指
定
管
理
先
へ
移
行
さ
れ
る
の
か
整
理
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
、指
定
管
理
先
に
お
け
る
新

規
事
業
を
含
め
た
事
業
内
容
等
必
要
経
費
の
説
明

が
不
明
瞭
で
あ
っ
た
こ
と
が
課
題
と
し
て
残
っ
た
。

　
今
後
、課
題
の
整
理
を
進
め
、慎
太
郎
館
設
置

の
目
的
を
達
成
で
き
る
体
制
へ
と
準
備
を
進
め

て
い
く
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中
岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会
と
も
、

と
も
に
協
議
し
形
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

北
川
村
例
規
集
に
つ
い
て

9
　
北
川
村
職
員
懲
戒
処
分
の
基
準
等
に
関
す

る
規
程
で
別
表
の
中
に
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
項
目
は
あ
る
が
、パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
他

項
目
が
入
っ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

 

答

　村
長

　
北
川
村
職
員
の
懲
戒
処
分
の
基
準
等
に
関
す

る
規
程
の
別
表
に
は
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
以
外
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
項
目
が
定

め
ら
れ
て
い
な
い
。こ
の
規
程
は
、平
成
22
年
の

施
行
以
降
改
正
し
て
お
ら
ず
、パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
や
妊
娠
・
出
産
・
育
児
休
業
な
ど
、ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
対
処
で
き
る
事
項
を
加
え
る
こ
と
が
で

き
て
い
な
か
っ
た
。職
場
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、職
員
の
や
り
が
い
や
能
力
の

十
分
な
発
揮
を
妨
げ
る
こ
と
に
な
る
。ま
た
、個

人
の
人
権
に
関
わ
る
こ
と
な
の
で
、規
程
の
見
直

し
を
行
い
、公
平
な
処
分
の
基
準
に
改
正
し
て
い

く
。

9
　
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
項
目
で
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
を
受
け
た
者
が
、相
談
で
き
る
窓
口
は

あ
る
か
。ま
た
、そ
れ
が
職
員
に
周
知
さ
れ
て
い

る
か
。

 

答

　村
長

　
現
在
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
相
談
に
対
応

で
き
る
窓
口
は
設
け
て
い
な
い
。職
員
の
労
働
環

境
を
守
る
た
め
に
は
必
要
な
仕
組
み
で
あ
り
、内

部
・
外
部
含
め
て
職
員
が
相
談
し
や
す
い
窓
口
を

検
討
し
、設
置
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。　

ま
た
、相
談
後
に
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
が
で
き

る
体
制
も
あ
わ
せ
て
設
置
し
て
い
く
。

　
規
定
の
改
正
や
相
談
窓
口
を
設
け
職
員
に
周

知
す
る
こ
と
な
ど
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
抑
制
に
も

つ
な
が
っ
て
い
く
。令
和
元
年
度
に
職
員
向
け
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
修
も
行
い
パ
ワ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
て
い
る
が
、

今
後
も
職
員
同
士
が
働
き
や
す
い
労
働
環
境
を

創
っ
て
い
く
た
め
、研
修
周
知
は
欠
か
せ
な
い
こ

と
な
の
で
、定
期
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

加
茂
地
区
の
寄
贈
土
地
の

有
効
活
用
に
つ
い
て

9
　
現
在
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
。

 

答

　村
長

　
平
成
17
年
２
月
に
個
人
か
ら
村
に
寄
贈
。

　
寄
贈
を
受
け
た
土
地
で
は
、平
成
９
年
５
月
に

設
立
さ
れ
た
養
鶏
組
合
に
よ
り
、寄
贈
以
前
か
ら

土
佐
ジ
ロ
ー
の
養
鶏
が
行
わ
れ
て
い
た
。平
成
18

年
４
月
に
は
村
有
地
の
賃
貸
契
約
を
養
鶏
組
合

と
締
結
し
、平
成
30
年
度
ま
で
年
額
で
の
使
用
料

を
徴
収
し
て
い
る
。令
和
元
年
度
に
は
、組
合
か

ら
の
申
出
に
よ
り
年
度
内
に
施
設
を
全
て
撤
去

す
る
こ
と
を
条
件
に
使
用
料
を
免
除
す
る
こ
と

と
し
、年
度
末
の
令
和
２
年
３
月
に
現
地
確
認
の

上
、契
約
を
解
除
し
た
。

9
　
第
２
期
北
川
モ
デ
ル
の
候
補
地
と
な
っ
て

い
る
が
、住
宅
の
整
備（
宅
地
造
成
等
）を
行
い
有

効
活
用
を
す
る
べ
き
だ
と
思
う
。北
川
村
に
住
み

た
い
、住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
生
活
環
境
を
整

備
す
る
為
に
、利
便
性
等
を
考
慮
し
加
茂
地
区
の

土
地
を
有
効
活
用
す
る
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

令
和
３
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い

て　
地
方
自
治
法
施
行
令
第
1
4
6
条
第
２
項
の
規

定
に
よ
り
、令
和
３
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別

会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
を
調
整
し
た
の
で

報
告
す
る
も
の
。

◇
承
認
◇

村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専

決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
第
1
7
9
条
第
１
項
に
基
づ
き
専

決
処
分
し
た
の
で
同
条
第
3
項
の
規
定
に
よ
り
報

告
し
、承
認
を
求
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
承
認
）

◇
条
例
◇
　

北
川
村
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　
派
遣
を
命
ぜ
ら
れ
た
職
員
等
を
定
数
の
外
に
置

く
こ
と
で
、本
村
の
業
務
に
従
事
す
る
定
数
を
確

保
す
る
も
の
。

　　
全
員
賛
成
　（
原
案
可
決
）

◇
予
算
◇

令
和
４
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）に
つ
い
て

　
４
月
の
定
期
人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
及
び
子

育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
に
要
す
る
経
費

等
を
補
正
し
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
6
，3
6
1

千
円
増
額
し
、予
算
総
額
を
2
，7
2
9
，1
2
2

千
円
と
定
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
原
案
可
決
）

令
和
４
年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

　
道
路
交
通
法
施
行
規
則
改
正
に
伴
う
運
転
前
後

の
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
の
た
め
の
検
知
器
購
入

に
要
す
る
経
費
を
補
正
し
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

2
6
0
千
円
を
増
額
し
、予
算
総
額
を
2
9
，

0
9
5
千
円
と
定
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
原
案
可
決
）

令
和
４
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

　
平
鍋
地
区
の
安
定
的
な
水
道
の
水
量
を
確
保
す

る
た
め
に
行
う
水
道
施
設
水
源
調
査
に
要
す
る
経

費
を
補
正
し
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
2
，5
8
5
千

円
を
増
額
し
、予
算
総
額
を
1
2
7
，2
1
0
千
円

と
定
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
原
案
可
決
）

・・ 

意
見
書 

・・

国
民
の
祝
日「
海
の
日
」の
７
月
20
日
へ
の

固
定
化
を
求
め
る
意
見
書

　
全
員
賛
成
　（
原
案
可
決
）

　
提
出
先
：
内
閣
総
理
大
臣

・・ 

活
動
報
告 

・・

■
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

◎
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
学
習

◇
日
時
　
令
和
４
年
４
月
28
日（
木
）

　
　
　
　
令
和
４
年
5
月
23
日（
月
）

◇
内
容

　
議
会
定
例
会
等
で
活
用
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
に
お
け
る
会
議
シ
ス
テ
ム
の
概
要
及
び

操
作
説
明
を
受
け
、６
月
定
例
会
活
用
に
向
け

て
意
見
交
換
を
行
う
。

■
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

◎
視
察
研
修
に
つ
い
て

◇
日
時
　
令
和
４
年
７
月
８
日（
金
）

◇
内
容

　
常
任
委
員
会
で
７
月
11
日（
月
）か
ら
行
う

視
察
研
修
に
つ
い
て
の
事
前
学
習
を
行
っ
た
。

・・ 

研
修 

・・

■
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
視
察
研
修

◇
日
時
　
令
和
４
年
７
月
11
日（
月
）

◇
内
容

　
熊
本
県
球
磨
村

令
和
２
年
月
７
月
豪
雨
災
害
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
７
月
の
大
雨
に
よ
る
球
磨
川
流
域
の

被
災
状
況
及
び
そ
の
後
の
復
興
状
況
、議
会
の
動

き
に
つ
い
て
研
修
を
お
こ
な
っ
た
。

◇
日
時
　
令
和
４
年
７
月
12
日（
火
）

◇
内
容

鹿
児
島
県
鹿
屋
市
柳
谷
町
内
会（
や
ね
だ
ん
）

地
域
再
生
・
行
政
に
頼
ら
な
い
村
づ
く
り
に
つ

い
て

　
行
政
の
補
助
金
に
頼
ら
ず
住
民
参
加
に
よ
る
地

域
活
性
化（
行
政
に
頼
ら
な
い
村
づ
く
り
）の
取
り

組
み
や
住
民
の
意
識
の
変
化
な
ど
の
関
わ
り
に
つ

い
て
研
修
を
お
こ
な
っ
た
。

・・ 

学
習
会 

・・

■
子
育
て
・
教
育
環
境
整
備
に

　
つ
い
て
の
学
習

◇
日
時
　
令
和
４
年
５
月
24
日（
火
）

　
　
　
　
令
和
４
年
６
月
24
日（
金
）

◇
内
容

・
北
川
村
の
教
育
の
概
要

・
特
徴
的
な
取
り
組
み

・
こ
れ
か
ら
目
指
す
教
育
の
あ
り
方

　
令
和
３
年
度
基
本
計
画
報
告
書
が
作
成
さ
れ
、

保
小
中
学
校
の
取
り
組
み
と
成
果
、こ
れ
か
ら
の

方
向
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
た
め
、学
校
の

教
育
環
境
、教
育
内
容
に
つ
い
て
学
習
を
お
こ

な
っ
た
。

 

答

　村
長

　
宅
地
造
成
を
す
る
場
合
、過
去
に
所
林
で
造
成

地
の
地
盤
補
強
改
修
工
事
が
必
要
に
な
っ
た
こ

と
や
、内
谷
の
村
営
住
宅
地
の
地
下
流
水
に
よ
る

地
盤
沈
下
対
策
な
ど
を
実
施
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　
宅
地
造
成
に
つ
い
て
は
こ
う
し
た
事
案
を
踏

ま
え
た
上
で
、場
所
を
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。加
え
て
宅
地
造
成
の
候
補
地
選
定
に
つ
い
て

は
、中
心
地
か
ら
の
距
離
及
び
土
砂
災
害
、浸
水

被
害
の
危
険
性
な
ど
と
い
っ
た
点
な
ど
を
整
理

し
進
め
て
い
る
。

　
提
案
の
あ
っ
た
当
該
土
地
に
つ
い
て
は
、候
補
地

選
定
の
着
眼
点
か
ら
、第
２
期
北
川
モ
デ
ル
の
ほ
場

地
の
一
つ
と
し
、先
月
25
日
に
基
本
設
計
委
託
業
務

に
よ
っ
て
計
画
平
面
図
の
作
成
が
完
了
し
た
。

　
宅
地
造
成
の
候
補
地
は
、年
内
に
選
定
し
来
年

度
事
業
予
算
の
整
理
・
検
討
を
行
い
、令
和
７
年

度
中
の
造
成
工
事
及
び
分
譲
を
目
指
す
。ま
た
、

途
切
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
準
備
し
、で
き
る

だ
け
短
い
期
間
で
分
譲
に
こ
ぎ
着
け
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

◇
報
告
◇

令
和
３
年
度
北
川
村
一
般
会
計
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
施
行
令
第
1
4
6
条
第
２
項
の
規

定
に
よ
り
、令
和
３
年
度
北
川
村
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書
を
調
整
し
た
の
で
報
告
す
る

も
の
。

和田　和恵 議員



10
き
　  た
　  が
わ

11
き

た   
が   
わ

年
比
2
0
0
・
3
％
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
カ
フ
ェ
と
パ

ン
工
房
は
、先
月
末
現
在
の
売
上
1
5
、7
3
0

千
円
、前
年
同
月
比
1
1
4
・
1
％
。

○
北
川
村
温
泉

　
３
月
か
ら
５
月
ま
で
の
利
用
者
数
は
4
、

1
2
1
人
、前
年
同
期
比
1
0
5
・
0
％
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
加
え
、高
知
県
東
部

観
光
協
議
会
に
よ
る
５
月
９
日
か
ら
９
月
30
日
ま

で
の「
ひ
が
し
こ
う
ち
誘
客
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」で
の
ク
ー
ポ
ン
付
き
宿
泊
プ
ラ
ン
が
好
評
で
、

感
染
対
策
の
た
め
満
室
と
し
な
い
対
策
を
講
じ
な

が
ら
も
多
く
の
お
客
様
に
ご
利
用
い
た
だ
い
た
。

■
村
の
将
来
を
語
ら
う
座
談
会

　
地
域
の
現
状
と
課
題
を
把
握
し
、早
急
に
対
応

が
必
要
な
事
案
は
年
度
内
に
、検
討
が
必
要
な
事

案
は
来
年
度
に
対
応
で
き
る
よ
う
、７
、８
月
に

開
催
す
る
。北
川
村
を
希
望
が
持
て
る
未
来
へ
と

つ
な
ぎ
、子
ど
も
や
孫
に
引
き
継
ぐ
た
め
、共
に

取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
、積
極
的
な
参
加
を
お

願
い
す
る
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金

　
昨
年
度
の
実
績
は
、8
，0
9
1
件
、6
0
，

8
2
3
千
円（
令
和
２
年
度
7
，9
5
0
件
、

5
9
，9
4
7
千
円
）、令
和
２
年
度
比
で
1
・

5
％
増
。

　
昨
年
度
は
巣
ご
も
り
需
要
も
あ
り
、寄
附
額
が

令
和
２
年
度
を
上
回
る
月
が
多
く
、過
去
最
高
と

な
っ
た
。

　
今
年
度
は
、先
月
末
現
在
で
7
3
4
件
、6
、

1
0
9
千
円（
前
年
度
同
期
9
1
0
件
、6
，

7
3
6
千
円（
▲
9
・
3
％
）と
昨
年
を
僅
か
に
下

　
令
和
４
年
６
月
定
例
議
会
は
、６
月
16
日
に
開

会
し
報
告
２
件
、承
認
１
件
、条
例
改
定
、令
和
４

年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て
の
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
17
日
に
は
、４
氏
が
５
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、

閉
会
し
ま
し
た
。

・・ 

行
政
報
告 

・・（
抜
粋
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　
今
後
の
感
染
状
況
は
、感
染
力
が
よ
り
強
い
と

さ
れ
る「
B
A
・
2
」な
ど
、オ
ミ
ク
ロ
ン
株
派
生

型
へ
の
置
き
換
わ
り
等
に
よ
る
増
加
要
因
と
、３

回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
等
に
よ
る
抑
制
要
因
に

左
右
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

○
４
回
目
ワ
ク
チ
ン
接
種
開
始

・
接
種
対
象
者

60
歳
以
上
の
方（
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

か
ら
５
か
月
が
経
過
）、18
歳
以
上
で
基
礎

疾
患
が
あ
る
方
等

・
中
芸
管
内
接
種
予
定

８
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
集
団
接
種
に
て

対
応
予
定

・
高
齢
者
の
３
回
目
接
種
率

先
月
末
現
在
81
・
7
％

重
症
化
予
防
の
た
め
に
も
３
回
目
、４
回
目

の
接
種
に
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
。

○
マ
ス
ク
の
着
用

　
屋
内
で
2
m
以
上
の
距
離
を
確
保
し
会
話
を

ほ
と
ん
ど
行
わ
な
い
場
合
や
、屋
外
で
2
m
以
上

の
距
離
を
確
保
し
て
い
る
場
合
は
マ
ス
ク
着
用

の
必
要
は
な
い
と
の
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
る

が
、村
と
し
て
は
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
高
齢
者

が
多
い
こ
と
か
ら
、こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、３
密

の
回
避
や
手
指
消
毒
な
ど
の
基
本
的
な
感
染
防

止
対
策
を
お
願
い
す
る
。

■
第
一
次
産
業
の
振
興

○
産
業
行
動
構
築
プ
ラ
ン
の
策
定

　
今
年
度
に
農
業
研
修
を
卒
業
す
る
３
名
に
つ

い
て
卒
業
後
８
年
間
の
事
業
計
画
書
を
作
成
し
、

そ
の
計
画
書
を
参
考
に
経
営
モ
デ
ル
及
び
園
地

配
分
モ
デ
ル
も
作
成
す
る
。事
業
計
画
書
の
作
成

に
あ
た
り
、研
修
生
の
現
時
点
で
の
技
術
力
や
今

後
の
園
地
の
取
得
見
込
み
及
び
収
量
の
見
通
し

な
ど
に
つ
い
て
、指
導
農
家
か
ら
の
助
言
と
、就

農
に
向
け
た
準
備
等
を
共
通
認
識
の
基
で
進
め

る
た
め
３
者
面
談
を
行
う
。経
営
モ
デ
ル
及
び
園

地
配
分
モ
デ
ル
の
作
成
に
加
え
、起
業
家
農
業
者

と
し
て
技
術
を
習
得
で
き
る
具
体
的
な
研
修
内

容
を
組
み
込
ん
だ
農
業
研
修
モ
デ
ル
も
９
月
を

目
標
に
作
成
予
定
。

○
野
友
地
区
の
ほ
場
整
備

　
農
道
、水
路
の
整
備
に
伴
う
農
地
面
積
の
減
少

（
共
同
減
歩
）に
つ
い
て
、事
業
参
加
者
へ
の
個
別

説
明
を
行
い
全
地
権
者
の
理
解
を
得
た
。今
後
、

事
業
参
加
者
へ
の
説
明
会
を
開
催
し
、換
地
原
案

の
作
成
、施
工
同
意
承
諾
を
得
る
な
ど
今
年
９
月

の
着
工
に
向
け
た
作
業
を
進
め
る
。

○
北
部
地
区
地
域
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
地
区
住
民
が
主
体
と
な
り
、ゆ
ず
園
地
の
情
報

整
理
に
よ
る
若
い
担
い
手
へ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や

ゆ
ず
収
穫
体
験
、ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
で
の
苔

ビ
ジ
ネ
ス
化
等
で
一
定
の
実
績
が
あ
が
っ
て
い

る
。こ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
展
開
す
る
た
め
、

企
画
立
案
や
運
営
面
な
ど
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
牽

引
で
き
る
人
材
の
確
保
等
に
つ
い
て
地
区
か
ら

要
望
が
あ
っ
た
。村
と
し
て
は
、地
域
活
動
の
持

続
に
つ
な
が
る
基
盤
づ
く
り
と
発
展
を
支
援
す

る
た
め
、今
年
度
創
設
さ
れ
た
県
事
業「
小
さ
な

集
落
活
性
化
事
業
」を
活
用
し
て
集
落
再
生
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
１
名
を
採
用
。北
部
地
区
の
取
り

組
み
を
地
域
再
生
モ
デ
ル
と
す
べ
く
支
援
す
る

と
と
も
に
他
地
域
へ
の
横
展
開
を
目
指
し
た
い
。

○
地
方
創
生
の
推
進
に
向
け
た
包
括
的
連
携
に

　
関
す
る
協
定
締
結

　
北
川
村
、ウ
テ
ナ
、ウ
エ
ル
シ
ア
３
者
が
連
携

し
、ゆ
ず
を
活
用
し
た
商
品
開
発
と
販
売
、教
育

支
援
や
生
活
支
援
等
に
も
取
り
組
み
、北
川
村
の

課
題
解
決
を
と
お
し
た
地
方
創
生
を
推
進
し
て

い
く
。具
体
的
に
は
、ウ
エ
ル
シ
ア
か
ら
４
月
14

日
に
ユ
ズ
サ
ワ
ー
、５
月
３
日
に
ゆ
ず
シ
ャ
ー

ベ
ッ
ト
を
全
国
で
販
売
開
始
、今
秋
に
は
新
た
に

ゆ
ず
蒟
蒻
ゼ
リ
ー
と
ゆ
ず
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ

ウ
ォ
ー
タ
ー
を
発
売
予
定
。ウ
テ
ナ
に
よ
る「
北

川
学
」の
支
援
と
し
て
、北
川
中
学
校
と
の
連
携

で
開
発
を
進
め
て
い
る
ゆ
ず
石
鹸
を
、ウ
エ
ル
シ

ア
限
定
で
秋
の
全
国
発
売
に
向
け
て
今
年
度
６

回
の
授
業
を
予
定
。初
回
の
６
月
22
日
は
、北
川

中
学
校
の
生
徒
が
よ
ど
や
ド
ラ
ッ
グ
安
芸
駅
前

店
舗
の
見
学
を
行
う
予
定
。今
後
は
生
活
支
援
な

ど
、新
た
に
取
り
組
む
事
業
の
ス
キ
ー
ム
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
、協
議
を
重
ね
て
い
く
。

■
生
活
基
盤
の
整
備
等

○
直
轄
特
定
緊
急
砂
防
事
業

　
平
成
23
年
７
月
19
日
の
台
風
第
６
号
に
よ
る

平
鍋
地
区
大
谷
川
で
の
深
層
崩
壊
に
伴
う
土
石

流
か
ら
10
年
余
り
が
経
過
し
た
本
年
１
月
、直
轄

特
定
緊
急
砂
防
事
業
が
完
成
し
、４
月
24
日
に
村

民
会
館
に
て
完
成
式
典
が
開
催
さ
れ
た
。

　
現
地
の
土
砂
と
セ
メ
ン
ト
を
混
合
し
て
建
設

さ
れ
た
日
本
一
の
高
さ
を
誇
る
砂
防
ソ
イ
ル
セ

メ
ン
ト
堰
堤
を
含
む
３
基
の
砂
防
堰
堤
は
、渓
流

内
に
堆
積
し
て
い
る
今
後
流
出
す
る
恐
れ
の
あ

る
土
砂
の
全
量
約
12
万
立
米
を
一
度
に
捕
捉
す

る
規
模
で
あ
り
、住
民
の
安
全
が
確
保
で
き
た
。

一
方
、近
年
突
発
的
に
発
生
す
る
豪
雨
の
状
況
を

鑑
み
、住
民
が
安
心
し
て
生
活
を
送
る
た
め
に
は

国
や
県
と
の
緊
密
な
連
携
が
必
要
で
あ
る
た
め
、

災
害
発
生
の
危
険
性
が
あ
る
箇
所
の
調
査
な
ど

に
つ
い
て
、国
の
理
解
と
協
力
を
求
め
続
け
る
。

○
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
阿
南
安
芸
自
動
車
道

・「
野
根
安
倉
道
路
」

４
月
28
日
に
安
倉
地
区
の
設
計
説
明
会
、６

月
10
日
に
現
地
説
明
会
が
開
催
。今
年
度
は

一
部
用
地
買
収
に
着
手
す
る
予
定
。

・「
北
川
道
路
１
工
区
」安
倉
〜
和
田
間

３
月
22
日
に
和
田
〜
小
島
間
の
設
計
説
明

会
を
開
催
。地
権
者
と
の
ル
ー
ト
協
議
が
整

い
次
第
、先
行
し
て
用
地
測
量
が
行
わ
れ
る

予
定
。

・「
北
川
道
路
２

－

２
工
区
」和
田
〜
柏
木
間

５
月
26
日
に
柏
木
側
の
和
田
ト
ン
ネ
ル
Ⅱ

工
事
の
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
た
。

○
共
同
社
員
住
宅

　
高
知
県
住
宅
供
給
公
社
に
よ
る
設
計
案
を
基

に
参
画
企
業
と
設
備
等
の
協
議
を
行
い
、５
月
１

日
に
参
画
企
業
と
住
宅
の
管
理
に
関
す
る
協
定

を
締
結
。

　
住
宅
建
設
工
事
は
、県
住
宅
供
給
公
社
に
お
い

て
６
月
２
日
の
入
札
の
結
果
、（
株
）晃
立
と
契
約
、

工
期
は
来
年
３
月
13
日
ま
で
。

　
来
年
４
月
の
入
居
に
向
け
住
宅
建
設
工
事
が

円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、周
辺
住
民
へ
の
事
前
説

明
や
工
事
期
間
中
の
進
捗
報
告
な
ど
を
適
宜

行
っ
て
い
く
。

○
脱
炭
素
先
行
地
域
計
画

　
2
0
5
0
年
に
北
川
村
全
域
で
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

森
林
の
二
酸
化
炭
素
吸
収
量
や
村
内
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
の
把
握
と
現
状
分
析
な
ど
を
行
い

今
年
度
に
策
定
。

　
今
後
、計
画
策
定
に
必
要
な
現
状
分
析
等
の
支

援
業
務
を
６
月
中
に
発
注
。12
月
末
ま
で
に
計
画

を
策
定
し
、来
年
度
以
降
の
小
水
力
発
電
施
設
整

備
等
の
事
業
化
を
目
指
す
。

■
防
災
・
地
震
対
策

○
個
人
住
宅
の
耐
震
化

先
月
末
現
在
申
請
件
数（
令
和
３
年
度
実
績
）

診
断
３
件（
４
件
）、設
計
２
件（
６
件
）、改
修

工
事
１
件（
７
件
、ブ
ロ
ッ
ク
塀
１
件
）

○
老
朽
化
住
宅
の
除
却

先
月
末
現
在
件
数（
令
和
３
年
度
実
績
）

相
談
６
件
、う
ち
申
請
２
件
、完
了
１
件（
５

件
）

制
度
活
用
の
周
知
に
努
め
、地
域
の
住
環
境
の

改
善
・
防
災
対
策
の
向
上
に
取
り
組
む
。

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り

○
き
た
が
わ
ず
〜
っ
と
元
気
計
画

　（
令
和
２
年
３
月
策
定
）

重
点
目
標

・
自
分
の
身
体
の
状
態
に
つ
い
て
知
り
、元
気

に
過
ご
そ
う

・
健
康
的
な
食
生
活
に
関
心
を
持
と
う

重
点
取
組

・
病
気
の
発
生
や
重
症
化
予
防
の
た
め
の
特
定

健
診
の
推
進

　
令
和
３
年
度
の
受
診
率
51
・
4
％
で
前
年

度
比
6
・
9
ポ
イ
ン
ト
増
。中
で
も
集
団
健

診
が
42
・
4
％
で
前
年
度
比
8
・
2
ポ
イ
ン

ト
増
。年
齢
層
別
で
は
、40
歳
以
上
49
歳
以

下
の
受
診
率
61
・
5
％
で
前
年
度
比
21
・
5

ポ
イ
ン
ト
増
。男
性
の
受
診
率
は
56
・
1
％

で
前
年
度
比
13
・
3
ポ
イ
ン
ト
増
と
大
幅
に

増
加
し
て
い
る
。受
診
率
の
増
加
は
、集
団

健
診
前
か
ら
の
個
別
受
診
勧
奨
、集
団
健
診

で
は
受
診
時
間
の
指
定
に
よ
る
待
ち
時
間

の
短
縮
な
ど
様
々
な
工
夫
を
講
じ
た
こ
と

に
あ
る
。今
年
度
も
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、医
療
機
関
で
の
受
診

に
繋
が
る
よ
う
集
団
健
診
終
了
後
の
個
別

受
診
勧
奨
に
注
力
し
て
い
く
。

・
食
生
活
の
改
善
や
低
栄
養
予
防

　
令
和
２
年
度
か
ら
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
拡

充
し
、こ
れ
ま
で
に
54
名
が
利
用
。食
事
の

配
達
は
、福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
社
会
福
祉

協
議
会
職
員
、保
健
福
祉
推
進
員
が
見
守
り

を
兼
ね
て
行
っ
て
い
る
。利
用
者
の
中
に
は
、

実
際
に
体
力
が
回
復
さ
れ
た
方
や
集
い
の

場
へ
の
参
加
に
つ
な
が
っ
た
方
も
い
る
な

ど
、事
業
の
相
乗
効
果
が
表
れ
て
き
て
い
る
。

○
運
動
習
慣
の
定
着
を
図
る
た
め
、筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
教
室
を
保
健
セ
ン
タ
ー
で
６
月
か
ら
、

初
心
者
教
室
を
小
島
集
会
所
で
６
月
か
ら
10
月

初
旬
ま
で
、保
健
セ
ン
タ
ー
で
12
月
か
ら
実
施
。

■
観
光
の
振
興

○
北
川
村「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン

　
３
月
か
ら
５
月
ま
で
の
入
園
者
数
は
3
5
，

7
7
4
人
、前
年
同
期
比
1
5
1
・
2
％
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間（
コ
ロ
ナ
禍
で
の

行
動
制
限
な
し
）の
入
園
者
数
9
，6
1
3
人
、前

回
っ
て
い
る
。コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
社
会
経
済
活

動
の
再
開
に
よ
り
、昨
年
の
よ
う
な
巣
ご
も
り
需

要
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
要
因
と
考
え
て
い

る
。

■
教
育
関
係

○「
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」に
基
づ
く
取
り
組
み

　「
北
川
学
」を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、村
の
基
幹
産

業
で
あ
る
ゆ
ず
や
村
の
歴
史
・
文
化
な
ど
を
活
か

し
た
教
育
活
動
に
よ
り
、こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生

き
抜
く
た
め
の
主
体
性
や
多
様
性
、創
造
性
を
育

む
こ
と
が
で
き
る
子
ど
も
を
育
成
す
る
必
要
が

あ
る
。

○
北
川
村
子
育
て
・
教
育
環
境
整
備

　
今
年
度
上
半
期
に「
村
か
ら
学
校
を
無
く
さ
な

い
た
め
に
！ 

非
常
に
厳
し
く
な
る
こ
れ
か
ら
の

社
会
を
生
き
抜
く
こ
と
が
で
き
る
子
ど
も
を
育

む
た
め
に
！
」と
題
し
、学
習
会
な
ど
に
取
り
組

む
。

　
５
月
24
日
か
ら
村
議
員
を
対
象
と
し
た
学
習

会
を
開
催
。住
民
の
皆
様
に
は
、学
校
運
営
協
議

会
や
保
護
者
会
、Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会
等
の
機
会
を
通

じ
て
保
護
者
の
視
点
か
ら
、ま
た
、「
村
の
将
来
を

語
ら
う
座
談
会
」の
重
点
事
項
と
し
て
広
く
意
見

を
聴
取
し
て
議
論
を
し
、今
年
度
中
に
対
応
可
能

な
教
育
環
境
の
水
準
を
取
り
ま
と
め
る
。

○
中
岡
慎
太
郎
関
係

　
中
岡
慎
太
郎
館
の
昨
年
度
入
館
者
数
は
4
、

4
2
8
人（
前
年
度
3
，7
6
7
人
、＋
18
％
）。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間
は
3
8
1
人（
前

年
度
2
7
8
人
、＋
37
％
）。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
落
ち
着

い
て
き
た
こ
と
か
ら
回
復
傾
向
に
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

○
中
岡
慎
太
郎
館
の
指
定
管
理

　
学
術
的
な
深
化
や
観
光
面
で
の
取
り
組
み
な

ど
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、７
月
１
日
よ
り
指
定
管

理
者
制
度
に
よ
る
運
営
に
移
行
予
定
だ
っ
た
が
、

移
管
事
業
の
項
目
整
理
な
ど
に
想
定
外
の
時
間

を
要
し
て
い
る
た
め
、今
議
会
で
の
補
正
予
算
案

は
見
送
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
。

　
今
後
、速
や
か
な
移
管
業
務
の
項
目
整
理
と
開

館
30
周
年
に
向
け
た
取
り
組
み
を
含
む
運
営
事

業
の
掌
握
に
努
め
、早
期
に
指
定
管
理
者
制
度
に

よ
る
運
営
に
移
行
す
る
よ
う
取
り
組
む
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係

　
以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　
①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　
②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

　
③
火
葬
場
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況（
６
月
１
日
時
点
）

　
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注
状
況

・・ 

一
般
質
問 

・・

物
価
高
騰
に
対
す
る
村
民
支
援
に
つ
い
て

9
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
国

内
経
済
が
停
滞
し
て
３
年
に
な
る
。国
民
生
活
支

援
に
国
、村
も
多
く
の
支
援
策
を
打
ち
出
し
支
援

し
て
き
た
。過
去
の
支
援
策
の
概
要
及
び
そ
の
支

援
策
に
該
当
し
た
件
数
と
額
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
北
川
村
の
予
算
に
計
上
し
て
、対
民
あ
る
い
は

事
業
者
に
対
す
る
事
業
と
し
て
、令
和
２
年
度
、

令
和
３
年
度
含
め
て
７
件
の
対
象
事
業
が
あ
る
。

事
業
費
に
つ
い
て
は
約
１
億
4
，0
0
0
万
強
と

な
る
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
経
済

支
援
事
業（
村
予
算
分
）資
料
提
示
。

9
　
新
聞
報
道
に
よ
る
と
県
議
会
６
月
定
例
会

に
原
油
価
格
や
物
価
の
高
騰
に
対
し
て
36
億
６

千
万
円
を
補
正
計
上
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。今
年

に
入
り
諸
物
価
の
値
上
げ
報
道
が
新
聞
紙
上
を

飾
り
だ
し
、４
月
頃
よ
り
食
料
品
の
価
格
高
騰
が

村
民
生
活
を
直
撃
し
て
い
る
。村
も
早
急
に
こ
の

補
正
財
源
を
活
用
し
村
民
生
活
の
支
援
策
を
打

ち
出
す
考
え
は
な
い
か
そ
の
所
見
を
問
う
。

 

答

　村
長

　
国
で
は
原
油
価
格
の
高
騰
、物
価
高
騰
を
明
確

に
打
ち
出
さ
れ
、県
で
は
６
月
補
正
で
中
小
企
業

等
へ
の
支
援
、農
林
水
産
業
事
業
者
へ
の
支
援
、

飲
食
事
業
者
、公
共
交
通
事
業
者
へ
の
支
援
、生

活
困
窮
者
や
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
な
ど
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。　
ま
た
、施
設
園
芸
農
家
に
対

す
る
燃
油
等
の
購
入
経
費
の
一
部
補
助
、高
知
県

安
心
会
食
推
進
の
店
、飲
食
業
関
係
へ
の
補
填
、

支
援
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
村
と
し
て
も
、物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て
検
討

し
た
上
で
、で
き
れ
ば
９
月
議
会
の
時
期
に
対
処

で
き
る
よ
う
協
議
を
行
い
、村
民
に
満
遍
な
く
経

済
対
策
的
に
対
処
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
る
。

義
務
教
育
費
無
償
化
に
つ
い
て

9
　
村
の
将
来
を
見
据
え
て
こ
こ
数
年
、教
育
制

度
、文
教
施
設
の
在
り
方
、子
育
て
支
援
策
が
検

討
、実
施
さ
れ
て
き
た
。子
育
て
現
役
世
代
に
は
、

医
療
の
無
償
化
拡
充
、ワ
ク
チ
ン
接
種
等
の
補
助
、

通
学
交
通
費
の
補
助
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。

　
い
ま
教
育
制
度
、文
教
施
設
の
在
り
方
が
大
き

く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
が
こ
の
検
討

会
で
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
子
ど
も
達
の
人
数
は
、

移
住
施
策
と
の
関
連
を
鑑
み
て
も
大
き
く
増
加

す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
る
。

　
将
来
に
向
け
て
の
検
討
も
必
要
、併
せ
て「
今
、

現
役
世
代
」の
支
援
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
現
役
世
代
か
ら
も「
い
ま
が
あ
っ
て
の
将
来
」

の
声
が
多
く
あ
る
事
を
踏
ま
え
義
務
教
育
費
無

償
化
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

 

答

　村
長

　
子
育
て
環
境
を
考
え
た
と
き
に
、「
地
域
か
ら

学
校
を
な
く
さ
な
い
」よ
う
に
す
る
こ
と
が
何
よ

り
も
大
切
。学
校
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
一
気

に
地
域
は
寂
れ
、衰
退
に
つ
な
が
る
こ
と
は
村
の

過
去
の
事
例
が
示
し
て
い
る
と
お
り
。ゆ
え
に
北

川
村
か
ら
学
校
を
な
く
さ
な
い
た
め
に
、北
川
村

で
子
育
て
が
し
た
い
、教
育
を
受
け
さ
せ
た
い
と

思
え
る
魅
力
あ
る
子
育
て
環
境
、教
育
環
境
を
整

え
て
い
く
こ
と
が
、将
来
に
向
け
継
続
し
て
取
り

組
む
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

　
今
、取
り
組
ん
で
い
る
子
育
て
施
策
は
、直
接

支
援
の
ほ
か
に
も
学
校
に
お
け
る
教
育
支
援（
小

学
校
３
名
、中
学
校
２
名
の
追
加
教
員
の
配
置
）、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
支
援
員
の
配
置
な
ど
の
教
育
環
境
の

充
実
を
図
っ
て
い
る
。こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、

北
川
村
か
ら
学
校
を
な
く
さ
な
い
た
め
に
15
年

一
貫
教
育
を
推
進
す
る
う
え
で
、地
方
創
生
総
合

戦
略
や
、子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
子
ど

も
た
ち
に
対
す
る
支
援
で
あ
り
、他
市
町
村
に
先

駆
け
て
実
施
し
て
い
る
。

　
全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
教
育
環
境
整
備
、

子
育
て
支
援
な
ど
の
施
策
の
結
果
や
実
績
を
鑑
み

な
が
ら
、北
川
村
の
施
策
へ
反
映
し
て
い
く
こ
と

や
、産
業
構
築
や
福
祉
施
策
な
ど
と
複
合
的
に
手

を
尽
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、公
平
性
や
地
理
的
条
件
に
よ

る
教
育
環
境
の
不
利
益
、不
平
等
な
ど
を
被
る
こ

と
は
可
能
な
限
り
速
や
か
に
克
服
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
、今
後
も
必
要
に
応
じ
対
処
し

て
い
き
た
い
。

　
義
務
教
育
の
無
償
化
が
で
き
れ
ば
非
常
に
す

ば
ら
し
い
だ
ろ
う
と
い
う
認
識
は
あ
る
が
、ど
こ

ま
で
ど
う
で
き
る
の
か
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。村
で
は
教
育
施
策
の
根
幹
を
な
す
た
め
に
、

子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
て
い
る
。そ
の

中
で
検
討
し
、ビ
ジ
ョ
ン
に
盛
り
込
ん
だ
中
で
意

見
を
出
し
合
い
、実
行
し
て
い
く
形
が
望
ま
し
い

と
考
え
る
。

中
岡
慎
太
郎
館
の
指
定
管
理
に
つ
い
て

9
　
中
岡
慎
太
郎
館
の
指
定
管
理
へ
の
移
行
が
、

６
月
議
会
へ
の
上
程
が
出
来
な
い
と
の
報
告
を

全
員
協
議
会
で
受
け
た
が
、理
由
が
よ
く
理
解
で

き
な
い
の
で
、再
度
の
説
明
を
求
め
る
。

 

答

　村
長

　
本
年
２
月
16
日
、中
岡
慎
太
郎
館
の
指
定
管
理

先
と
し
て
想
定
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中
岡
慎

太
郎
先
生
顕
彰
会
か
ら
、指
定
管
理
移
行
後
に
向

け
た
プ
ラ
ン
が
提
示
さ
れ
た
。プ
ラ
ン
の
方
向
性

が
、具
体
的
で
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、今
後
３

月
議
会
で「
北
川
村
中
岡
慎
太
郎
館
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
」を
改
正
し
た
後
、７
月
１

日
か
ら
の
指
定
管
理
移
行
に
向
け
て
６
月
議
会

で
議
決
い
た
だ
け
る
よ
う
に
事
業
計
画
の
内
容
、

予
算
の
詳
細
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
な
ど
を
要

請
し
て
い
た
。

　
一
方
、２
月
24
日
の
議
会
全
員
協
議
会
を
経
て
、

３
月
議
会
で
条
例
の
改
正
に
つ
い
て
議
決
い
た
だ

い
た
。３
月
議
会
終
了
後
か
ら
７
月
か
ら
の
管
理

移
行
に
向
け
て
、教
育
委
員
会
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中

岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会
の
間
で
、事
業
計
画
・
収

支
予
算
等
を
取
り
ま
と
め
る
た
め
調
整
を
続
け
て

き
た
が
、当
初
予
算
で
組
ん
で
い
る
経
費
の
い
ず

れ
が
指
定
管
理
先
へ
移
行
さ
れ
る
の
か
整
理
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
、指
定
管
理
先
に
お
け
る
新

規
事
業
を
含
め
た
事
業
内
容
等
必
要
経
費
の
説
明

が
不
明
瞭
で
あ
っ
た
こ
と
が
課
題
と
し
て
残
っ
た
。

　
今
後
、課
題
の
整
理
を
進
め
、慎
太
郎
館
設
置

の
目
的
を
達
成
で
き
る
体
制
へ
と
準
備
を
進
め

て
い
く
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中
岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会
と
も
、

と
も
に
協
議
し
形
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

北
川
村
例
規
集
に
つ
い
て

9
　
北
川
村
職
員
懲
戒
処
分
の
基
準
等
に
関
す

る
規
程
で
別
表
の
中
に
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
項
目
は
あ
る
が
、パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
他

項
目
が
入
っ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

 

答

　村
長

　
北
川
村
職
員
の
懲
戒
処
分
の
基
準
等
に
関
す

る
規
程
の
別
表
に
は
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
以
外
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
項
目
が
定

め
ら
れ
て
い
な
い
。こ
の
規
程
は
、平
成
22
年
の

施
行
以
降
改
正
し
て
お
ら
ず
、パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
や
妊
娠
・
出
産
・
育
児
休
業
な
ど
、ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
対
処
で
き
る
事
項
を
加
え
る
こ
と
が
で

き
て
い
な
か
っ
た
。職
場
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、職
員
の
や
り
が
い
や
能
力
の

十
分
な
発
揮
を
妨
げ
る
こ
と
に
な
る
。ま
た
、個

人
の
人
権
に
関
わ
る
こ
と
な
の
で
、規
程
の
見
直

し
を
行
い
、公
平
な
処
分
の
基
準
に
改
正
し
て
い

く
。

9
　
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
項
目
で
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
を
受
け
た
者
が
、相
談
で
き
る
窓
口
は

あ
る
か
。ま
た
、そ
れ
が
職
員
に
周
知
さ
れ
て
い

る
か
。

 

答

　村
長

　
現
在
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
相
談
に
対
応

で
き
る
窓
口
は
設
け
て
い
な
い
。職
員
の
労
働
環

境
を
守
る
た
め
に
は
必
要
な
仕
組
み
で
あ
り
、内

部
・
外
部
含
め
て
職
員
が
相
談
し
や
す
い
窓
口
を

検
討
し
、設
置
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。　

ま
た
、相
談
後
に
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
が
で
き

る
体
制
も
あ
わ
せ
て
設
置
し
て
い
く
。

　
規
定
の
改
正
や
相
談
窓
口
を
設
け
職
員
に
周

知
す
る
こ
と
な
ど
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
抑
制
に
も

つ
な
が
っ
て
い
く
。令
和
元
年
度
に
職
員
向
け
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
修
も
行
い
パ
ワ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
て
い
る
が
、

今
後
も
職
員
同
士
が
働
き
や
す
い
労
働
環
境
を

創
っ
て
い
く
た
め
、研
修
周
知
は
欠
か
せ
な
い
こ

と
な
の
で
、定
期
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

加
茂
地
区
の
寄
贈
土
地
の

有
効
活
用
に
つ
い
て

9
　
現
在
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
。

 

答

　村
長

　
平
成
17
年
２
月
に
個
人
か
ら
村
に
寄
贈
。

　
寄
贈
を
受
け
た
土
地
で
は
、平
成
９
年
５
月
に

設
立
さ
れ
た
養
鶏
組
合
に
よ
り
、寄
贈
以
前
か
ら

土
佐
ジ
ロ
ー
の
養
鶏
が
行
わ
れ
て
い
た
。平
成
18

年
４
月
に
は
村
有
地
の
賃
貸
契
約
を
養
鶏
組
合

と
締
結
し
、平
成
30
年
度
ま
で
年
額
で
の
使
用
料

を
徴
収
し
て
い
る
。令
和
元
年
度
に
は
、組
合
か

ら
の
申
出
に
よ
り
年
度
内
に
施
設
を
全
て
撤
去

す
る
こ
と
を
条
件
に
使
用
料
を
免
除
す
る
こ
と

と
し
、年
度
末
の
令
和
２
年
３
月
に
現
地
確
認
の

上
、契
約
を
解
除
し
た
。

9
　
第
２
期
北
川
モ
デ
ル
の
候
補
地
と
な
っ
て

い
る
が
、住
宅
の
整
備（
宅
地
造
成
等
）を
行
い
有

効
活
用
を
す
る
べ
き
だ
と
思
う
。北
川
村
に
住
み

た
い
、住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
生
活
環
境
を
整

備
す
る
為
に
、利
便
性
等
を
考
慮
し
加
茂
地
区
の

土
地
を
有
効
活
用
す
る
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

令
和
３
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い

て　
地
方
自
治
法
施
行
令
第
1
4
6
条
第
２
項
の
規

定
に
よ
り
、令
和
３
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別

会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
を
調
整
し
た
の
で

報
告
す
る
も
の
。

◇
承
認
◇

村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専

決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
第
1
7
9
条
第
１
項
に
基
づ
き
専

決
処
分
し
た
の
で
同
条
第
3
項
の
規
定
に
よ
り
報

告
し
、承
認
を
求
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
承
認
）

◇
条
例
◇
　

北
川
村
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　
派
遣
を
命
ぜ
ら
れ
た
職
員
等
を
定
数
の
外
に
置

く
こ
と
で
、本
村
の
業
務
に
従
事
す
る
定
数
を
確

保
す
る
も
の
。

　　
全
員
賛
成
　（
原
案
可
決
）

◇
予
算
◇

令
和
４
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）に
つ
い
て

　
４
月
の
定
期
人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
及
び
子

育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
に
要
す
る
経
費

等
を
補
正
し
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
6
，3
6
1

千
円
増
額
し
、予
算
総
額
を
2
，7
2
9
，1
2
2

千
円
と
定
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
原
案
可
決
）

令
和
４
年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

　
道
路
交
通
法
施
行
規
則
改
正
に
伴
う
運
転
前
後

の
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
の
た
め
の
検
知
器
購
入

に
要
す
る
経
費
を
補
正
し
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

2
6
0
千
円
を
増
額
し
、予
算
総
額
を
2
9
，

0
9
5
千
円
と
定
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
原
案
可
決
）

令
和
４
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

　
平
鍋
地
区
の
安
定
的
な
水
道
の
水
量
を
確
保
す

る
た
め
に
行
う
水
道
施
設
水
源
調
査
に
要
す
る
経

費
を
補
正
し
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
2
，5
8
5
千

円
を
増
額
し
、予
算
総
額
を
1
2
7
，2
1
0
千
円

と
定
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
原
案
可
決
）

・・ 

意
見
書 

・・

国
民
の
祝
日「
海
の
日
」の
７
月
20
日
へ
の

固
定
化
を
求
め
る
意
見
書

　
全
員
賛
成
　（
原
案
可
決
）

　
提
出
先
：
内
閣
総
理
大
臣

・・ 

活
動
報
告 

・・

■
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

◎
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
学
習

◇
日
時
　
令
和
４
年
４
月
28
日（
木
）

　
　
　
　
令
和
４
年
5
月
23
日（
月
）

◇
内
容

　
議
会
定
例
会
等
で
活
用
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
に
お
け
る
会
議
シ
ス
テ
ム
の
概
要
及
び

操
作
説
明
を
受
け
、６
月
定
例
会
活
用
に
向
け

て
意
見
交
換
を
行
う
。

■
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

◎
視
察
研
修
に
つ
い
て

◇
日
時
　
令
和
４
年
７
月
８
日（
金
）

◇
内
容

　
常
任
委
員
会
で
７
月
11
日（
月
）か
ら
行
う

視
察
研
修
に
つ
い
て
の
事
前
学
習
を
行
っ
た
。

・・ 

研
修 

・・

■
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
視
察
研
修

◇
日
時
　
令
和
４
年
７
月
11
日（
月
）

◇
内
容

　
熊
本
県
球
磨
村

令
和
２
年
月
７
月
豪
雨
災
害
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
７
月
の
大
雨
に
よ
る
球
磨
川
流
域
の

被
災
状
況
及
び
そ
の
後
の
復
興
状
況
、議
会
の
動

き
に
つ
い
て
研
修
を
お
こ
な
っ
た
。

◇
日
時
　
令
和
４
年
７
月
12
日（
火
）

◇
内
容

鹿
児
島
県
鹿
屋
市
柳
谷
町
内
会（
や
ね
だ
ん
）

地
域
再
生
・
行
政
に
頼
ら
な
い
村
づ
く
り
に
つ

い
て

　
行
政
の
補
助
金
に
頼
ら
ず
住
民
参
加
に
よ
る
地

域
活
性
化（
行
政
に
頼
ら
な
い
村
づ
く
り
）の
取
り

組
み
や
住
民
の
意
識
の
変
化
な
ど
の
関
わ
り
に
つ

い
て
研
修
を
お
こ
な
っ
た
。

・・ 

学
習
会 
・・

■
子
育
て
・
教
育
環
境
整
備
に

　
つ
い
て
の
学
習

◇
日
時
　
令
和
４
年
５
月
24
日（
火
）

　
　
　
　
令
和
４
年
６
月
24
日（
金
）

◇
内
容

・
北
川
村
の
教
育
の
概
要

・
特
徴
的
な
取
り
組
み

・
こ
れ
か
ら
目
指
す
教
育
の
あ
り
方

　
令
和
３
年
度
基
本
計
画
報
告
書
が
作
成
さ
れ
、

保
小
中
学
校
の
取
り
組
み
と
成
果
、こ
れ
か
ら
の

方
向
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
た
め
、学
校
の

教
育
環
境
、教
育
内
容
に
つ
い
て
学
習
を
お
こ

な
っ
た
。

 

答

　村
長

　
宅
地
造
成
を
す
る
場
合
、過
去
に
所
林
で
造
成

地
の
地
盤
補
強
改
修
工
事
が
必
要
に
な
っ
た
こ

と
や
、内
谷
の
村
営
住
宅
地
の
地
下
流
水
に
よ
る

地
盤
沈
下
対
策
な
ど
を
実
施
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　
宅
地
造
成
に
つ
い
て
は
こ
う
し
た
事
案
を
踏

ま
え
た
上
で
、場
所
を
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。加
え
て
宅
地
造
成
の
候
補
地
選
定
に
つ
い
て

は
、中
心
地
か
ら
の
距
離
及
び
土
砂
災
害
、浸
水

被
害
の
危
険
性
な
ど
と
い
っ
た
点
な
ど
を
整
理

し
進
め
て
い
る
。

　
提
案
の
あ
っ
た
当
該
土
地
に
つ
い
て
は
、候
補
地

選
定
の
着
眼
点
か
ら
、第
２
期
北
川
モ
デ
ル
の
ほ
場

地
の
一
つ
と
し
、先
月
25
日
に
基
本
設
計
委
託
業
務

に
よ
っ
て
計
画
平
面
図
の
作
成
が
完
了
し
た
。

　
宅
地
造
成
の
候
補
地
は
、年
内
に
選
定
し
来
年

度
事
業
予
算
の
整
理
・
検
討
を
行
い
、令
和
７
年

度
中
の
造
成
工
事
及
び
分
譲
を
目
指
す
。ま
た
、

途
切
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
準
備
し
、で
き
る

だ
け
短
い
期
間
で
分
譲
に
こ
ぎ
着
け
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

◇
報
告
◇

令
和
３
年
度
北
川
村
一
般
会
計
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
施
行
令
第
1
4
6
条
第
２
項
の
規

定
に
よ
り
、令
和
３
年
度
北
川
村
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書
を
調
整
し
た
の
で
報
告
す
る

も
の
。

和田　和恵 議員



12
き
　  た
　  が
わ

13
き

た   
が   
わ

第
１
回
定
例
会（
北
川
村
庁
舎
）

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

（
北
川
村
庁
舎
）

第
１
回
定
例
会（
北
川
村
庁
舎
）

村
営
住
宅
入
居
者
選
考
委
員
会

（
北
川
村
庁
舎
）

中
芸
広
域
連
合
議
会
３
月
定
例

会（
安
田
町
／
中
芸
広
域
連
合
）

高
知
県
市
町
村
振
興
協
会
第
４

回
評
議
員
会（
高
知
市
／
高
知
県

自
治
会
館
）

北
川
村
社
会
福
祉
協
議
会
評
議

委
員
会（
北
川
村
）

令
和
４
年
第
１
回
ご
め
ん
・
な
は

り
線
活
性
化
協
議
会
総
会（
安
芸

市
／
高
知
県
安
芸
総
合
庁
舎
）

伝
承
碑
除
幕
式（
北
川
村
）

令
和
４
年
第
１
回
安
芸
広
域
市

町
村
圏
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

組
合
議
会
定
例
会（
奈
半
利
町
／

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
愛
光
園
）

議
会
打
合
せ
連
絡
調
整
会（
北
川

村
庁
舎
）

北
川
村
戦
没
者
追
悼
式（
北
川

村
）

奈
半
利
川
水
系
直
轄
特
定
緊
急

砂
防
事
業
完
成
式（
北
川
村
）

奈
半
利
川
水
系
直
轄
特
定
緊
急

砂
防
事
業
完
成「
祝
賀
会
」

（
奈
半
利
町
／
ホ
テ
ル
な
は
り
）

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会（
北

川
村
庁
舎
）

中
岡
迂
山
展
実
行
委
員
会（
北
川

村
）

野
根
安
倉
道
路（
安
倉
地
区
）設

計
説
明
会（
北
川
村
）

ウ
エ
ル
シ
ア
・
ウ
テ
ナ
村
入
り

（
議
長
・
副
議
長
）（
北
川
村
）

令
和
４
年
度
道
路
整
備
促
進
期

成
同
盟
会
高
知
県
地
方
協
議
会

総
会（
高
知
市
／
城
西
館
）

道
路
整
備
促
進
高
知
県
大
会

（
高
知
市
／
城
西
館
）

北
川
村
観
光
協
会
通
常
総
会

（
北
川
村
庁
舎
）

安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
会
総
会

３
月
８
日（
火
）

３
月
10
日（
木
）

３
月
11
日（
金
）

３
月
14
日（
月
）

３
月
16
日（
水
）

３
月
17
日（
木
）

３
月
23
日（
水
）

３
月
25
日（
金
）

３
月
27
日（
日
）

３
月
28
日（
月
）

４
月
９
日（
土
）

４
月
24
日（
日
）

４
月
28
日（
木
）

５
月
８
日（
日
）

５
月
16
日（
月
）

５
月
17
日（
火
）

５
月
19
日（
木
）

令
和
４
年
３
月
議
会
以
降
の

岩
垣 

實
男
議
長
会
務
報
告

　
議
会
で
は
、年
４
回（
３
月
・
６
月
・
９
月
・
12

月
）の
定
例
会
と
臨
時
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
が
明
る
く
住
す
み
よ
い
暮
ら
し
が

で
き
る
よ
う
に
、み
な
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
意

見
を
聞
き
、質
疑
等
を
通
じ
て
、村
の
予
算
や
契

約
、条
例
な
ど
の
最
終
的
な
決
定
を
し
て
い
ま

す
。村
の
仕
事
は
議
会
と
村
長
が
お
互
い
に
意

見
を
出
し
合
い
、協
力
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

　
本
会
議
の
開
始
時
間
は
午
前
10
時
で
す
。

会
議
の
様
子
を
直
接
見
た
り
、聞
い
た
り
で
き

ま
す
。

　
傍
聴
さ
れ
る
場
合
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、入
口
で
手
指
消
毒

し
、マ
ス
ク
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
令
和
４
年
第
２
回
定
例
会
の
傍
聴
者
は
延
べ

２
名
で
し
た
。

　
次
回
、第
３
回
定
例
会
は
９
月
で
す
。

　
ぜ
ひ
、傍
聴
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い

議
会
を
傍
聴
し
て

み
ま
せ
ん
か

５
月
20
日（
金
）

５
月
23
日（
月
）

５
月
24
日（
火
）

５
月
25
日（
水
）

５
月
26
日（
木
）

５
月
27
日（
金
）

５
月
30
日（
月
）

（
馬
路
村
／
馬
路
村
集
会
セ
ン

タ
ー
う
ま
な
び
）

環
境
省
中
国
四
国
地
方
環
境
事

務
所
四
国
事
務
所
訪
問（
高
松

市
）

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会（
北

川
村
庁
舎
）

北
川
村
子
育
て
教
育
環
境
整
備

学
習
会（
北
川
村
庁
舎
）

奈
半
利
川
水
利
対
策
協
議
会
会

計
監
査（
北
川
村
庁
舎
）

奨
学
生
選
考
委
員
会（
北
川
村
）

柏
木
ト
ン
ネ
ル
起
工
式（
議
長
・

副
議
長
）（
北
川
村
）

一
般
国
道
55
号
・
阿
南
安
芸
自
動

車
道
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
総

会（
田
野
町
／
田
野
町
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
）

高
知
東
部
自
動
車
道
道
路
整
備

促
進
期
成
同
盟
会
総
会（
田
野
町

／
田
野
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

国
道
４
９
３
号
整
備
促
進
期
成

同
盟
会
総
会（
田
野
町
／
田
野
町

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

四
国
山
地
砂
防
事
業
所
事
業
連

絡
調
整
会
議（
副
議
長
）（
大
豊
町

／
大
豊
町
農
工
セ
ン
タ
ー
）

四
国
直
轄（
吉
野
川
・
重
信
川
・
奈

半
利
川
）砂
防
事
業
促
進
期
成
同

盟
会
総
会（
副
議
長
）（
大
豊
町
／

大
豊
町
農
工
セ
ン
タ
ー
）

「
再
び
、濵
田
が
参
り
ま
し
た
」

５
月
30
日（
月
）

〜

31
日（
火
）

６
月
３
日（
金
）

６
月
8
日（
水
）

（
常
任
委
員
長
）（
北
川
村
）

全
国
町
村
議
会
議
長
会
正
副
議

長
研
修
会（
議
長
・
副
議
長
）（
東

京
都
）

全
員
協
議
会（
北
川
村
庁
舎
）

議
会
運
営
委
員
会（
北
川
村
庁

舎
）

自衛隊高知地方協力本部
安芸地域事務所

◇電　話　０８８７－３５－２７４９
◇E-mail　kochi.pco.aki＠rct.gsdf.mod.go.jp

※状況により、試験日が変更される場合があります。
※詳しくは、自衛隊高知地方協力本部のホームページをご覧いただくか、自衛隊高知地方協力本部
　安芸地域事務所までご連絡ください。

▼資料請求
令和4年度　自衛官等採用案内

受付期間・試験日 備　　考資  　格コース

7月 1日～9月 5日
１次試験  9月17日午前

年間を通じて実施
学科試験　9月17日午後
口 述 等　9月23～25日
（いずれか１日）

18歳以上33歳未満の人
32歳の人は、採用予定月の末日現
在、33歳に達していない人

18歳以上33歳未満の人
32歳の人は、採用予定月の末日現
在において、33歳に達していない人

一般的なコースで昨年度は、高知
から３９名が入隊
初年度年収:約２７０万円～

任期制の一般的なコースで、昨年
度は、高知から４０名が入隊されま
した。
初年度収入:約２６０万円～

※自衛官候補生の試験は、上記のほか、１１月～１月の各月１回実施予定です。

★多様な職種は、陸上・海上・航空自衛隊で約９６種類
★休日・休暇は、年間あわせて約１２０日
★宿舎費無料、食事(月額約27,000円相当)無料支給
★基地・駐屯地内の医務室等での医療費無料

一 般 曹 候 補 生

自 衛 官 候 補 生

受付期間・試験日 備　　考資  　格コース

7月1日～9月8日
１次試験 9月19日

9月5日～9月9日
試験 9月24･25日

9月5日～9月9日
１次試験 9月24日

7月1日～10月26日
１次試験 11月5･6日

7月1日～10月12日
１次試験 10月22日

7月1日～10月5日
１次試験 10月15日

18歳以上23歳未満の人
高卒者(見込含)又は高専３年次修
了者(見込含）

18歳以上21歳未満の人
高卒者(見込含)又は高専３年次修
了者(見込含）

航空自衛隊・海上自衛隊のパイロット等
をめざすコースです。
高校卒業後、最も早くパイロットとして
活躍できます。

医師をめざすコースです。
学生手当が月額117,000円支給されま
す。入学金・授業料の納入はありません。

看護師・保健師をめざすコースです。
学生手当が月額117,000円支給され
ます。入学金・授業料の納入はありませ
ん。

１４の専門学科があり、一般大学と同様
に４年間の教育を受け、卒業時には、学
士の学位が授与されます。

世界に通用する国防のリーダーとなる
幹部自衛官をめざすコースです。
学生手当が月額117,000円支給され
ます。　入学金・授業料の納入はありま
せん。

航 空 学 生

防衛大学校
学 生

防 衛 医 科 大 学 校
医 学 科 学 生

防 衛 医 科 大 学 校
看 護 学 科 学 生

海 自

18歳以上21歳未満の人
高卒者(見込含)又は高専３年次修
了者(見込含）で成績優秀かつ生
徒会活動等に顕著な実績を修め、
学校長が推薦できる人

推薦

一般

18歳以上21歳未満の人
高卒者(見込含)又は高専３年次修
了者(見込含）

18歳以上21歳未満の人
高卒者(見込含)又は高専３年次修
了者(見込含）

18歳以上21歳未満の人
高卒者(見込含)又は高専３年次修
了者(見込含)

18歳以上21歳未満の人
高卒者(見込含)又は高専３年次修
了者(見込含)

総 合
選抜

航 自



12
き
　  た
　  が
わ

13
き

た   
が   
わ

第
１
回
定
例
会（
北
川
村
庁
舎
）

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

（
北
川
村
庁
舎
）

第
１
回
定
例
会（
北
川
村
庁
舎
）

村
営
住
宅
入
居
者
選
考
委
員
会

（
北
川
村
庁
舎
）

中
芸
広
域
連
合
議
会
３
月
定
例

会（
安
田
町
／
中
芸
広
域
連
合
）

高
知
県
市
町
村
振
興
協
会
第
４

回
評
議
員
会（
高
知
市
／
高
知
県

自
治
会
館
）

北
川
村
社
会
福
祉
協
議
会
評
議

委
員
会（
北
川
村
）

令
和
４
年
第
１
回
ご
め
ん
・
な
は

り
線
活
性
化
協
議
会
総
会（
安
芸

市
／
高
知
県
安
芸
総
合
庁
舎
）

伝
承
碑
除
幕
式（
北
川
村
）

令
和
４
年
第
１
回
安
芸
広
域
市

町
村
圏
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

組
合
議
会
定
例
会（
奈
半
利
町
／

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
愛
光
園
）

議
会
打
合
せ
連
絡
調
整
会（
北
川

村
庁
舎
）

北
川
村
戦
没
者
追
悼
式（
北
川

村
）

奈
半
利
川
水
系
直
轄
特
定
緊
急

砂
防
事
業
完
成
式（
北
川
村
）

奈
半
利
川
水
系
直
轄
特
定
緊
急

砂
防
事
業
完
成「
祝
賀
会
」

（
奈
半
利
町
／
ホ
テ
ル
な
は
り
）

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会（
北

川
村
庁
舎
）

中
岡
迂
山
展
実
行
委
員
会（
北
川

村
）

野
根
安
倉
道
路（
安
倉
地
区
）設

計
説
明
会（
北
川
村
）

ウ
エ
ル
シ
ア
・
ウ
テ
ナ
村
入
り

（
議
長
・
副
議
長
）（
北
川
村
）

令
和
４
年
度
道
路
整
備
促
進
期

成
同
盟
会
高
知
県
地
方
協
議
会

総
会（
高
知
市
／
城
西
館
）

道
路
整
備
促
進
高
知
県
大
会

（
高
知
市
／
城
西
館
）

北
川
村
観
光
協
会
通
常
総
会

（
北
川
村
庁
舎
）

安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
会
総
会

３
月
８
日（
火
）

３
月
10
日（
木
）

３
月
11
日（
金
）

３
月
14
日（
月
）

３
月
16
日（
水
）

３
月
17
日（
木
）

３
月
23
日（
水
）

３
月
25
日（
金
）

３
月
27
日（
日
）

３
月
28
日（
月
）

４
月
９
日（
土
）

４
月
24
日（
日
）

４
月
28
日（
木
）

５
月
８
日（
日
）

５
月
16
日（
月
）

５
月
17
日（
火
）

５
月
19
日（
木
）

令
和
４
年
３
月
議
会
以
降
の

岩
垣 

實
男
議
長
会
務
報
告

　
議
会
で
は
、年
４
回（
３
月
・
６
月
・
９
月
・
12

月
）の
定
例
会
と
臨
時
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
が
明
る
く
住
す
み
よ
い
暮
ら
し
が

で
き
る
よ
う
に
、み
な
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
意

見
を
聞
き
、質
疑
等
を
通
じ
て
、村
の
予
算
や
契

約
、条
例
な
ど
の
最
終
的
な
決
定
を
し
て
い
ま

す
。村
の
仕
事
は
議
会
と
村
長
が
お
互
い
に
意

見
を
出
し
合
い
、協
力
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

　
本
会
議
の
開
始
時
間
は
午
前
10
時
で
す
。

会
議
の
様
子
を
直
接
見
た
り
、聞
い
た
り
で
き

ま
す
。

　
傍
聴
さ
れ
る
場
合
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、入
口
で
手
指
消
毒

し
、マ
ス
ク
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
令
和
４
年
第
２
回
定
例
会
の
傍
聴
者
は
延
べ

２
名
で
し
た
。

　
次
回
、第
３
回
定
例
会
は
９
月
で
す
。

　
ぜ
ひ
、傍
聴
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い

議
会
を
傍
聴
し
て

み
ま
せ
ん
か

５
月
20
日（
金
）

５
月
23
日（
月
）

５
月
24
日（
火
）

５
月
25
日（
水
）

５
月
26
日（
木
）

５
月
27
日（
金
）

５
月
30
日（
月
）

（
馬
路
村
／
馬
路
村
集
会
セ
ン

タ
ー
う
ま
な
び
）

環
境
省
中
国
四
国
地
方
環
境
事

務
所
四
国
事
務
所
訪
問（
高
松

市
）

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会（
北

川
村
庁
舎
）

北
川
村
子
育
て
教
育
環
境
整
備

学
習
会（
北
川
村
庁
舎
）

奈
半
利
川
水
利
対
策
協
議
会
会

計
監
査（
北
川
村
庁
舎
）

奨
学
生
選
考
委
員
会（
北
川
村
）

柏
木
ト
ン
ネ
ル
起
工
式（
議
長
・

副
議
長
）（
北
川
村
）

一
般
国
道
55
号
・
阿
南
安
芸
自
動

車
道
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
総

会（
田
野
町
／
田
野
町
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
）

高
知
東
部
自
動
車
道
道
路
整
備

促
進
期
成
同
盟
会
総
会（
田
野
町

／
田
野
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

国
道
４
９
３
号
整
備
促
進
期
成

同
盟
会
総
会（
田
野
町
／
田
野
町

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

四
国
山
地
砂
防
事
業
所
事
業
連

絡
調
整
会
議（
副
議
長
）（
大
豊
町

／
大
豊
町
農
工
セ
ン
タ
ー
）

四
国
直
轄（
吉
野
川
・
重
信
川
・
奈

半
利
川
）砂
防
事
業
促
進
期
成
同

盟
会
総
会（
副
議
長
）（
大
豊
町
／

大
豊
町
農
工
セ
ン
タ
ー
）

「
再
び
、濵
田
が
参
り
ま
し
た
」

５
月
30
日（
月
）

〜

31
日（
火
）

６
月
３
日（
金
）

６
月
8
日（
水
）

（
常
任
委
員
長
）（
北
川
村
）

全
国
町
村
議
会
議
長
会
正
副
議

長
研
修
会（
議
長
・
副
議
長
）（
東

京
都
）

全
員
協
議
会（
北
川
村
庁
舎
）

議
会
運
営
委
員
会（
北
川
村
庁

舎
）

自衛隊高知地方協力本部
安芸地域事務所

◇電　話　０８８７－３５－２７４９
◇E-mail　kochi.pco.aki＠rct.gsdf.mod.go.jp

※状況により、試験日が変更される場合があります。
※詳しくは、自衛隊高知地方協力本部のホームページをご覧いただくか、自衛隊高知地方協力本部
　安芸地域事務所までご連絡ください。

▼資料請求
令和4年度　自衛官等採用案内

受付期間・試験日 備　　考資  　格コース

7月 1日～9月 5日
１次試験  9月17日午前

年間を通じて実施
学科試験　9月17日午後
口 述 等　9月23～25日
（いずれか１日）

18歳以上33歳未満の人
32歳の人は、採用予定月の末日現
在、33歳に達していない人

18歳以上33歳未満の人
32歳の人は、採用予定月の末日現
在において、33歳に達していない人

一般的なコースで昨年度は、高知
から３９名が入隊
初年度年収:約２７０万円～

任期制の一般的なコースで、昨年
度は、高知から４０名が入隊されま
した。
初年度収入:約２６０万円～

※自衛官候補生の試験は、上記のほか、１１月～１月の各月１回実施予定です。

★多様な職種は、陸上・海上・航空自衛隊で約９６種類
★休日・休暇は、年間あわせて約１２０日
★宿舎費無料、食事(月額約27,000円相当)無料支給
★基地・駐屯地内の医務室等での医療費無料

一 般 曹 候 補 生

自 衛 官 候 補 生

受付期間・試験日 備　　考資  　格コース

7月1日～9月8日
１次試験 9月19日

9月5日～9月9日
試験 9月24･25日

9月5日～9月9日
１次試験 9月24日

7月1日～10月26日
１次試験 11月5･6日

7月1日～10月12日
１次試験 10月22日

7月1日～10月5日
１次試験 10月15日

18歳以上23歳未満の人
高卒者(見込含)又は高専３年次修
了者(見込含）

18歳以上21歳未満の人
高卒者(見込含)又は高専３年次修
了者(見込含）

航空自衛隊・海上自衛隊のパイロット等
をめざすコースです。
高校卒業後、最も早くパイロットとして
活躍できます。

医師をめざすコースです。
学生手当が月額117,000円支給されま
す。入学金・授業料の納入はありません。

看護師・保健師をめざすコースです。
学生手当が月額117,000円支給され
ます。入学金・授業料の納入はありませ
ん。

１４の専門学科があり、一般大学と同様
に４年間の教育を受け、卒業時には、学
士の学位が授与されます。

世界に通用する国防のリーダーとなる
幹部自衛官をめざすコースです。
学生手当が月額117,000円支給され
ます。　入学金・授業料の納入はありま
せん。

航 空 学 生

防衛大学校
学 生

防 衛 医 科 大 学 校
医 学 科 学 生

防 衛 医 科 大 学 校
看 護 学 科 学 生

海 自

18歳以上21歳未満の人
高卒者(見込含)又は高専３年次修
了者(見込含）で成績優秀かつ生
徒会活動等に顕著な実績を修め、
学校長が推薦できる人

推薦

一般

18歳以上21歳未満の人
高卒者(見込含)又は高専３年次修
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7月に田舎寿司づくり体験のPR動画撮影が「株式会社とさごころ」により行われ
ました。外国人観光客向けにPRするもので、その一つに田舎寿司が選ばれました。
日本在住の外国籍の方がモデルとなり、田舎寿司の具材「リュウキュウ」の
収穫から始まり、田舎寿司づくりから試食までの撮影が行われました。
初めてとは思えないほど手際よく田舎寿司を作っていましたが、こんにゃく

の中にご飯を詰める発想に驚くなど、田舎寿司づくりの工程は予想外の連続だったようです。
今回は、野菜や果物を中心とした食生活を送る「ビーガン」の観光客向けということで、酢飯にサバのほぐし身を入れない

田舎寿司をつくりましたが、十分おいしいとお褒めの言葉をいただきました。コロナが落ち着き海外からの旅行者が増えて
きたときに、食文化の違いを理解しながら普段どおりではない田舎寿司の作り方を想定した方が良いことを実感しました。

8月に中土佐町で開催された土佐の観光創生塾に参加してきました。県が観光事業者など
に向けて行っている勉強会で、今回はスマートフォンを使っての撮影講座が開かれました。

映像制作会社の勤務を経て、現在は鳥取砂丘でツアーを行っている小椋宣洋さんが講師となり、写真撮影の構図や
編集、「映える」写真とそうでない写真の違いなど講義を受けました。その後、各自のスマートフォンで久礼大正町市場
や久礼の風景を撮影する時間が設けられました。アドバイスを受けながらの撮影は、いつも気に留めない場所も印象
に残る写真になることを実感でき、北川村にも隠れた撮影スポットが多くあるのではないかと考えさせられました。
たかが写真、されど写真ということを改めて感じることができた貴重な時間となりました。

田舎寿司づくり体験の動画撮影が行われましたNEWS
1

北川村観光協会　TEL ＆ FAX 30－1972 ／ 080－8638－6211（スタッフ直通：橋本、山脇）

「土佐の観光創生塾」に参加しました
NEWS

2

モネ
の

からの
お知らせ

★9月の休園日9月7日（水）

北川村「モネの庭」マルモッタン
〒781－6441
高知県安芸郡北川村野友甲1100番地
☎0887－32－1233   　 0887－32－1243
https://www.kjmonet.jp/

【お問い合わせ・ご予約】

FAX

　咲き誇る秋の「花の庭」で寄せ植え作
りをしませんか？準備物は不要です。ガー
デニング初心者の方でもご安心くださ
い。花の選び方や管理方法など丁寧に
ご指導いたします。ガーデニングのみの
参加、おひとりさまの参加も大歓迎です。

今年も、光で庭を彩るライトアップイベント「モネの
ナイトキャンバス」を10月1日～12月11日までの毎
土日祝に開催します。今年のテーマは「Zodiac 
sign（黄道十二星座）」どうぞお楽しみに！！
イベント詳細はHPに随時掲載していきます。

誰もいない夜にひっそりと咲いて、朝に花が
閉じる「夜咲き睡蓮」。開園直後にご来園い
ただくと、開花した美しい姿を見ることがで
きます。花は大きく、妖艶な色をしたものが
多いです。水の庭・ボルディゲラの庭の両
方の池で開花中です。ぜひご覧ください。
※見られる時間：9:30ごろまで
☆夜間イベントの日には、夜に咲く姿をご覧いただけます。最新の
イベント情報はHPをご覧ください。

【予約受付中】秋のガーデニング教室

夜咲き睡蓮咲いています

◆9月の見ごろのお花◆
◎温帯性睡蓮◎熱帯性睡蓮
◎リコリス◎ダリア◎サルビア
◎クフェア◎アスター◎ケイトウ
◎ジニア◎アスターなど

■開催日：令和4年10月1日（土）、2日（日）
■時　間：10:00～12:00
■料　金：ガーデニング教室3,500円
　（教室後限定の特別ランチ2,000円をご用意できます）
■要予約（先着順）・定員各日25名

日本遺産
第3号認定
登録番号051

中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会
～中芸地域の日本遺産魅力発信便り vol.62～

お問い合わせ：中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局（安田町役場日本遺産推進室内）

メール:yuzurintetsu@mk.pikara.ne.jp
HP：http://yuzuroad.jp/ 「ゆずとりんてつ」で検索

☎30-1865　FAX：30-1866

7月24日（日）から8月31日（水）まで、第8回ゆずFeSを開催
しました。
馬路村魚梁瀬のダム湖でのSUP※や実際に走っていた森林
鉄道機関車の乗車・運転体験、安田川での鮎のとも掛け体験、北
川村のモネの庭で植物スケッチをして、抽象絵画の世界を体験
などさまざまなプログラムを実施しました。
新型コロナウィルス感染症の影響などにより、やむなく中止と

なったプログラムもありましたが、参加いただきました皆さま、ご協
力いただきました関係各所の皆さま、誠にありがとうございました。
また、10月頃には第9回ゆずＦeＳを開催予定です。
ゆずＦeＳのプログラムを自分で作ってみたい方や協力でき
る方は事務局までぜひご連絡ください。
※「Stand Up Paddleboard」の略称。大きめのサーフボードの上に立ち、パドルを
使って水面を進むウォーターアクティビティです。

■第8回ゆずFeS閉幕

NEWS

☆幸せを運ぶ青いハチ「ブルービー」は、数は減ってきますが9月上旬ごろ
　まで見られます。

対象者

からだづくり健康教室を開催しました　in加茂
　 ８月５日（金）に加茂地区の介護予防教室とあわせて「からだづくり健康教室」を開催しました。
　普段は介護予防教室に参加されていない方にも参加していただき、笑い声があふれるにぎやかな教室となりました。

「フレイル予防（健康長寿）の食事」
◯筋肉や骨をつくるためにはタンパク質が大事です！
◯缶詰や栄養補助食品（飲むゼリーやヨーグルト）
　なども使いながら、無理せず工夫しましょう。
「元気なからだをつくるための運動」
◯正しい姿勢を保つことが大切です。（間違った姿勢を続けるとその姿勢で腰や背中が曲がってしまいます。）
◯軽い運動でも大丈夫です！動かないとからだが動かなくなります！（栄養をとるだけじゃもったいない！運動す
ることで筋肉や骨が強くなります。）
◯自分で運動を続けるのもいいですが、百歳体操でみんなでわいわいとからだを動かすことも大切です。

■9月のからだづくり健康教室の予定
　（どの地区でも参加可能です。）

会　　　場 日程・曜日 時　　　間
● 65歳以上の方
● 普段あったかの集いに
  参加している方

保健センター
宗ノ上集会所
小島集会所
長山交流センター
島集会所(島･小川集い)
保健センター（久府付集い）
柏木交流センター

9月1日（木）
9月1日（木）
9月2日（金）
9月13日（火）
9月13日（火）
9月14日（水）
9月22日（木）

  9：30～11：00
13：30～15：00
  9：30～11：00
  9：30～11：00
13：30～15：00
10：00～11：30
13：30～15：00

動きやすい服装でお越しください

■教室の内容

参加者の声
・楽しかった
・良い勉強になりました

おぐらのぶひろ
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北川村の給与・定員管理等について
１　総　括

2　職員の平均給与月額、初任給等の状況

（1） 人件費の状況（普通会計決算）

（2） 職員給与費の状況（普通会計決算）

（3）  ラスパイレス指数の状況

（4）  給与制度の総合的見直しの実施状況について

（5）  特記事項

区　分 住民基本台帳人口
（令和3年１月１日）

(参考)
令和元年度の人件費率歳出額Ａ 実質収支 人件費B 人件費率B／A

令和2年度

区　分 職員数
A 給　　料

給与費

令和2年度 45人

(参考)一人当たり
給与費Ｂ／Ａ
5,306千円

(参考)類似団体平均
一人当たり給与費

4,343千円157,702千円
職員手当
19,188千円

計　Ｂ
238,773千円

期末･勤勉手当
61,883千円

1,247人 2,347,358千円 19,360千円 510,169千円 21.7％ 15.3％

（注）１　職員手当には退職手当を含まない。
　　２　職員数については、令和２年４月１日現在の人数である。また、任期付短時間勤務職員（再任用職員（短時間勤務））及び会計年度任用職員を含まない。
　　３　給与費については、任期付短時間勤務職員（再任用職員（短時間勤務））の給与費が含まれているが、会計年度任用職員の給与費は含まれていない。

（注）１　北川村の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数である。
　　２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。

（注）　 (  )内は、再任用職員に係る支給割合である。

（注）１　ラスパイレス指数とは、全地方公共団体の一般行政職の給料月額を同一の基準で比較するため、国の職員数（構成）を用いて、学歴や経験年数の差に
　　　 よる影響を補正し、国の行政職俸給表（一）適用職員の俸給月額を100として計算した指数。
　　２　類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラスパイレス指数を単純平均したものである。

※令和３年４月１日のラスパイレス指数が、①３年前に比べ１ポイント以上上昇している場合、②３年連続で上昇している場合、③100を超えている場合につい
　て、その理由及び改善の見込み
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①給料表の見直し

　［　実施　］

なし

（給料表の改定実施時期）平成29年4月1日
（内容）　国基準による見直しを実施

（1） 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（令和3年４月１日現在）

3　一般行政職の級別職員数等の状況
（1） 一般行政職の級別職員数及び給料表の状況（令和３年４月１日現在）

4　職員の手当の状況
（1）期末手当・勤勉手当

（2） 職員の初任給の状況（令和３年４月１日現在）

（注）１　「平均給料月額」とは、令和３年４月１日現在における職
種ごとの職員の基本給の平均である。

　　２　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養
手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当などのすべ
ての諸手当の額を合計したものであり、地方公務員給
与実態調査において明らかにされているものである。
また、「平均給与月額（国比較ベース）」は、比較のため、
国家公務員と同じベース（＝時間外勤務手当等を除い
たもの）で算出している。

①一般行政職

北川村
高知県
国

 類似団体

北川村 高知県 国
大 学 卒
高 校 卒
高 校 卒
中 学 卒

   42.10歳
   42.6歳
   43.0歳
   40.8歳

区　分

区　　分

区　分
1 級
2 級
3 級
4 級
5 級
6 級

北　川　村 高　知　県 国

職員数
5 人
2 人
8 人
6 人
4 人
10 人

構成比
14.3％
5.7％
22.9％
17.1％
11.4％
28.6％

主事
主任主事
主幹
係長・主監
課長補佐・副参事
課長・議会事務局長・会計管理者・参事

平均年齢

一般行政職

技能労務職

標準的な職務内容

   317,989円
   314,134円
   325,827円
   294,552円

平均給料月額

  367,122円
  381,104円
　　  ー 円
  336,876円

182,200円
150,600円
　　  ー 円
　　  ー 円

182,200円
150,600円
　　  ー 円
　　  ー 円

186,400円
152,300円
154,500円
140,900円

１号給の給料月額
144,100円
194,000円
230,000円
263,000円
288,900円
319,200円

最高号給の給料月額
247,600円
304,200円
350,000円
381,000円
393,000円
410,200円

  355,771円
　335,396円
  407,153円
  323,491円

平均給与月額 平均給与月額
（国比較ベース）

令和2年の構成比 1年前の構成比 5年前の構成比

100％

90％

80％

70％

60％

50％

40％

30％

20％

10％

0％

1級14.3％

2級5.7％

3級22.9％

4級17.1％

5級11.4％

6級28.6％

1級11.1％

2級19.4％

3級16.7％

4級16.7％

5級11.1％

6級25.0％

1級21.0％

2級7.9％

3級23.7％

4級21.1％

5級15.8％

6級10.5％

1級
2級
3級
4級
5級
6級
7級
8級

北川村 類似団体平均 全国町村平均

95.7
96.4 96.396.4

95.4

98.2

95.8 96.3
97.5 97.1

96.0 95.8

H30.4.1 H31.4.1 R2.4.1 R3.4.1

1人当たりの平均支給額 （令和2年度）
　　　　　　　　　　　　　　　1,552千円

（令和2年度支給割合）

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
 ・ 役職加算  　5％～15％

期末手当 
2.55月分

（1.45月分）

勤勉手当
1.90月分

（0.90月分）

1人当たりの平均支給額 （令和2年度）
　　　　　　　　　　　　　　　1,546千円

（令和2年度支給割合）

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
 ・ 役職加算  　 5％～20％
 ・ 管理職加算  10％～20％

期末手当 
2.55月分

（1.375月分）

勤勉手当
1.65月分

（0.825月分）

ー

（令和2年度支給割合）

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
 ・ 役職加算  　 5％～20％
 ・ 管理職加算  10％～25％

期末手当 
2.55月分

（1.45月分）

勤勉手当
1.90月分

（0.90月分）

特別職の増加、管理職の採用があったため
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北川村の給与・定員管理等について
１　総　括

2　職員の平均給与月額、初任給等の状況

（1） 人件費の状況（普通会計決算）

（2） 職員給与費の状況（普通会計決算）

（3）  ラスパイレス指数の状況

（4）  給与制度の総合的見直しの実施状況について

（5）  特記事項

区　分 住民基本台帳人口
（令和3年１月１日）

(参考)
令和元年度の人件費率歳出額Ａ 実質収支 人件費B 人件費率B／A

令和2年度

区　分 職員数
A 給　　料

給与費

令和2年度 45人

(参考)一人当たり
給与費Ｂ／Ａ
5,306千円

(参考)類似団体平均
一人当たり給与費

4,343千円157,702千円
職員手当
19,188千円

計　Ｂ
238,773千円

期末･勤勉手当
61,883千円

1,247人 2,347,358千円 19,360千円 510,169千円 21.7％ 15.3％

（注）１　職員手当には退職手当を含まない。
　　２　職員数については、令和２年４月１日現在の人数である。また、任期付短時間勤務職員（再任用職員（短時間勤務））及び会計年度任用職員を含まない。
　　３　給与費については、任期付短時間勤務職員（再任用職員（短時間勤務））の給与費が含まれているが、会計年度任用職員の給与費は含まれていない。

（注）１　北川村の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数である。
　　２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。

（注）　 (  )内は、再任用職員に係る支給割合である。

（注）１　ラスパイレス指数とは、全地方公共団体の一般行政職の給料月額を同一の基準で比較するため、国の職員数（構成）を用いて、学歴や経験年数の差に
　　　 よる影響を補正し、国の行政職俸給表（一）適用職員の俸給月額を100として計算した指数。
　　２　類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラスパイレス指数を単純平均したものである。

※令和３年４月１日のラスパイレス指数が、①３年前に比べ１ポイント以上上昇している場合、②３年連続で上昇している場合、③100を超えている場合につい
　て、その理由及び改善の見込み

110

105

100

95

90

85

80

①給料表の見直し

　［　実施　］

なし

（給料表の改定実施時期）平成29年4月1日
（内容）　国基準による見直しを実施

（1） 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（令和3年４月１日現在）

3　一般行政職の級別職員数等の状況
（1） 一般行政職の級別職員数及び給料表の状況（令和３年４月１日現在）

4　職員の手当の状況
（1）期末手当・勤勉手当

（2） 職員の初任給の状況（令和３年４月１日現在）

（注）１　「平均給料月額」とは、令和３年４月１日現在における職
種ごとの職員の基本給の平均である。

　　２　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養
手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当などのすべ
ての諸手当の額を合計したものであり、地方公務員給
与実態調査において明らかにされているものである。
また、「平均給与月額（国比較ベース）」は、比較のため、
国家公務員と同じベース（＝時間外勤務手当等を除い
たもの）で算出している。

①一般行政職

北川村
高知県
国

 類似団体

北川村 高知県 国
大 学 卒
高 校 卒
高 校 卒
中 学 卒

   42.10歳
   42.6歳
   43.0歳
   40.8歳

区　分

区　　分

区　分
1 級
2 級
3 級
4 級
5 級
6 級

北　川　村 高　知　県 国

職員数
5 人
2 人
8 人
6 人
4 人
10 人

構成比
14.3％
5.7％
22.9％
17.1％
11.4％
28.6％

主事
主任主事
主幹
係長・主監
課長補佐・副参事
課長・議会事務局長・会計管理者・参事

平均年齢

一般行政職

技能労務職

標準的な職務内容

   317,989円
   314,134円
   325,827円
   294,552円

平均給料月額

  367,122円
  381,104円
　　  ー 円
  336,876円

182,200円
150,600円
　　  ー 円
　　  ー 円

182,200円
150,600円
　　  ー 円
　　  ー 円

186,400円
152,300円
154,500円
140,900円

１号給の給料月額
144,100円
194,000円
230,000円
263,000円
288,900円
319,200円

最高号給の給料月額
247,600円
304,200円
350,000円
381,000円
393,000円
410,200円

  355,771円
　335,396円
  407,153円
  323,491円

平均給与月額 平均給与月額
（国比較ベース）

令和2年の構成比 1年前の構成比 5年前の構成比

100％

90％

80％

70％

60％

50％

40％

30％

20％

10％

0％

1級14.3％

2級5.7％

3級22.9％

4級17.1％

5級11.4％

6級28.6％

1級11.1％

2級19.4％

3級16.7％

4級16.7％

5級11.1％

6級25.0％

1級21.0％

2級7.9％

3級23.7％

4級21.1％

5級15.8％

6級10.5％

1級
2級
3級
4級
5級
6級
7級
8級

北川村 類似団体平均 全国町村平均

95.7
96.4 96.396.4

95.4

98.2

95.8 96.3
97.5 97.1

96.0 95.8

H30.4.1 H31.4.1 R2.4.1 R3.4.1

1人当たりの平均支給額 （令和2年度）
　　　　　　　　　　　　　　　1,552千円

（令和2年度支給割合）

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
 ・ 役職加算  　5％～15％

期末手当 
2.55月分

（1.45月分）

勤勉手当
1.90月分

（0.90月分）

1人当たりの平均支給額 （令和2年度）
　　　　　　　　　　　　　　　1,546千円

（令和2年度支給割合）

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
 ・ 役職加算  　 5％～20％
 ・ 管理職加算  10％～20％

期末手当 
2.55月分

（1.375月分）

勤勉手当
1.65月分

（0.825月分）

ー

（令和2年度支給割合）

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
 ・ 役職加算  　 5％～20％
 ・ 管理職加算  10％～25％

期末手当 
2.55月分

（1.45月分）

勤勉手当
1.90月分

（0.90月分）

特別職の増加、管理職の採用があったため
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（注）１　退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額及び支給率に基づき、１期（４年＝４８月）勤めた場合における退職手当の見込額である。

（注）１　各年における定員管理調査において報告した部門別職員数。

健康診断受診者 6人
人間ドック受診者数 34人

（注）１　職員数は一般職に属する職員数である。
　　２　[     ]内は、条例定数の合計である。

（注） 職員１人当たり平均支給額を算出する際の職員数は、「支給実績（令和２年度決算）」と同じ年度の４月１日現在の総職員数（管理職員、教育職員等、制度上
　　 時間外勤務手当の支給対象とはならない職員を除く。）であり、短時間勤務職員を含む。

（注）　退職手当の１人当たり平均支給額は、２年度に退職した職員に支給された平均額である。

（2） 退職手当（令和3年４月１日現在）
（1） 部門別職員数の状況と主な増減理由（各年４月１日現在）

（2） 年齢別職員構成の状況（令和3年４月１日現在）

（3） 職員数の推移

（4） その他の手当（令和３年４月１日現在）

（3） 時間外勤務手当

国北　川　村

（支給率）　　　　　　　　  自己都合  　　応募認定・定年
勤続20年 19.6695月分 24.586875月分
勤続25年 28.0395月分 33.27075  月分
勤続35年 39.7575月分 47.709      月分
最高限度額 47.709  月分 47.709      月分
その他の加算措置
　定年前早期退職特例措置（割増率2～20％）
１人当たり平均支給額 857千円 一千円

（支給率）　　　　　　　　  自己都合  　　応募認定・定年
勤続20年 19.6695月分 24.586875月分
勤続25年 28.0395月分 33.27075  月分
勤続35年 39.7575月分 47.709      月分
最高限度額 47.709  月分 47.709      月分
その他の加算措置
　定年前早期退職特例措置（割増率2～45％）

支給実績（令和2年度決算）

職員１人当たり平均支給年額（令和2年度決算）

支給実績（令和元年度決算）

職員１人当たり平均支給年額（令和元年度決算）

５，５８７千円

１５９千円

８，３０１千円

１８４千円

手当名

扶養手当

住居手当

通勤手当

管理職手当

単身赴任手当

内容および支給単価（月額） 国の制度
との異同

同 6,112千円

1,492千円

2,083千円

3,777千円

226,370円

186,600円

67,196円

377,760円

同

同

同

異

同

同

ー

ー

ー

ー ー ー

国の制度と
異なる内容

支給実績
(2年度決算）

支給職員１人当たり
平均支給年額
(2年度決算）

配偶者 6,500円 
子 10,000円 
上記以外の扶養親族 6,500円
扶養親族のうち満15歳に達する日以後の年度初め
から満22歳に達する日以後の年度末まで子1人に
つき 5,000円加算 

課長及び相当職に当たる職員 32,000円・24,600円

1.　借家、借間居住者基礎控除額 16,000円
　　最高支給限度額 ２8,０００円
2.　単身赴任手当受給者で配偶者の借家、借間
 1.の1 ／ 2
3.　単身赴任手当受給者で配偶者のない扶養手当
　　支給対象の子の借家、借間 制度なし

1.　交通機関の利用者
　　定期券等の価格による一括支給、最高限度額55,000円
2.　自動車等利用者
　　片道2ｋｍ以上から60ｋｍ以上までの細分化、
　　最高支給限度額24,500円

国は3.単身
赴任手当受
給者で配偶
者のない扶
養手当支給
対象の子の
借 家 借 間 
は 1. の 1/2
支給

5　特別職の報酬等の状況（令和3年４月１日現在）

6　職員数の状況

（1） 健康診断の実施（令和2年度）
7　福利厚生の状況

区　分

村　　　長
副　村　長

（参考） 類似団体における最高／最低額
698,000円
607,000円

300,000円
240,000円
220,000円

828,000円 ／498,000円
667,000円 ／457,000円
318,000円 ／186,300円
265,000円 ／129,600円
257,000円 ／109,000円

村　　長
副　村　長

村　　　長
副　村　長

議　　　長
副　議　長
議　　　員

議　　　長
副　議　長
議　　　員

給　　料　　月　　額　　等

給
料

報
酬

期
末
手
当

退
職
手
当

（令和2年度支給割合）
           　　　　　　3.15月分

（算定方式）   　　　　　　 （１期の手当額）       　　　　    （支給時期）
 給料月額698,000円×500／100×任期４年　　　　　　　　　 任期ごと
 給料月額607,000円×300／100×任期４年　　　　　　　　　 任期ごと

（令和2年度支給割合）
           　　　　　　3.15月分

1
10
2
4
1
5
11
2

1
10
2
5
3
4
10
2

36 37 1

9 8

45

45
［　 48 　］

45 △1

1
2

△1
△1

0 0

0 0
45

［　 48 　］

議　　会
総　　務
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＜参考＞人口１万人当たり職員数　　　　　　 360.86人
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公署を異にする異動等に伴い転居しやむを得ない事情により
配偶者と別居し単身で生活することを常況とする職員

2.22.2

0.00.0
0.00.0

18
き
　  た
　  が
わ

19
き

た   
が   
わ



（注）１　退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額及び支給率に基づき、１期（４年＝４８月）勤めた場合における退職手当の見込額である。

（注）１　各年における定員管理調査において報告した部門別職員数。

健康診断受診者 6人
人間ドック受診者数 34人

（注）１　職員数は一般職に属する職員数である。
　　２　[     ]内は、条例定数の合計である。

（注） 職員１人当たり平均支給額を算出する際の職員数は、「支給実績（令和２年度決算）」と同じ年度の４月１日現在の総職員数（管理職員、教育職員等、制度上
　　 時間外勤務手当の支給対象とはならない職員を除く。）であり、短時間勤務職員を含む。

（注）　退職手当の１人当たり平均支給額は、２年度に退職した職員に支給された平均額である。

（2） 退職手当（令和3年４月１日現在）
（1） 部門別職員数の状況と主な増減理由（各年４月１日現在）

（2） 年齢別職員構成の状況（令和3年４月１日現在）

（3） 職員数の推移

（4） その他の手当（令和３年４月１日現在）

（3） 時間外勤務手当

国北　川　村

（支給率）　　　　　　　　  自己都合  　　応募認定・定年
勤続20年 19.6695月分 24.586875月分
勤続25年 28.0395月分 33.27075  月分
勤続35年 39.7575月分 47.709      月分
最高限度額 47.709  月分 47.709      月分
その他の加算措置
　定年前早期退職特例措置（割増率2～20％）
１人当たり平均支給額 857千円 一千円

（支給率）　　　　　　　　  自己都合  　　応募認定・定年
勤続20年 19.6695月分 24.586875月分
勤続25年 28.0395月分 33.27075  月分
勤続35年 39.7575月分 47.709      月分
最高限度額 47.709  月分 47.709      月分
その他の加算措置
　定年前早期退職特例措置（割増率2～45％）

支給実績（令和2年度決算）

職員１人当たり平均支給年額（令和2年度決算）

支給実績（令和元年度決算）

職員１人当たり平均支給年額（令和元年度決算）

５，５８７千円

１５９千円

８，３０１千円

１８４千円

手当名

扶養手当

住居手当

通勤手当

管理職手当

単身赴任手当

内容および支給単価（月額） 国の制度
との異同

同 6,112千円

1,492千円

2,083千円

3,777千円

226,370円

186,600円

67,196円

377,760円

同

同

同

異

同

同

ー

ー

ー

ー ー ー

国の制度と
異なる内容

支給実績
(2年度決算）

支給職員１人当たり
平均支給年額
(2年度決算）

配偶者 6,500円 
子 10,000円 
上記以外の扶養親族 6,500円
扶養親族のうち満15歳に達する日以後の年度初め
から満22歳に達する日以後の年度末まで子1人に
つき 5,000円加算 

課長及び相当職に当たる職員 32,000円・24,600円

1.　借家、借間居住者基礎控除額 16,000円
　　最高支給限度額 ２8,０００円
2.　単身赴任手当受給者で配偶者の借家、借間
 1.の1 ／ 2
3.　単身赴任手当受給者で配偶者のない扶養手当
　　支給対象の子の借家、借間 制度なし

1.　交通機関の利用者
　　定期券等の価格による一括支給、最高限度額55,000円
2.　自動車等利用者
　　片道2ｋｍ以上から60ｋｍ以上までの細分化、
　　最高支給限度額24,500円

国は3.単身
赴任手当受
給者で配偶
者のない扶
養手当支給
対象の子の
借 家 借 間 
は 1. の 1/2
支給

5　特別職の報酬等の状況（令和3年４月１日現在）

6　職員数の状況

（1） 健康診断の実施（令和2年度）
7　福利厚生の状況

区　分

村　　　長
副　村　長

（参考） 類似団体における最高／最低額
698,000円
607,000円

300,000円
240,000円
220,000円

828,000円 ／498,000円
667,000円 ／457,000円
318,000円 ／186,300円
265,000円 ／129,600円
257,000円 ／109,000円

村　　長
副　村　長

村　　　長
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（令和2年度支給割合）
           　　　　　　3.15月分

（算定方式）   　　　　　　 （１期の手当額）       　　　　    （支給時期）
 給料月額698,000円×500／100×任期４年　　　　　　　　　 任期ごと
 給料月額607,000円×300／100×任期４年　　　　　　　　　 任期ごと

（令和2年度支給割合）
           　　　　　　3.15月分
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＜参考＞人口１万人当たり職員数　　　　　　 296.71人
 　　　 （類似団体の人口１万人当たりの職員数196.56人）
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部　門
区　分

教育部門

公営企業等
会計部門

小　　計

計

合　　　計

小　　計

そ の 他

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

職　員　数 対前年
増減数 主な増減理由

令和2年 令和3年

区　分

部　門
年　度 平成28年

35

6

41

1

42

35

6

41

1

42

37

7

44

1

45

35

9

44

1

45

36

9

45

0

45

37

8

45

0

45

（　　 　5％）

（　　  25％）

（　　 　9％）

（　　 　0％）

（　　 　9％）

2

2

4

△1

3

平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 過去5年間の増減数
（率）

（単位：人・％）

一般行政

教　　育

普通会計計

公営企業等会計計

総合計

職員数

20歳未満

1人 0人 2人 5人 8人 3人 0人 45人1人 5人 11人 6人3人

20歳～
23歳

24歳～
27歳

28歳～
31歳

32歳～
35歳

36歳～
39歳

40歳～
43歳

44歳～
47歳

48歳～
51歳

52歳～
55歳

56歳～
59歳 60歳以上 計

30

25

20

15

10

5

0

％

20
歳
未
満

60
歳
以
上

56 ̶
 

59

52 ̶
 

55

48 ̶
 

51

44 ̶
 

47

40 ̶
 

43

36 ̶
 

39

32 ̶
 

35

28 ̶
 

31

24 ̶
 

27

20 ̶
 

23

構成比

5年前の
構成比

4.44.4

7.17.1 7.17.1

14.314.3

11.111.1

17.817.8

2.42.4

2.22.2

16.716.7

9.59.5

11.111.1

6.76.7

24.424.4
21.421.4

11.911.9 13.313.3

7.17.1 2.42.4

6.76.7

0.00.0
0.00.0

公署を異にする異動等に伴い転居しやむを得ない事情により
配偶者と別居し単身で生活することを常況とする職員

2.22.2

0.00.0
0.00.0

18
き
　  た
　  が
わ

19
き

た   
が   
わ



地域おこし協力隊日記

地域おこし協力隊の長友美智子です。
学校が夏休みの間、こども教室やコミュニティスペースゆずの花では、小学生に楽しんでもらえる夏休みイベン

トを行っており、私も日光カメラ作りと青写真体験を企画させていただきました。
19世紀から今に至るまで、カメラの原理はピン

ホール現象を用いたものですが、今回は現像液がい
らない感熱紙を使って撮影をしました。牛乳パックや
画用紙など、身近な材料でカメラを作られることに
驚いていましたが、今の子どもたちは青写真を見る
機会がないので、珍しい体験になったと思います。手
作りカメラはファインダーや絞り機能がないため、構
図や露光調整は勘が頼りなのですが、今回は崩れ気
味の天気にもかかわらず上手くいきました。参加し
た子どもたちは、自分で選んだ被写体や風景が現像
で青く浮かびあがってくると歓声をあげていました。

①地域交流 魅力発信！！

農業研修生の尾野です。月日が経つのは早いもので、私が北川
村に移住して約3年が経ち、無事に研修期間を満了することができ
ました。振り返ってみると、柚子の収穫・搾汁・剪定・草刈・農薬散布
など様々なことを経験させていただいた3年間でした。私が移住し
ている間に柚子の研修生として多くの仲間が北川村に移住してき
て、これほど嬉しいことはありませんでした。地域の皆さまのご協力
のおかげだと感じています。私の研修期間は2022年8月末で終
了ですが、これからも北川村でゆず農家として頑張ります。まだ
まだ未熟者ですが、応援してください。

②農業研修生 ゆず農家を目指して修行中

今回は、社会のワクワクを探しに行こう ！ をテーマ
に行われた【好奇心のトビラ授業 地球編】の様子につ
いてお伝えします。
7月に行われた授業では、小中学生を中心に26名

が参加し、地球上に住む多種多様な生き物たちにつ
いて学びました。特に盛り上がったのは、「目指せ動物
博士 ！ 動物オリンピック予想大会 ！ 」。100メートル
走で勝つ動物は？木に登るのが早い動物は？泳ぎで
あればどうだろう？とチームで順位を予想し合いまし
た。生き物の面白さ、奥深さを知ることができる90分
となりました ！ 

知っているようで全く知らない！
地球の不思議を見てみよう！

ト ー マ ス・ デー ビ ス Thomas
James Davies

Hello everyone!
9月に入ってもなお厳しい残暑が続いておりますが、皆様におかれましては、ますますご健
勝のこととお喜び申し上げます。残暑が少し和らいだ、さわやかな秋風が吹く日々を楽しみに
しております。
さて、今回は自分の好きな「暑さ対策」についてお話しをさせていただきます。夜も気温が

あまり下がらず、体がだるくなる夏の日にはおすすめの場所があります。それは滝です！なぜなら、いつも清涼感が
はっきり感じられるからです。滝への道は他の道に比べて涼しいことに偶然気づきました。滝は素晴らしい避暑スポッ
トであるだけではなく、勢いよく流れている水の力強さもとても感動的だと思います。同じように、北川村の所々を流
れる水路も好きです。特に、八王子神社の周りを流れる小川が美しいと思います。
来日してから滝をたくさん見に行きましたので、今回は高知県の滝のランキングをご紹介いたします。

1. 飛龍の滝　安居渓谷
幅広く流れ込む水が感動的

2. 轟の滝　香美市
３段の鮮やかな青い滝壺が美しい

3. 不動の滝　北川村
自然にまるで吸い込まれる場所

4. 雨竜の滝　中津渓谷
あっちこっち吹き出す水がすごい！

5. 琵琶ヶ滝　加領郷
ギザギザとした石が面白い

ロ バ ー ト・ ゴメ ス
Hello again!
９月に入り、もうすぐ涼しくなりますね。
今回はEarth, Wind & Fire (アース・ウィンド・アン
ド・ファイアー )というグループについて話したいと思い
ます。このグループは１９７０年代から１９８０年代のア

メリカで大変人気がありました。一番人気がある曲はShining Star (シャイニン
グ・スター )ですが、Boogie Wonderland  (ブギー・ワンダーランド)、After 
the Love has Gone (アフター・ザ・ラブ・ハズ・ゴーン)、Let’s Groove 
(レッツ・グルーヴ)などヒット曲がたくさんあります。これらの中でも
September (セプテンバー)という曲についてお話しします。

この曲は、古き良き時代を思い出すことやお互いが心暖か
く親切に接することをテーマにしています。リリースされたと
きはあまり人気がありませんでしたが、当時からずっと愛着を持っている人は少なくないと思いま
す。現在では、インターネットのおかげで、再び人気が出ています。アメリカでは９月になると、「セ
プテンバー」をかける人が多いと思います。９月にこの曲をかけるのは、まるで独特な慣習のよう
です。曲の最初の歌詞には、９月２１日についての言及があるので、その日にこの曲をかける人が
特に多くなると思います。

「セプテンバー」は、とても明るく積極的で、聞くと楽しまずにはいられないと思います。もし機会があれば、この曲
を聴くことを心からお勧めします。私は今月中ずっとかけるつもりです。皆さまにこの素晴らしい曲をシェアすること
ができて嬉しいです。

Robert
Gomez
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地域おこし協力隊日記

地域おこし協力隊の長友美智子です。
学校が夏休みの間、こども教室やコミュニティスペースゆずの花では、小学生に楽しんでもらえる夏休みイベン

トを行っており、私も日光カメラ作りと青写真体験を企画させていただきました。
19世紀から今に至るまで、カメラの原理はピン

ホール現象を用いたものですが、今回は現像液がい
らない感熱紙を使って撮影をしました。牛乳パックや
画用紙など、身近な材料でカメラを作られることに
驚いていましたが、今の子どもたちは青写真を見る
機会がないので、珍しい体験になったと思います。手
作りカメラはファインダーや絞り機能がないため、構
図や露光調整は勘が頼りなのですが、今回は崩れ気
味の天気にもかかわらず上手くいきました。参加し
た子どもたちは、自分で選んだ被写体や風景が現像
で青く浮かびあがってくると歓声をあげていました。

①地域交流 魅力発信！！

農業研修生の尾野です。月日が経つのは早いもので、私が北川
村に移住して約3年が経ち、無事に研修期間を満了することができ
ました。振り返ってみると、柚子の収穫・搾汁・剪定・草刈・農薬散布
など様々なことを経験させていただいた3年間でした。私が移住し
ている間に柚子の研修生として多くの仲間が北川村に移住してき
て、これほど嬉しいことはありませんでした。地域の皆さまのご協力
のおかげだと感じています。私の研修期間は2022年8月末で終
了ですが、これからも北川村でゆず農家として頑張ります。まだ
まだ未熟者ですが、応援してください。

②農業研修生 ゆず農家を目指して修行中

今回は、社会のワクワクを探しに行こう ！ をテーマ
に行われた【好奇心のトビラ授業 地球編】の様子につ
いてお伝えします。
7月に行われた授業では、小中学生を中心に26名

が参加し、地球上に住む多種多様な生き物たちにつ
いて学びました。特に盛り上がったのは、「目指せ動物
博士 ！ 動物オリンピック予想大会 ！ 」。100メートル
走で勝つ動物は？木に登るのが早い動物は？泳ぎで
あればどうだろう？とチームで順位を予想し合いまし
た。生き物の面白さ、奥深さを知ることができる90分
となりました ！ 

知っているようで全く知らない！
地球の不思議を見てみよう！

ト ー マ ス・ デー ビ ス Thomas
James Davies

Hello everyone!
9月に入ってもなお厳しい残暑が続いておりますが、皆様におかれましては、ますますご健
勝のこととお喜び申し上げます。残暑が少し和らいだ、さわやかな秋風が吹く日々を楽しみに
しております。
さて、今回は自分の好きな「暑さ対策」についてお話しをさせていただきます。夜も気温が

あまり下がらず、体がだるくなる夏の日にはおすすめの場所があります。それは滝です！なぜなら、いつも清涼感が
はっきり感じられるからです。滝への道は他の道に比べて涼しいことに偶然気づきました。滝は素晴らしい避暑スポッ
トであるだけではなく、勢いよく流れている水の力強さもとても感動的だと思います。同じように、北川村の所々を流
れる水路も好きです。特に、八王子神社の周りを流れる小川が美しいと思います。
来日してから滝をたくさん見に行きましたので、今回は高知県の滝のランキングをご紹介いたします。

1. 飛龍の滝　安居渓谷
幅広く流れ込む水が感動的

2. 轟の滝　香美市
３段の鮮やかな青い滝壺が美しい

3. 不動の滝　北川村
自然にまるで吸い込まれる場所

4. 雨竜の滝　中津渓谷
あっちこっち吹き出す水がすごい！

5. 琵琶ヶ滝　加領郷
ギザギザとした石が面白い

ロ バ ー ト・ ゴメ ス
Hello again!
９月に入り、もうすぐ涼しくなりますね。
今回はEarth, Wind & Fire (アース・ウィンド・アン
ド・ファイアー )というグループについて話したいと思い
ます。このグループは１９７０年代から１９８０年代のア

メリカで大変人気がありました。一番人気がある曲はShining Star (シャイニン
グ・スター )ですが、Boogie Wonderland  (ブギー・ワンダーランド)、After 
the Love has Gone (アフター・ザ・ラブ・ハズ・ゴーン)、Let’s Groove 
(レッツ・グルーヴ)などヒット曲がたくさんあります。これらの中でも
September (セプテンバー)という曲についてお話しします。

この曲は、古き良き時代を思い出すことやお互いが心暖か
く親切に接することをテーマにしています。リリースされたと
きはあまり人気がありませんでしたが、当時からずっと愛着を持っている人は少なくないと思いま
す。現在では、インターネットのおかげで、再び人気が出ています。アメリカでは９月になると、「セ
プテンバー」をかける人が多いと思います。９月にこの曲をかけるのは、まるで独特な慣習のよう
です。曲の最初の歌詞には、９月２１日についての言及があるので、その日にこの曲をかける人が
特に多くなると思います。

「セプテンバー」は、とても明るく積極的で、聞くと楽しまずにはいられないと思います。もし機会があれば、この曲
を聴くことを心からお勧めします。私は今月中ずっとかけるつもりです。皆さまにこの素晴らしい曲をシェアすること
ができて嬉しいです。

Robert
Gomez
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　田野病院の循環器内科の三宅です。今回は不整脈の2回目で「心房細動」のお話です。
心房細動は、正常時には定期的に収縮している心房が細動になってしまっている状態で、
様々な原因があり、高齢者に多い病態です。細動とはブルブル震えている状態のことを言い
ます。収縮ではなくブルブルとなるために、
１．心臓の性能が2割落ちる。２．心房内で血栓を作りやすくなる。３．心房が拡大し、その結
果として心臓弁膜症が発生・進行する。４．脈の問題を起こす遠因になり、ペースメーカーが必要となることがある。
などが発生してきます。
　心臓は余裕が大きい臓器で、全く正常な心臓なら性能が2割落ちることは許容できるのですが、何か問題のある
心臓ではこの2割が効いてきます。
　血栓ができてしまうとその全部または剥がれた一部が血流に乗って飛んで行き、臓器の梗塞を起こします。中で
も脳梗塞は生活への影響が大きく、予防のために抗凝固治療（血を固まりにくくする治療）が必要となります。それ
は一方で出血しやすいという事態を引き起こし、将来別の病気になった際に問題となることがあります。
　心房が大きくなってしまう結果として発生してくる房室弁逆流(僧帽弁と三尖弁の逆流)は、心不全の原因になる
のはもちろんですが、時にこのタイプの弁逆流は治療に難渋しがちです。
　心房細動歴が長くなると、心拍が少しお休みしたり、徐脈（脈がゆっくりなこと）になったりすることがあります。
重症化してこれによる症状（心不全や失神など）を引き起こしてくると、ペースメーカーが必要となります。
　心房細動は高齢者では多く見られる病態であり、気付かぬうちになっていたりすることもありますが、上記のよう
な様々な病態を引き起こしますので、早期発見および早期からの治療介入が重要です。心房細動の始まりは発作
性心房細動（正常心拍中心で、所々心房細動になる状態）であることが多く、前回お話した検脈する癖をつけておく
と早く気付くことができるかもしれません。

　田野病院では1週間に渡る不整脈検査を手軽に負担が少なくできるようになりました。
　従来の『ホルター心電図』と呼ばれるものは器械も大きくわずらわしさもありましたが、新しいものはシール1枚
貼るだけに近い感覚です。器械（そのシール）を浸けなければお風呂にもそのまま入れますし、シャワーは器械も含
めて浴びることができますので、わずらわしさがすごく少ないです。不整脈に特化した『ホルター心電図』という位
置づけなので、やはり従来の『ホルター心電図』でないとダメという場合もあるのですが、不整脈の検査においては
吉報です。『ホルター心電図』をためらっている方や、した方がいいだろうけどわずらわしそうで止めたという方は、
ぜひ田野病院を受診してください。　　 

田野病院　循環器内科　心臓血管外科　三宅　陽一郎

心房細動は万病の元（？？）ですよ！

～アルコールと健康障害～9月保健だより
飲酒は様々な病気のリスク要因となっています。また、飲酒運転や事故等の社会的な問題の要因となり得ます。
北川村国保加入者の飲酒状況をみると、男性は全国平均よりもアルコールを摂取する回数・量ともに多め

です（特定健診問診より）。アルコールには良い面も当然ありますが、怖さも知り、そのうえで適正飲酒を心掛
けましょう。

肝臓病
アルコールを飲み過ぎると誰にでも起こります。
アルコール性肝炎になり、死亡することもありま
す。

肝臓病
アルコールを飲み過ぎると誰にでも起こります。
アルコール性肝炎になり、死亡することもありま
す。

妊娠中の胎児への影響
妊娠中の母親の飲酒は、胎児・乳児に対し、低体重
や形態異常、脳障害などを引き起こす恐れがあり
ます。

妊娠中の胎児への影響
妊娠中の母親の飲酒は、胎児・乳児に対し、低体重
や形態異常、脳障害などを引き起こす恐れがあり
ます。

アルコール依存
アルコールは依存性のある薬物の一種です。飲酒の
コントロールができなくなると、身体・仕事・家族関係
などの様々な問題が起きます。

アルコール依存
アルコールは依存性のある薬物の一種です。飲酒の
コントロールができなくなると、身体・仕事・家族関係
などの様々な問題が起きます。

心臓や血管の病気心臓や血管の病気

すい臓病すい臓病

認知症
大量飲酒者は高い割合で脳がしぼんでいきます。
また、認知症になる人が多いといった調査結果があり
ます。

認知症
大量飲酒者は高い割合で脳がしぼんでいきます。
また、認知症になる人が多いといった調査結果があり
ます。

うつ、自殺
アルコール依存症とうつ病の合併は頻度が高く、自
殺とも強い関連があります。自殺した人の1/3の割
合で直前の飲酒が認められます。

うつ、自殺
アルコール依存症とうつ病の合併は頻度が高く、自
殺とも強い関連があります。自殺した人の1/3の割
合で直前の飲酒が認められます。

糖尿病
適量のアルコール摂取は糖尿病の発生を予防する効
果がありますが、飲み過ぎると高血糖を来たします。

糖尿病
適量のアルコール摂取は糖尿病の発生を予防する効
果がありますが、飲み過ぎると高血糖を来たします。

脂質異常症
アルコールの過剰摂取は、中性脂肪の増加につなが
ります。

脂質異常症
アルコールの過剰摂取は、中性脂肪の増加につなが
ります。

がん
飲酒は様々な部位のがんの原因となります。また、ア
ルコールそのものにも発がん性があります。

がん
飲酒は様々な部位のがんの原因となります。また、ア
ルコールそのものにも発がん性があります。

歯科疾患
アルコールの飲み過ぎが続くと口腔環境が悪化し歯
科疾患（歯周病など）にかかりやすくなります。

歯科疾患
アルコールの飲み過ぎが続くと口腔環境が悪化し歯
科疾患（歯周病など）にかかりやすくなります。 高尿酸血症・痛風高尿酸血症・痛風

胃腸などの消化管障害
アルコールはほぼすべての消化管に影響し、様々な
病気や症状の原因となります。

胃腸などの消化管障害
アルコールはほぼすべての消化管に影響し、様々な
病気や症状の原因となります。

急性アルコール中毒
アルコールの摂取により一過性に意識障害を起こします。
急性アルコール中毒
アルコールの摂取により一過性に意識障害を起こします。

■アルコールの主な害■

① 飲酒は一日平均20ｇ以下
② 女性・高齢者は少なめに
③ 赤型体質（飲酒すると赤くなりやすい人）も少なめに
④ たまに飲んでも大酒しない
⑤ 食事と一緒にゆっくりと
⑥ 寝酒は控えよう
⑦ 週に2日は休肝日
⑧ 薬の治療中はノーアルコール
⑨ 入浴・運動・仕事前はノーアルコール
⑩ 妊娠・授乳中はノーアルコール
⑪ 依存者は生涯断酒
⑫ 定期的に検診を

通常のアルコール代謝能を有する
日本人のアルコールの適量
（一日純アルコール20ｇ）
とは？

ビールなら中ビン ………………… 1本
日本酒なら………………………… 1合
チューハイ（７％）なら ……… 350㎖
ウイスキーダブルなら …………… 1杯

■ 健康を守るための12の飲酒ルール

厚生労働省 「健康日本21」より

■■■■ 訪問歯科診療をご存じですか ■■■■
歯と口の健康づくりが

目指す効果

気になることは
ありませんか

快適で、より満足感の
得られる食生活

○ 歯肉が腫れる ○歯石がついている ○口臭がある ○虫歯や痛む歯がある
○ 歯みがきができていない ○むせる、食べこぼしがある ○入れ歯が合わない
○ 入れ歯を作りたい ○入れ歯が口にいれたままになっている

ご自宅や施設への訪問歯科
診察を連携します

まずは、お電話を！ 東部在宅歯科連携室 ☎0887-34-2332

訪問歯科診療

歯科医師
歯科衛生士 自宅等

お申込みから
診察までの流れ

①まずは、電話で相談してください。【無料】
②必要に応じて歯科衛生士による訪問面談を行います。【無料】
③訪問歯科医と相談し、ご連絡いたします。
④訪問歯科診察を開始します。【有料保険適応】

1 2 3誤嚥性肺炎の
予防

感染症（インフルエンザ等）
の予防等

　高知県歯科医師会は県からの委託を受けて、高齢や障害などの理由で歯科
医院に通院できない方々がいつまでも口から食べ続けられるよう、在宅で歯科
診療が受けられるように相談窓口を設置し、在宅医療を実施する歯科医院へつ
ないでくれます。
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アルコールの過剰摂取は、中性脂肪の増加につなが
ります。

脂質異常症
アルコールの過剰摂取は、中性脂肪の増加につなが
ります。

がん
飲酒は様々な部位のがんの原因となります。また、ア
ルコールそのものにも発がん性があります。

がん
飲酒は様々な部位のがんの原因となります。また、ア
ルコールそのものにも発がん性があります。

歯科疾患
アルコールの飲み過ぎが続くと口腔環境が悪化し歯
科疾患（歯周病など）にかかりやすくなります。

歯科疾患
アルコールの飲み過ぎが続くと口腔環境が悪化し歯
科疾患（歯周病など）にかかりやすくなります。 高尿酸血症・痛風高尿酸血症・痛風

胃腸などの消化管障害
アルコールはほぼすべての消化管に影響し、様々な
病気や症状の原因となります。

胃腸などの消化管障害
アルコールはほぼすべての消化管に影響し、様々な
病気や症状の原因となります。

急性アルコール中毒
アルコールの摂取により一過性に意識障害を起こします。
急性アルコール中毒
アルコールの摂取により一過性に意識障害を起こします。

■アルコールの主な害■

① 飲酒は一日平均20ｇ以下
② 女性・高齢者は少なめに
③ 赤型体質（飲酒すると赤くなりやすい人）も少なめに
④ たまに飲んでも大酒しない
⑤ 食事と一緒にゆっくりと
⑥ 寝酒は控えよう
⑦ 週に2日は休肝日
⑧ 薬の治療中はノーアルコール
⑨ 入浴・運動・仕事前はノーアルコール
⑩ 妊娠・授乳中はノーアルコール
⑪ 依存者は生涯断酒
⑫ 定期的に検診を

通常のアルコール代謝能を有する
日本人のアルコールの適量
（一日純アルコール20ｇ）
とは？

ビールなら中ビン ………………… 1本
日本酒なら………………………… 1合
チューハイ（７％）なら ……… 350㎖
ウイスキーダブルなら …………… 1杯

■ 健康を守るための12の飲酒ルール

厚生労働省 「健康日本21」より

■■■■ 訪問歯科診療をご存じですか ■■■■
歯と口の健康づくりが

目指す効果

気になることは
ありませんか

快適で、より満足感の
得られる食生活

○ 歯肉が腫れる ○歯石がついている ○口臭がある ○虫歯や痛む歯がある
○ 歯みがきができていない ○むせる、食べこぼしがある ○入れ歯が合わない
○ 入れ歯を作りたい ○入れ歯が口にいれたままになっている

ご自宅や施設への訪問歯科
診察を連携します

まずは、お電話を！ 東部在宅歯科連携室 ☎0887-34-2332

訪問歯科診療

歯科医師
歯科衛生士 自宅等

お申込みから
診察までの流れ

①まずは、電話で相談してください。【無料】
②必要に応じて歯科衛生士による訪問面談を行います。【無料】
③訪問歯科医と相談し、ご連絡いたします。
④訪問歯科診察を開始します。【有料保険適応】

1 2 3誤嚥性肺炎の
予防

感染症（インフルエンザ等）
の予防等

　高知県歯科医師会は県からの委託を受けて、高齢や障害などの理由で歯科
医院に通院できない方々がいつまでも口から食べ続けられるよう、在宅で歯科
診療が受けられるように相談窓口を設置し、在宅医療を実施する歯科医院へつ
ないでくれます。
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乳 児 検 診
１歳６カ月･３歳 児 健 診
野 友 介 護 予 防 教 室
加 茂 介 護 予 防 教 室
久 府 付 介 護 予 防 教 室
柏木・崎山介護予防教室
野 川 さ く ら 会
長 山 せ せ ら ぎ 会
宗 ノ 上 介 護 予 防 教 室
中 部 け ん こう ク ラ ブ
小 川 ふ れ ん ど
島 バ ラ 会
ぺ ち ゃ く ち ゃ 会
親 子 ふ れ あ い 広 場
ゆ ず み ど り

9月7日(水)
9月21日(水)

9月1日(木)・9月8日(木)・9月15日(木)・9月22日(木)
9月2日(金)・9月9日(金)・9月16日(金)・9月30日(金)
9月7日(水)・9月14日(水)・9月21日(水)・9月28日(水)
9月1日(木)・9月8日(木)・9月15日(木)・9月22日(木)
9月7日(水)・9月14日(水)・9月21日(水)・9月28日(水)
9月6日(火)・9月13日(火)・9月20日(火)・9月27日(火)
9月1日(木)・9月8日(木)・9月15日(木)・9月22日(木)
9月2日(金)・9月9日(金)・9月16日(金)・9月30日(金)

9月6日(火)
9月15日(木)
9月7日(水)
毎週火曜日
毎週火曜日

（受付）12:45～13:15
（受付）12:45～13:15

   ９：３０～
１０：００～
１０：００～
１３：３０～
   ９：１５～
   ９：３０～
１３：３０～
   ９：３０～
１０：３０～
１０：３０～
１０：００～
   ９：００～
   ９：００～

奈半利町防災センター
奈半利町防災センター
北川村保健センター
北川村農業センター
北川村農村婦人の家
柏 木 交 流 セ ン タ ー
野 川 交 流 セ ン タ ー
長 山 交 流 セ ン タ ー
宗 ノ 上 集 会 所
小 島 集 会 所
菅 ノ 上 集 会 所
北 部 集 会 所
北川村保健センター
ゆ ず の 花
ゆ ず の 花

事　　　業 実　施　年　月　日 実  施  時  間 実施場所・引き取り場所

行 事 予 定 表
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水遊び　８月８日(月)水遊び　８月１日(月)

避難訓練　８月１日(月)

人権相談所
開設の ご案内

今回の開催日
日時

場所

9月14日（水）
10時～ 15時
北川村総合保健福祉
センター 


